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古
代
日
本
の
謎
を
探
る

植

義

継

田

O
統
一
国
家
の
形
成

日
本
の
古
代
史
に
は
数
多
い
謎
が
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
家
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
そ
の
部
分
が
私
た
ち
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
歴

史
研
究
の
意
欲
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
統
一
国
家
形
成
は
、
過
去
の
一
部
の
歴
史
家
が
主
張
し
て
き

た
、
倭
国
の
女
王
で
あ
る
卑
弥
呼
以
来
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け

て
、
自
然
に
統

一
さ
れ
て
大
和
朝
廷
が
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
定
説
は

私
は
間
違
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
を
統
一
す
る
事
業
が
そ
ん
な
に

容
易
く
短
期
で
達
成
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
日
本
全
国

で
も
多
く
の
勢
力
の
衝
突
と
戦
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
経
て
統
一
国
家
へ

と
歩
ん
で
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
古
代
史
を
研

究
す
る
上
で
、
六
世
紀
に
編
集
さ
れ
た
古
事
記
、
日
本
書
記
、
各
地
風

土
記
な
ど
の
文
献
を
も
う

一
度
、
注
意
深
く
読
み
返
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。統
一
国
家
と
天
皇
尊
称
在
位
な
ど
の
関
連
性
も
含
め
て
、
整
理
を
し

な
が
ら
説
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
存
す
る
古
代
の
文

献
が
、
前
記
の
三
記
の
書
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
以
前
の
四
世
紀
、

五
世
紀
あ
た
り
の
日
本
国
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
考
え
る
時
、
こ
の

三
記
に
は
若
干
の
記
述
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
代
の
文
献
と
し
て
信

想
性
の
最
も
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
中
園
、
韓
国
の
書
、
墓
誌
、
碑
な

ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
の
宋
山
里
で
発
掘
さ
れ
た
武
寧
王
稜
の
墓
誌
に
武
寧
王
が
五
二

三
年
に
六
十
二
歳
で
没
し
た
こ
と
が
－記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
算

す
る
と
、
武
寧
王
の
生
ま
れ
た
年
は
四
六
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
百
済
の
武
寧
王
の
こ
と
が
日
本
書
記
の
雄
略
記
に
同
じ
表
現

で
年
代
も
一
致
し
て
出
て
く
る
の
で
す
。
こ
の
年
代
で
日
本
と
韓
国
で

こ
の
よ
う
に
最
も
信
用
さ
れ
る
年
代
証
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

倭の五王にかんする諸説
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古
代
史
で
は
こ
の
時
代
の
倭
国
（
日
本
）
の
国
王
を
五
王
時
代
だ
と

も
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
の
宋
王
朝
へ
使
者
を
送
っ
た
、

讃
、
珍
、
済
、
興
、
武
の
倭
国
の
五
人
の
王
を
指
し
ま
す
。
四
二
一
年

か
ら
十
回
に
わ
た
り
宋
に
使
者
を
送
り
、
貢
物
を
献
上
し
て
、
倭
王
と

し
て
の
称
号
を
宋
朝
か
ら
も
ら
っ
た
こ
と
が
宋
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
王
の
使
者
の
数
を
述
べ
て
み
る
と
讃
（
四
二
一
年
、
四
二
五
年
）

珍
（
四
三

O
年
、
四
三
八
年
）
済
（
四
四
三
年
、
四
五
一
年
、
四
六

O

年
）
興
（
四
六
二
年
）
武
（
四
七
七
年
、
四
七
八
年
）
の
計
十
回
に
及

ん
で
い
ま
す
。
遣
使
期
、
天
皇
名
、
在
位
期
間
、
続
柄
な
ど
を
勘
案
し

想
定
し
て
み
ま
す
と
、
表
ー
の
よ
う
な
A
i
E
の
説
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
み
ま
す
と
、
安
康
天
皇
、
雄
略
天
皇
、
こ
の
二
天
皇
は

現
在
の
歴
史
家
の
中
で
は
、
ほ
ぽ
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
比
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
応
神
、
仁
徳
天
皇
と
履

中
、
反
正
天
皇
、
允
恭
天
皇
の
玉
天
皇
の
在
位
年
代
の
比
定
が
む
つ
か

し
く
現
在
も
論
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
少
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
応
神
天
皇
は
仲
哀
天
皇
の
第
四
皇
子
で
母
は
神
功
皇
后
で
す
。
三
韓

征
伐
に
赴
い
た
皇
后
は
臨
月
で
、
そ
の
途
上
に
筑
紫
の
国
で
生
ま
れ
た

の
が
、
応
神
天
皇
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
年
月
日
は
仲
哀
天

皇
九
年
（
二

O
O年
）
十
二
月
十
四
日
誕
生
。
即
位
は
応
神
天
皇
元
年

（
二
七

O
年
）
正
月
一
日
、
没
年
は
応
神
天
皇
四
十
一
年
（
三
一

O

年
）
百
十
一
歳
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
仁
徳
天
皇
は
、
父
は
応
神
天
皇
で
神
功
皇
后
摂
政
五
十
七

年
（
二
五
七
年
）
に
誕
生
、
即
位
は
仁
徳
天
皇
元
年

（
一
一
二
三
年
）
同

八
十
七
年
（
三
九
九
年
）
崩
御
。
百
四
三
歳
。

履
中
天
皇
の
生
誕
年
は
不
明
で
す
が
、
父
は
仁
徳
天
皇
、
仁
徳
天
皇

三
十
一
年

（三
四
三
年
）
正
月
十
五
日
立
太
子
と
言
わ
れ
履
中
天
皇
元

年
（
四

O
O年
）
に
即
位
し
て
同
六
年
（
四

O
五
年
）
崩
御
し
て
い
ま

す
。
崩
御
年
齢
不
明
。

反
正
天
皇
も
父
は
仁
徳
天
皇
、
履
中
天
皇
二
年
（
四

O
二
年
）
立
太

子
、
反
正
天
皇
元
年
（
四

O
六
年
）
即
位
、
同
五
年
（
四
一

O
年
）
に

崩
御
し
て
い
る
。
崩
御
年
齢
不
明
。

允
恭
天
皇
も
父
は
仁
徳
天
皇
、
允
恭
天
皇
元
年
（
四
十
二
年
）
に
即

位
、
同
四
十
二
年
（
四
五
三
年
）
崩
御
。
崩
御
年
齢
不
明
。

以
上
述
べ
て
き
た
玉
名
の
天
皇
は
仁
徳
天
皇
は
百
十
一
歳
、
応
神
天

皇
は
百
四
三
歳
ま
で
生
き
て
お
り
想
像
以
上
の
長
命
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
履
中
、
反
正
、
允
恭
の
三
天
皇
は
生
年
月
日
、
没
年
齢
は
不
明
で

あ
り
こ
れ
も
不
思
議
な
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
ず
れ
の
天

皇
の
埋
葬
地
も
大
阪
府
内
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
畿
内
政
権
（
難
波

京
）
時
代
の
墳
墓
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
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O
古
代
日
本
列
島
の
勢
力

古
代
日
本
列
島
の
五
世
紀
頃
の
勢
力
図
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

か
を
考
え
る
時
、
ま
だ
、
大
和
朝
廷
の
政
権
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
時

代
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
統
一
国
家
を
目
指
す
前
段
階
と
し

て
、
各
地
の
有
力
部
族
達
が
勢
力
争
い
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で



そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
精
力
的
に
統
一
国
家
実
現
を

図
っ
た
の
が
、
（
2
）
前
記
の
五
王
の
一
人
「
倭
王
武
」
こ
と
雄
略
天
皇

（
ワ
カ
タ
ケ
ル
）
で
あ
っ
た
の
で
す
。

雄
略
は
激
烈
な
気
質
で
全
国
の
立
ち
は
だ
か
る
敵
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
撃

破
し
て
行
き
ま
す
。
五
世
紀
の
日
本
に
は
図
E
に
示
す
よ
う
な
勢
力
圏

が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
古
墳
や
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
甲

胃
や
万
剣
類
か
ら
こ
れ
は
か
な
り
、
正
確
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
荷
台
古
墳
（
千
葉
県
市
原
市
）
当
時
は
上
総
国
か
ら
出
土
し
た
王

賜
の
鉄
剣
や
稲
荷
山
古
墳
（
埼
玉
県
）
毛
野
か
ら
出
た
鉄
剣
、
熊
本
県

の
江
田
船
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
銀
象
献
の
鉄
剣
に
そ
の
時
代
の
文
字

が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
E

き
ま
す
。

表－II 
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立御

【
金
錨
銘
幡
町
剣
全
体
痕
］
哨倹a

R
 

［金
鋪
銘
鉄
割
問
節
分
］

－
釈
文

｛表
）
辛
苦
年
七
月
中
紀
平
彼
属
医
上
続
名
軍
冨
比
縄
耳
児
書
加
刺
足
尼
耳
泥
名
主
己
加
料
纏
居
其
児
名
事
加
抜
次
獲
居
其
鬼
名

e
p
沙
鬼
書
官
屠
耳
児
名
半
呈
比

【
裏
）
其
児
名
加
差
彼
余
英
克
名
平
僅
属
臣
世
々
為
牧
万
人
首
監
軍
事
来
宝
今
世
唱
加
e
p支
蝿
大
王
帯
在
新
鬼
官
時
苔
左
治
天
下
令
作

此
百
錬
利
万
臼
札
官
官
奪
事
綴
徳
也

－
劃
銭
の
一
例

（表
｝
辛
賓
の
年
七
月
中
、
記
す
．
ヲ
ワ
ケ
町
医
．
上
姐
‘
告
は
オ
ホ
ヒ
コ
．
其
の
宜、

タ
カ
リ
の
ス
ク
ふ
．
英
町
児
、
名
は
テ
ヨ

カ
リ
ワ
ヶ
．
其
の
児
、
名
は
タ
カ
ヒ
シ
ワ
ヶ
．
英
町
泥
‘
名
は
タ
サ
キ
ワ
ケ
．
英
町
児
、
告
は
ハ
テ
ヒ
．

（
轟
｝
其
の
児
．
名
は
カ
サ
ヒ
｛
ハ
）
ヨ
．
英
司
児
、
名
は
ヲ
ワ
ケ
町
医
．
世
々
、
杖
刀
人
的
曹
と
揖
り
掌
事
し
来
。
今
に
至
る
．

ワ
カ
タ
ケ
札
げ
の
大
王
の
守
．
シ
キ
町
宮
に
在
る
時
‘
吾
、
天
下
を
友
治
L
．
此
の
百
擁
の
利
刀
を
作
ら
し
肉
、
醤
炉
事
事
的

纏
原
を
記
す
也
．

｛
国
立
歴
史
民
悟
博
物
館
J
国
立
島
史
毘
怖
博
物
館
』
よ
り
）

五世紀の日本列島

。。

表－m

。
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畿
内
に
は
河
内
、
三
輪

山
、
大
和
の
葛
城
を
包
括
し

て
雄
略
が
率
い
る
河
内
政
権

が
そ
の
他
の
吉
備
、
出
雲
、

筑
紫
、
日
向
こ
れ
ら
を
次
々

と
叩
き
従
属
さ
せ
て
行
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
越
園
、
尾
張
、

東
国
の
上
総
、
毛
野
国
も
畿
内
の
巨
大
豪
族
の
連
合
勢
力
下
に
組
み
込

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
王
す
な
わ
ち
讃
、
珍
、
済
、
興
の
努
力
、
勇

敢
な
戦
い
を
展
開
し
た
雄
略
（
武
）
の
実
行
力
こ
れ
ら
に
よ
り
統
一
国

家
へ
の
歩
み
を
大
き
く
踏
み
出
し
て
行
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
代
の
倭
国
（
日
本
）
の
国
力
は
朝
鮮
の
高
句
麗
、
新
羅
、
百

済
よ
り
下
位
に
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
宋
書
に
よ
る
と
こ
の
雄
略
の
戦

い
振
り
と
実
力
を
宋
朝
は
認
め
四
七
八
年
に
は
安
東
将
軍
か
ら
安
東
大

将
軍
に
四
七
九
年
に
は
、
鎮
東
大
将
軍
。
五

O
二
年
に
は
征
東
将
軍
の

名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
古
代
日
本
の
統

一
国
家
へ
の
歩
み
は
、
宋
書
と
「
日
本
書
記
」
の
記
載
か
ら
立
証
が
で

き
る
よ
う
に
、
四
世
紀
の
各
地
の
部
族
国
家
か
ら
中
央
集
権
国
家
（
統

一
国
家
）
へ
と
移
行
し
て
行
く
重
要
な
時
期
が
こ
の
五
王
時
代
で
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

皇

代）
天

P
M略

1uh雄

O
国
家
成
立
の
謎
を
探
る
興
味
深
い
六
世
紀

8
七
世
紀

日
本
国
が
し
っ
か
り
し
た
統

一
国
家
の
形
を
整
え
る
に
は
、
二
十
六

代
継
体
天
皇
（
四
五

O
I五
コ
二
年
）
以
降
の
六
世
紀
く
ら
い
で
あ
る

と
私
は
推
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
大
和
朝
廷
と
い
う
ふ
う
な
形

が
つ
く
ら
れ
「
古
事
記
」

「日
本
書
記
」
各
地
「
風
土
記
」
「
万
葉
集
」

な
ど
が
編
纂
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
鹿
島
神
官
、
香
取
神
宮
、
大

生
古
墳
群
、
常
陸
国
風
土
記
、
万
葉
集
、
そ
の
時
代
の
常
陸
国
（
茨
城

県
）
の
国
司
は
誰
で
あ
っ
た
か
な
ど
の
興
味
深
い
話
し
は
次
回
に
書
く

こ
と
と
し
ま
す
。

【
引
用
文
献
】

日
本
書
記
上
巻
、
下
巻

天
皇
家
系
譜
総
覧

天
皇
一
二
四
代

上
代
文
学
研
究
事
典

（
株
）
岩
波
書
店

（
株
）
新
人
物
往
来
社

（
株
）
平
凡
社

（
株
）
お
う
ふ
う

昭
和
四
十
二
年

昭
和
六
十
一
年

昭
和
六
十
三
年

平
成
八
年
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竹
内
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「
ペ
ニ
ス
の
月
」

県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
（
北
茨
城
市
大
津
町
）
に
お
い
て
、
「
水
の

都
」
を
情
趣
豊
か
に
表
現
し
た
竹
内
栖
鳳
の
「
ベ
ニ
ス
の
月
」

H
一
九

O
四
年
、
高
島
屋
資
料
館
蔵
が
展
示
さ
れ
、
同
館
の
主
任
学
芸
員
・
中

田
智
則
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

世
界
遺
産
は
一
九
七
二
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
が
、
現

在
、
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
遺
跡
や
古
い
街
並
み
は
そ
れ
以
前
か
ら

描
か
れ
て
き
た
。
一
九

O
O
（
明
治
犯
）
年
パ
リ
万
博
視
察
の
た
め
渡

欧
し
た
栖
鳳
は
帰
国
後
、
ロ
ー
マ
や
ベ
ネ
チ
ア
に
取
材
し
た
作
品
を
発

表
し
て
い
る
。

「
水
の
都
」
の
名
の
通
り
ベ
ネ
チ
ア
は
、
川
も
の
島
が

m
の
運
河
と

側
余
り
の
橋
で
結
ば
れ
、
独
特
の
景
観
を
見
せ
て
い
る
。
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
街
の
中
心
を
流
れ
る
大
運
河
の
河
口
に
そ
び
え
る
げ
世
紀
ゴ

シ
ッ
ク
建
築
の
最
高
傑
作
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
テ
l
ル
教

会
で
あ
る
。

水
墨
画
を
得
意
と
し
た
栖
鳳
の
作
品
は
、
墨
の
ぼ
か
し
を
生
か
し
て

湿
気
を
含
ん
だ
空
気
ま
で
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
も
水
に
固
ま
れ
た

ベ
ネ
チ
ア
が
情
趣
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

約
四
カ
月
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
巡
り
な
が
ら
も
イ
タ
リ
ア

を
多
く
取
り
上
げ
た
の
は
、
古
代
か
ら
中
世
、
近
代
に
ま
で
続
く
歴
史

と
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
そ
の
街
並
み
に
、
深
い
感
興
と
普
遍
的
な
美

を
見
出
し
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
「
世
界
遺
産
」
と
い
う
制
度

に
関
係
な
く
、
画
家
が
そ
の
風
景
に
心
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。潮

来
市
あ
や
め
一
丁
目
ロ

J
R
鹿
島
線
潮
来
駅
の
南
方
向
、
前
川

あ
や
め
園
の
東
側
の
常
陸
利
根
川
沿
い
水
神
森
に
、
「
栖
鳳
先
生
来
瀞

碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

栖
鳳
の
生
い
た
ち

-5ー

元
来
私
の
家
は
男
子
が
私

一
人
で
、
外
に
姉
が

一
人
あ
っ
て
、
母
は

そ
れ

私
が
十
四
歳
の
時
没
し
、
親
父
も
も
う
老
年
で
あ
る
。
夫
で
料
理
屋
の

や
め

こ
と
や
か
ら
非
常
に
多
忙
で
、
実
は
私
が
画
な
ど
止
て
、
早
く
家
業
の

方
を
相
続
せ
ん
な
ら
ん
の
で
あ
る
。

・・・

と
こ
ろ
が
そ
の
家
業
を
捨
て

画
を
習
ひ
に
ゆ
く
の
ゃ
か
ら
、
親
父
や
姉
の
機
嫌
が
悪
い
、
時
に
は
非

常
の
極
道
息
子
の
よ
う
に
叱
ら
れ
る
。
そ
れ
を
忍
ん
で
師
匠
の
と
こ
ろ

ゅ
う
め
し

へ
ゆ
き
、
家
に
帰
っ
て
来
る
と
、
多
忙
で
晩
餐
な
ど
食
へ
ん
。
・
・
・
そ

ひ
っ
ぱ
り

れ
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
黒
の
被
衣
を
着
て
七
輪
を
煽
ぐ
、
水
を
運
ぶ
、

時
に
は
酔
っ
ぱ
ら
ひ
の
職
人
客
な
ど
が
台
所
へ
来
て
、
貴
様
は
こ
〉
の

息
子
か
水

一
杯
く
れ
な
ど
と
ぼ
ろ
く
そ
に
や
ら
れ
る
。
（
中
略
）
ま
た
時

む
曹
も
の

え

が

に
は
献
立
を
書
く
、
剥
物
の
彩
色
を
す
る
、
行
燈
に
画
く
、
祭
礼
に
な



る
と
筒
衣
姿
で
売
っ
た
魚
の
帳
つ
け
て
歩
く
｜
｜
こ
の
様
な
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
忍
ん
で
、
親
父
と
姉
の
気
を
和
ら
げ
て
、
そ
し
て
二
階
の
画
室

‘ぇ
で
画
を
稽
古
し
た
。
と
こ
ろ
が
ま
た
ま
た
親
父
と
姉
と
が
私
を
呼
び
付

け
て
、
是
非
と
も
画
を
止
い
と
非
常
に
迫
ら
れ
た
が
、
私
は
ど
う
し
て

も
止
る
こ
と
は
出
来
ん
、
死
ん
で
も
止
ら
れ
ん
と
、
二
階
に
上
っ
た
な

り
で
二
日
泣
続
け
て
ゐ
た
。
ハ
、
品
、
〉
、
今
思
ふ
と
全
く
横
着
で
、
だ
ジ

け
泣
な
の
で
、
そ
れ
が
為
め
親
父
も
と
う
と
う
匙
を
投
て
し
も
う
て
、

そ
し
て
困
っ
た
極
道
息
子
と
い
ふ
感
じ
な
り
で
没
し
て
し
も
う
た
。
然

し
今
日
に
な
っ
て
顧
れ
ば
、
姉
が
父
を
補
け
て
家
事
に
従
事
し
て
く
れ

た
御
蔭
で
、
私
が
画
の
修
業
が
出
来
た
の
で
、
全
く
姉
を
親
と
思
は
な

ば
な
ら
ぬ
。

（
参
考
文
献
）
黒
田
天
外
『
名
家
歴
訪
録
』
明
治
三
十
一
年
よ
り

雅
号
「
棲
鳳
」
と
「
栖
鳳
」

「棲
鳳
」

当
時
雅
号
は
師
匠
が
つ
け
た
も
の
で
、
そ
の
頃
か
ら
言
ふ
と
師
匠
の

号
の
一
字
を
取
っ
て
つ
け
る
習
わ
し
だ
っ
た
が
楳
領
と
い
ふ
人
は
そ
の

風
習
も
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
各
自
の
姓
と
関
連
し
て
号
を
選
ん
で
や

る
と
い
ふ
新
し
い
方
法
を
と
ら
れ
た
。
そ
れ
で
わ
た
し
に
は
「
鳳
風
は

梧
桐
に
棲
ひ
竹
実
を
食
ふ
」
と
い
ふ
や
う
な
事
が
支
那
の
古
い
本
に
あ

る
と
い
ふ
の
で
「
棲
鳳
」
と
つ
け
て
く
れ
ら
れ
た
。

「栖
鳳」

楳
領
門
時
代
か
ら
、
わ
た
し
は
「
棲
鳳
」
の
雅
号
を
用
ひ
て
い
ま
し

お

た
が
、
欧
州
の
見
学
を
了
え
て
帰
っ
た
の
を
機
会
と
し
て
、
棲
の
文
字

を
栖
に
変
へ
ま
し
た
。

こ
れ
は
わ
た
し
が
西
の
大
陸
に
渡
っ
て
、
未
だ

曽
て
経
験
し
な
か
っ
た
幾
多
の
事
象
に
触
れ
、
わ
た
し
の
生
活
に
明
ら

か
に
一
つ
の
転
機
が
あ
っ
た
為
に
西
洋
の
西
の
文
字
に
変
へ
て
欧
州
見

学
時
代
に
尊
ひ
経
験
と
収
穫
と
を
記
念
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
参
考
文
献
）
「
栖
鳳
の
言
葉
」
よ
り
／

『
日
本
近
代
絵
画
全
集
巻
十
七

昭
和
三
十
八
年
一
月

月
報
』

四
潮
来
風
景

比
較
的
近
年
私
の
風
景
画
の
材
料
に
感
興
を
覚
え
た
地
方
は
水
郷
潮

来
出
島
で
あ
る
。
私
は
三
度
潮
来
へ
出
掛
け
た
。
そ
の
都
度
相
当
に
長

滞
在
を
し
て
了
（
し
ま
）
っ
た
。
恐
ら
く
並
な
旅
人
は
、
鹿
島
・
香
取

詣
で
の
道
す
が
ら
、
あ
の
利
根
川
と
霞
ヶ
浦
と
で
生
れ
た
潮
来
を
見

て
、
た
JX
だ
だ
ツ
広
い
、
平
凡
な
、
魅
し
寧
ろ
退
屈
な
水
村
風
景
な
り

と
解
釈
す
る
だ
ら
う
が
、
画
家
と
し
て
私
が
あ
の
水
郷
を
舟
に
乗
り
、

微
に
入
り
細
に
入
っ
て
見
歩
い
て
ゐ
る
と
、
至
る
所
画
趣
に
富
ん
で
ゐ

て
飽
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
画
趣
豊
か
な
地
方
を
見
歩
く
と
い
ふ
こ

と
は
、
画
家
に
と
っ
て
は
、
最
上
の
幸
福
な
生
活
な
の
で
あ
る
。
（
中

略
）
潮
来
出
島
と
支
那
の
揚
州
と
は
よ
く
似
通
っ
て
ゐ
る
。
揚
州
は
鎮

江
の
対
岸
に
あ
る
。
揚
子
江
に
よ
る
南
支
那
平
野
で
、
川
幅
は
三
哩
も
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あ
る
。
無
論
対
岸
地
点
は
瓜
州
で
、
こ
の
瓜
州
か
ら
曾
て
惰
の
場
帝
が

開
撃
し
た
と
い
ふ
南
北
支
那
運
輸
の
便
の
た
め
の
運
河
を
遡
る
。
そ
こ

に
揚
州
が
あ
る
。
動
乱
常
な
き
支
那
の
画
趣
に
富
め
る
静
寂
水
郷
の
仙

境
と
も
言
へ
る
。
揚
柳
と
草
む
ら
と
農
家
と
水
流
と

・・

・
。
揚
州
二

十
四
橋
。
潮
来
十
二
橋
。
然
も
こ
の
十
二
橋
は
支
那
風
に
片
欄
干
で
あ

る
。
そ
し
て
揚
州
も
潮
来
も
女
船
夫
で
、
亭
主
は
農
夫
で
あ
る
。
（
中

略
）
た
ジ
潮
来
は
揚
柳
で
は
な
く
ポ
プ
ラ
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
た
画
趣

の
上
に
別
種
な
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
水
郷
平
野
の
中
に
風
に
吹
か

る
〉
ポ
プ
ラ
が
生
え
て
ゐ
る
の
は
中
々
面
白
い
。

私
は
毎
日
舟
に
乗
り
、
ス
ケ
ッ
チ

・
ブ
ッ
ク
を
抱
へ
て
潮
来
水
路
を

見
歩
い
た
。
そ
よ
風
の
晴
れ
た
朝
。
無
風
の
曇
っ
た
午
後
。
水
に
生
え

は
い
ぜ
ん

た
葦
原
に
柿
然
と
豪
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
。
夕
暮
に
月
を
見
な
が
ら
こ
の

葦
原
を
漕
ぎ
分
け
て
行
く
。
こ
れ
は
全
く
支
那
画
情
緒
そ
っ
く
り
で
、

若
し
明
笛
の
音
で
も
聴
こ
え
て
来
る
な
ら
、
こ
れ
は
日
本
で
は
な
く
支

那
で
あ
る
。
私
は
よ
く
夕
暮
に
、
一
隻
の
舟
に
農
家
の
一
族
が
牛
も
ろ

と
も
乗
込
ん
で
家
へ
漕
ぎ
帰
る
の
を
見
た
。
ま
た
私
は
二
隻
の
舟
を
列

べ
て
板
を
渡
し
て
そ
の
上
へ
高
く
藁
を
積
ん
で
ゐ
る
の
を
見
た
。
そ
れ

な
ど
も
揚
州
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
水
神
を
表
示
し
た
一
石
の
前
に
粗
末

な
鳥
居
が
建
っ
て
ゐ
る
。
秋
の
夕
暮
、
太
陽
は
赤
々
と
水
郷
平
野
の
彼

方
に
没
し
て
行
く
。
そ
し
て
こ
の
散
り
行
く
ポ
プ
ラ
と
葦
原
に
包
ま
れ

た
鳥
居
の
部
分
か
ら
暗
く
な
っ
て
行
く
。
オ
ラ
ン
ダ
画
そ
っ
く
り
で
あ

る
。
ま
た
梅
雨
期
の
煙
雨
の
情
も
中
々
い
〉
。
そ
の
他
、
鴨
の
番
小

屋
、
若
き
夫
婦
の
藻
刈
り
の
舟
、
畑
を
縫
ふ
水
流
と
舟

・
・
・

。
潮
来

は
日
本
の
画
家
に
豊
富
な
画
材
を
恵
ん
で
ゐ
る
。

（
参
考
文
献
）
竹
内
栖
鳳
「
潮
来
風
景
」
よ
り
／

［文
芸
春
秋
］

昭
和
七
年
四
月

（
※
ラ
イ
ン
の
部
分
が
「
栖
鳳
先
生
来
務
碑
」
に
刻
ま
れ
て
い
る
。）

五

栖
鳳
の
言
葉

潮
来
風
景

わ
た
し
は
潮
来
が
大
好
き
で
あ
る
。
連
日
舟
に
乗
り
、
写
生
帳
を
膝

の
上
に
載
せ
て
潮
来
水
路
を
見
歩
く
。
そ
よ
風
の
晴
れ
た
朝
。
無
風
の

曇
っ
た
午
後
。
場
合
に
よ
っ
て
は
水
に
生
え
た
葦
原
に
柿
然
と
豪
雨
が

降
り
そ
そ
ぐ
。
夕
暮
れ
に
は
月
を
眺
め
な
が
ら
こ
の
葦
原
を
漕
ぎ
わ
け

で
行
く
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
支
那
情
緒
あ
る
い
は
支
那
画
の
気
分
そ
っ

く
り
で
あ
っ
て
、
も
し
明
笛
の
音
で
も
聴
こ
え
て
く
る
な
ら
、
そ
れ
は

日
本
で
は
な
く
支
那
で
あ
る
。
わ
た
し
は
よ
く
夕
暮
れ
に
、
一
般
の
舟

に
農
家
の
一
族
が
牛
も
ろ
と
も
乗
り
込
ん
で
漕
ぎ
帰
る
の
を
見
た
。
ま

た
二
般
の
舟
を
並
べ
て
板
を
渡
し
、
そ
の
上
に
高
く
藁
を
積
ん
で
い
る

の
を
見
た
。
こ
れ
な
ど
も
揚
州
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
水
神
を
表
示
し
た

一
石
の
前
に
粗
末
な
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
舟
を
止
め
て
写

生
す
る
。
そ
し
て
秋
の
夕
暮
れ
な
ど
、
太
陽
は
赤
々
と
平
野
の
彼
方
に

沈
み
い
き
、
散
り
い
く
ポ
プ
ラ
と
葦
原
に
包
ま
れ
た
鳥
居
の
部
分
か
ら

暗
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
和
蘭
画
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
ま
た
梅
雨
期

の
煙
雨
の
情
も
な
か
な
か
よ
ろ
し
い。

そ
の
他
、
鴨
の
番
小
屋
、
若
き
夫
婦
の
藻
刈
り
の
舟
、
畑
を
縫
う
水
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流
と
舟
。
潮
来
は
日
本
画
家
に
豊
富
な
画
材
を
恵
ん
で
い
る
。
（
竹
内

逸
編
）
（
注
）
※
武
内
逸

一
八
九
一
年
に
竹
内
栖
鳳
の
長
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。

本
名
、
逸
三
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
中
退
。

著
書
「
支
那
印
象
記
」
「
浴
室
風
景
」
「
栖
鳳
閑
話
」

「
栖
鳳
芸
談
」
ほ
か

__.__ 
I¥ 

栖
鳳
の
画
歴

第
5
回
展
に
〈
雨
〉
、
第
7
回
展
に
〈
絵
に
な
る
最
初
〉
、
第
叩
回
展

に
〈
日
稼
〉
、
第
日
回
展
に
〈
河
口
〉
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
〈
河
口
〉

は
静
岡
県
蒲
原
付
近
の
風
景
で
あ
る
。
こ
の
噴
よ
り
栖
鳳
は
山
に
固
ま

れ
た
京
都
の
生
活
に
窮
屈
を
感
じ
出
し
た
。
題
材
は
漁
り
尽
く
し
て
い

る
。
風
景
の
ひ
と
つ
取
っ
て
も
京
都
で
は
道
具
立
ち
が
揃
い
過
ぎ
、
と

か
く
因
習
的
な
構
図
に
な
り
が
ち
に
な
る
の
を
嫌
っ
た
。
〈
河
口
〉
は
関

東
の
漠
と
し
た
平
野
風
景
に
新
鮮
さ
を
見
出
だ
し
た
最
初
の
作
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
潮
来
で
の
制
作
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、

後
年
、
湯
河
原
へ
寵
る
日
が
多
く
な
っ
た
の
も
、
長
年
の
坐
業
か
ら
き

た
腰
脚
部
の
神
経
痛
の
治
療
の
意
味
も
あ
っ
た
が
、
京
都
で
の
生
活
に

よ
る
制
作
の
不
自
由
さ
や
身
辺
の
煩
を
嫌
っ
た
の
も
一
因
だ
ろ
う
。
そ

し
て
〈
河
口
〉
発
表
の
翌
年
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
栖
鳳
五
十
六

歳
の
と
き
、
帝
国
美
術
院
が
創
設
さ
れ
て
そ
の
会
員
を
拝
命
し
、
文
展

は
帝
展
と
改
称
さ
れ
た
。
・
・
・
中
略
・
・
・

一
方
世
間
で
は
文
展
、
帝
展
に
つ
れ
各
種
の
展
覧
会
が
活
況
を
呈

し
、
人
々
の
美
術
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
た
。
当
然
、
百
貨
店
の
美

術
部
や
一
般
美
術
商
が
活
躍
を
始
め
る
。
当
時
の
日
本
が
、
日
清

・
日

露
の
戦
役
、
第
1
次
大
戦
を
経
て
世
界
的
進
出
を
果
た
し
、
そ
れ
に
と

も
な
う
経
済
界
の
好
況
が
そ
こ
に
反
映
し
て
い
た
。
三
越
百
貨
店
美
術

部
が
大
正
日
年
、
第
1
回
淡
交
会
を
開
催
し
た
の
も
そ
う
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
横
山
大
観
（
一
八
六
八

i
一
九
五
八
）
、
川
合
玉
堂
（
一
八
七

三
i
一
九
五
七
）
の
両
画
伯
と
栖
鳳
3
人
淡
交
の
意
味
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
第
1
回
展
に
〈
斑
猫
〉
〈
城
祉
〉
の
2
作
を
出
品
し
て
い
る
。

以
後
、
春
紅
会
、
日
本
綜
合
展
と
会
名
は
違
っ
て
も
こ
の
三
越
の
美
術

展
に
は
死
の
前
年
ま
で
四
年
間
出
品
し
続
け
て
い
る
。
〈
宿
鴨
宿
鴻
〉

〈
潮
来
小
暑
〉
〈
惜
春
〉
〈
晩
鶏
〉
〈
松
上
白
鷺
〉
〈
花
に
蔵
〉
〈
支
那
風
光

絵
図
〉
〈
草
相
撲
〉
〈
松
魚
〉
〈
水
郷
〉
〈
し
ぐ
る
る
池
〉
、
そ
の
他
あ
わ
せ

て
加
点
の
制
作
が
あ
る
。
・
・
・
以
下
省
略
・
・
・

（
参
考
文
献
）
竹
内
摘
鳳
・
上
村
松
園
現
代
日
本
美
術
全
集
日

開
集
英
社
一
九
七
三
年
九
月
二
十
八
日
初
版
発
行
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素
顔
の
栖
鳳

i
食
事
の
話
i

わ
た
し
は
小
食
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

言
ひ
張
っ
て
も
、
ア
テ
に
な
ら
な
い
。

近
頃
わ
た
し
は
新
聞
や
雑
誌
で
、
栖
鳳
翁
と
書
か
れ
て
ゐ
る
。
長
寿

の
仲
間
入
り
を
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
小
食
が
長
寿
と
関
係
が
あ
る
か
ど

七

わ
た
し
自
身
、

小
食
で
あ
る
と



う
か
、
そ
れ
は
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
な
い
。

わ
た
し
の
現
職
は
帝
国
美
術
院
会
員
だ
け
で
、
そ
れ
も
年
一
回
の
会

議
に
顔
を
出
す
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
、
文
展
開
催
当
時
か
ら
帝

展
へ
、
わ
た
し
は
か
な
り
煩
雑
な
生
活
を
送
っ
て
来
た
。
東
京
へ
出
る

と
、
展
覧
会
の
鑑
査
や
審
査
、
来
客
や
招
待
。
然
も
ど
う
か
す
る
と
、

そ
の
煩
雑
な
生
活
の
中
に
、
約
束
上
ど
う
し
て
も
画
を
描
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
わ
た
し
の
旅
舎
生
活
は
、
朝
は
相

当
早
く
、
夜
は
随
分
遅
か
っ
た
。
そ
の
旅
舎
の
カ
ミ
さ
ん
は
か
う
言
っ

た
。
「
私
の
方
へ
か
う
し
て
沢
山
の
お
客
が
お
泊
ま
り
に
な
り
ま
す

が
、
先
生
ほ
ど
小
食
の
方
は
滅
多
に
御
座
い
ま
せ
ん
」
こ
の
言
質
に
よ

っ
て
、
」
わ
た
し
は
立
派
に
小
食
党
に
所
属
し
て
ゐ
る
。

（
参
考
文
献
）
竹
内
栖
鳳
「
涼
台
小
話
」
よ
り
／

『
文
芸
春
秋
』
昭
和
八
年
六
月

八

栖
鳳
の
旧
宅
跡

一
篤
志
家
が
太
平
洋
戦
争
の
死
者
側
万
人
の
霊
を
弔
う
た
め
建
立
し

た
高
さ
M
m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
霊
山
観
音
の
近
く
に
、
近
代
関
西

こ
う
の
ば
い

画
壇
の
第
一
人
者
竹
内
栖
鳳
の
旧
宅
跡
と
碑
が
あ
る
。
栖
鳳
は
幸
野
楳

t
L
 

嶺
に
入
門
、
巨
匠
と
な
り
多
く
の
俊
秀
を
育
て
た
。
邸
内
に
樹
齢
制
年

の
人
丸
桜
が
あ
る
。

（
参
考
文
献
）
京
都
府
の
歴
史
散
歩
〈
上
〉

新
版
新
全
国
歴
史
散
歩
シ
リ
ー
ズ
お

山
川
出
版
社

九

栖
鳳
の
作
品

－
潮
来
小
暑

一
九
三
O
年
（
昭
和
五
年
）
絹
本
着
色

－

幅

臼

・
0
×
邸
・

7
佃
山
種
美
術
館
蔵

栖
鳳
は
い
た
く
潮
来
に
愛
着
し
て
い
た
。
中
国
の
揚
州
に
似
て
い
る

点
も
彼
に
は
懐
か
し
さ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
潮
来
取
材
の
作
品
は
相

当
の
数
に
上
る
。
水
墨
画
〈
水
村
〉
や
〈
水
郷
〉
、
俗
謡
入
り
の
粗
画
そ

の
他
で
あ
る
。
そ
し
て
本
作
は
潮
来
題
材
の
正
面
切
っ
て
の
風
景
画
で

あ
る
。
前
景
に
畑
が
あ
り
、
中
景
に
農
家
が
あ
り
、
上
部
遠
景
の
幽
か

な
帆
舟
と
遠
山
と
が
樹
聞
か
ら
見
え
て
い
る
。
つ
ま
り
構
図
の
仕
組
が

整
っ
て
い
て
、
寂
し
さ
や
静
け
さ
よ
り
も
、
青
と
藍
と
の
小
暑
の
欝
然

さ
で
あ
っ
て
、
微
か
に
遠
景
に
お
い
て
涼
し
さ
を
現
わ
し
て
い
る
。
そ

し
て
舟
上
の
赤
牛
は
画
面
効
果
と
潮
来
風
情
と
を
兼
ね
て
い
る
。
む
ろ

ん
本
図
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
本
図
同
様
の
実
景
が
組
略
に
写
生
帳
に
写

し
て
あ
る
。
第
6
回
淡
交
会
展
出
品
。

-9-

－
潮
来
風
情

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
噴
紙
本
着
色

一
面
幻
・

5
×
M
・
3
佃

色
紙
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
前
景
の
草
む
ら
、
－
本
の
樹
、
遠
く

の
一
軒
家
の
村
家
、
そ
し
て
そ
の
彼
方
に
省
筆
で
遠
山
が
描
か
れ
て
い

る
。

一
般
の
舟
と
女
舟
夫
と
だ
け
や
や
強
調
さ
れ
て
い
る
。
色
紙
だ
が



よ
く
潮
来
の
風
情
が
現
れ
て
い
る
。
潮
来
へ
は
栖
鳳
は
度
々
出
か
け
て

い
る
し
、
長
逗
留
し
て
、
連
日
そ
の
風
景
を
見
歩
い
て
い
た
。

－
春
郊
帰
牧

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）

衝
立
邸
・

5
×

ω
・
3
佃

牛
背
の
牧
童
に
も
〈
和
暖
と
〉
同
じ
性
質
の
平
和
が
あ
る
。
栖
鳳
の

作
品
に
は
た
い
て
い
平
和
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
多
く
の
潮
来
出
島
の
風

景
画
に
も
平
和
が
溢
れ
て
い
る
。
や
は
り
栖
鳳
は
自
然
派
の
作
家
で
あ

ろ
う
。
摂
政
宮
御
成
婚
京
都
府
献
上
作
品
。

作
品
解
説
（
執
筆
者
武
内
逸
）

本
作
を
眺
め
て
い
る
と
明
治
の
平
和
な
時
代
が
偲
ば
れ
る
。
栖
鳳
は

生
来
頑
健
で
は
な
か
っ
た
の
で
始
終
医
師
の
厄
介
に
な
っ
た
。
そ
の
医

師
小
林
久
太
郎
氏
の
依
頼
に
よ
っ
て
玄
関
用
の
衝
立
に
描
い
た
作
で
あ

る
。
こ
れ
以
前
の
作
品
に
は
ど
う
か
す
る
と
先
者
達
か
ら
の
借
用
が
目

立
つ
こ
と
も
あ
る
が
、
本
作
は
も
は
や
栖
鳳
調
の
作
品
に
な
っ
て
い

る
。
む
ろ
ん
当
時
は
こ
う
し
た
風
景
は
京
都
の
郊
外
で
は
た
や
す
く
実

見
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
し
、
牧
童
を
軽
く
牛
の
背
に
乗
せ
た
点
に

田
園
の
麗
ら
か
さ
と
、
た
そ
が
れ
近
く
村
へ
帰
る
詩
趣
と
が
現
れ
て
い

る。

紙
本
淡
彩

（
参
考
文
献
）
竹
内
栖
鳳
・
上
村
松
園

附
集
英
社

一
九
七
三
年
九
月
二
十
八
日
初
版
発
行

現
代
日
本
美
術
全
集

13 

。
栖
鳳
の
年
譜

O
元
治
元
年
十
一
月
二
十
二
日
、
現
在
の
京
都
市
中
京
区
御
池
通
油
小

路
西
入
ル
森
ノ
木
町
に
川
魚
料
理
屋

「
亀
屋
」
（
通
称
「
亀
政
」
）
を

営
む
竹
内
政
七
、
き
ぬ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名
は
恒
吉
。

O
明
治
十
年
（
満
年
齢
・
十
三
歳
）
四
条
派
の
土
田
英
林
に
つ
い
て
絵

を
学
び
始
め
る
。
母
き
ぬ
没
。

O
明
治
十
四
年
（
十
七
歳
）
初
秋
、
四
条
派
の
幸
野
楳
嶺
の
私
塾
に
入

円
、
師
か
ら
「
鳳
風
は
梧
桐
に
棲
み
、
竹
実
を
食
う
」
の
故
事
に

よ
り
「
棲
鳳
」
の
号
を
受
け
る
。

O
明
治
三
十
三
年
（
三
十
六
歳
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
〈
雪
中
操
雀
〉

を
出
品
。
ま
た
、
農
商
務
省
お
よ
び
京
都
市
よ
り
パ
リ
万
国
博
覧
会

の
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
、
八
月
よ
り
渡
欧
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
を
巡
遊
す
る
。
コ
ロ

l
や

タ
l
ナ

l
の
作
品
に
出
会
い
感
銘
を
受
け
る
。
滞
欧
中
よ
り
「
栖

鳳
」
の
号
を
使
い
始
め
る
。

O
明
治
三
十
四
年
（
三
十
七
歳
）
二
月
、
欧
州
よ
り
帰
国
。
第
七
回
新

古
美
術
展
の
審
査
員
と
し
て
〈
獅
子
〉
を
「
栖
鳳
」
の
号
で
出
品
す

る
。
ラ
イ
オ
ン
を
描
い
た
作
品
は
話
題
を
よ
び
一
躍
時
代
の
寵
児
と

な
る
。

O
昭
和
二
年
（
六
十
三
歳
）
五
月
、
潮
来
を
初
め
て
訪
れ
る
。

O
同
年
十
一
月
に
潮
来
を
再
訪
（
翌
年
秋
に
も
）
。

O
昭
和
十
二
年

（七
十
三
歳
）
四
月
、
こ
の
年
に
制
定
さ
れ
た
第
一
回

-10-



文
化
勲
章
の
受
章
者
と
な
る
。
（横
山
大
観
も
同
時
受
章
）

O
同
年
六
月
、
帝
国
芸
術
院
官
制
が
発
布
さ
れ
、
帝
国
芸
術
院
会
員
と

な
る
。

O
昭
和
十
七
年
（
七
十
八
歳
）
一
月
、
肺
炎
を
患
う
。
六
月
、
陸
軍
省

依
嘱
画
〈
宮
城
を
拝
し
て
〉
（
絶
筆
）
を
揮
竃
す
る
も
、
年
頭
か
ら

体
調
不
良
に
よ
り
病
に
臥
す
。

O
同
年
八
月
二
十
三
日
、
湯
河
原
山
荘
天
野
屋
山
桃
庵
に
て
逝
去
。
戒

名
は
霊
山
院
瑞
誉
栖
鳳
居
士
。

（
参
考
文
献
）
山
種
美
術
館
の
竹
内
栖
鳳

（
参
考
文
献
等
）

．
ふ
る
さ
と
潮
来
第
四
輯
1
頁
藤
岡
健
夫
著
「
画
伯
竹
内
栖
鳳
と
藤

岡
鉱
二
郎
」

・
ふ
る
さ
と
潮
来
第
幻
輯
小
沼
正
司
著
「
潮
来
・
水
郷
を
描
い
た
画

家
た
ち
」
の
竹
内
栖
鳳

・
茨
城
新
聞

以

上

開

発

哀t
歌了

沼

正

司

鹿
行
地
方
の
歴
史
を
大
き
く
変
え
た
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成

は
、
潮
来
地
方
に
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
開
発

が
い
か
に
構
想
さ
れ
進
め
ら
れ
今
日
の
状
況
に
な
っ
た
か
は
、
以
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。

開
発
の
目
的
や
進
め
ら
れ
た
経
緯
と
実
績
、
開
発
に
勤
務
し
た
潮
来

の
県
職
員
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
当
第
日
輯
に
小
生
の
拙
文
で
記
し
ま

し
た
が
、
用
地
買
収
と
移
転
交
渉
の
現
場
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
の
喜
怒
哀
楽
が
有
り
、
当
時
買
収
を
進
め
た
職
員
も
時
の
経
過
と

共
に
亡
く
な
っ
た
人
も
多
く
な
り
、
当
時
若
手
職
員
と
し
て
勤
務
し
た

事務所表札をかける岩上知事
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。にの落 0 し 38 、管広か始所帯 つラ渉るぷ化た

たイ相。山し。
よベ手 ア忘当
う lに よ二れ時
にトは 二去を
消な子 γ ら知
えこ孫 宍れる
てとは 出て人
ゆで現 うた行も
く、存 立く少
のはし :x な
でばて けあ芝
あかい 夫のな
りらる 信I田り
、れわ 撃が
こるけ 的、過
のこで な畑去
辺と、 エがの
をが当 ピ、出

こ
の
内
S
部
落
の
A
氏
は
四
十
代
半
ば
で
酒
を
飲
め
ば
人
が
変
わ
る
酒

癖
の
悪
さ
を
除
け
ば
、
気
の
弱
い
や
さ
し
い
感
じ
の
人
だ
っ
た
。
こ
の

当
時
は
貧
し
く
、
当
時
と
し
て
も
珍
し
い
ド
ラ
ム
缶
風
呂
を
使
用
し
て

い
て
、
担
当
の
一
人
で
水
戸
か
ら
来
て
い
た
S
氏
は
、
寮
の
風
呂
も

有
っ
た
が
混
む
の
で
、

A
氏
と
親
し
く
し
て
い
た
氏
は
、
よ
く
こ
の
風

呂
に
入
り
に
訪
問
し
て
い
た
。
こ
の
A
氏
は
、
す
で
に
用
地
買
収
に
は

応
じ
て
い
た
が
、
移
転
地
区
に
該
当
し
て
い
た
た
め
、
移
転
交
渉
を
事

務
所
で
行
う
た
め
家
族
全
員
（
5
人
）
で
来
た
。
移
転
条
件
と
移
転
先

に
つ
い
て
話
し
合
い
合
意
し
た
、
契
約
に
は
満
足
し
非
常
に
上
機
嫌
で

掃
宅
し
て
い
っ
た
。

次
の
日
の
朝
勤
務
に
つ
く
と
す
ぐ
A
氏
の
末
娘
（
小
学
1
・
2
年
く

ら
い
で
、
見
た
と
こ
ろ
A
氏
に
よ
く
似
て
い
て
可
愛
か
っ
た
）
が
一
人

で
上
が
っ
て
き
て
、
父
ち
ゃ
ん
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
と
言
う
の
で
驚
い

た
、
な
ぜ
あ
ん
な
に
上
機
嫌
で
元
気
に
帰
っ
た
の
に
。
下
に
来
て
い
た

子
供
た
ち
に
聞
く
と
、
多
少
の
推
測
を
加
え
て
そ
の
い
き
さ
つ
は
こ
う

で
あ
る
。
契
約
後
、
家
に
帰
っ
た
A
氏
は
、
上
機
嫌
で
風
呂
に
入
り
大

好
き
な
祝
酒
を
、
今
ま
で
に
な
く
浴
び
る
ほ
ど
飲
ん
だ
、
だ
ん
だ
ん
と

酒
癖
が
出
て
大
暴
れ
と
な
っ
た
が
家
族
は
止
め
ら
れ
な
い
。
家
族
は
い

つ
も
の
ご
と
く
全
員
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
避
難
し
て
た
っ
た
一
人
に

な
っ
た
、
俺
が
こ
ん
な
に
家
族
の
た
め
を
思
っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
皆

裏
切
っ
て
逃
げ
て
行
く
の
か
、
俺
が
い
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の
か
、
酒

を
飲
み
す
ぎ
た
気
持
ち
の
高
ぶ
り
も
あ
り
瞬
間
的
に
農
薬
を
飲
ん
だ
の

で
あ
る
。
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死
に
顔
を
私
は
見
て
い
な
い
が
大
変
変
わ
り
果
て
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
葬
儀
に
参
列
し
た
が
近
所
と
の
付
き
合
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
寂

し
い
葬
儀
だ
っ
た
。

時
が
た
つ
た
が
今
は
ど
う
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

一
夜
に
し
て
変
わ
っ
た
地
区
の
時
代
、
貧
し
く
て
も
そ
れ
な
り
に
生

活
し
て
い
た
だ
ろ
う
に
、
開
発
の
陰
の
部
分
で
あ
る
。

今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
私
の
関
わ
っ
た
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
開
発
業
務

で
は
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ョ
ッ
ク
な
思
い
出
で
あ
る
。

建設工事が進捗した鹿島港

開発前の畑と砂丘
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交
通
よ
も
や
ま
話

ニt
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俊
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ae 

白
バ
イ
の
由
来

世
界
で
一
番
早
く
オ
ー
ト
バ
イ
を
警
察
用
に
使
用
し
た
の
は
ア
メ
リ

カ
で
、
一
九
一

O
年
（
明
治
四
十
三
年
）
に
シ
カ
ゴ
警
察
が
「
イ
ン

デ
ア
ン
」
を
採
用
し
た
の
が
初
め
て
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
警
察
で
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
交
通
指
導
取
り
締
ま
り
を
は
じ

め
て
実
施
し
た
の
は
、
大
正
七
年
一
月
、
東
京
に
お
い
て
で
あ
る
。
発

足
当
時
使
用
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
「
イ
ン
デ
ア
ン
」

5
台
、
ラ
イ
テ

ン
グ
カ
1
1台
の
計
6
台
で
あ
っ
た
。
当
時
、
車
体
の
色
は
赤
色
だ
っ

た
た
め
、
俗
称
「
赤
パ
イ
」
と
呼
ば
れ
、
運
転
者
に
は
怖
が
ら
れ
、

一

般
民
衆
か
ら
は
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
米
に
倣
っ
た
も
の
「
平
和
の
騎
士
」
の
意
味
。

夜
間
の
取
り
締
ま
り
に
も
目
立
つ
よ
う
に
「
月
光
部
隊
」
と
も
呼
ば

れ
た
。な
お
、
こ
の
赤
パ
イ
は
昭
和
十
一
年
に
白
色
に
塗
り
替
え
改
め
ら

れ
、
そ
れ
か
ら
は
「
白
バ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

2 

交
通
安
全
標
語
第
1
号

大
正
八

i
九
年
頃
東
京
タ
ク
シ
ー
自
動
車
株
式
会
社
で
は
、
安
全
運

動
の
た
め
標
語
を
募
集
し
た
結
果
、
加
藤
好
雄
氏
の
作
品
が

一
席
入
賞

し
た
。こ
れ
が
、
日
本
の
交
通
安
全
標
語
の
第
1
号
で

「留
守
に
さ
ん
す
な
手
に
持
つ
ラ
ッ
パ

フ
l
ト
ベ
タ
ル
ト
と
耳
と
目
と
」

ほ
と
ん
ど
手
元
の
ゴ
ム
球
を
握
っ
て
ラ
ッ
パ
を

当
時
の
警
報
機
は
、

な
ら
す
も
の
だ
っ
た
。

他
に
「急
ぐ
な
飛
ば
す
な
向
う
に
着
い
て
も

も
の
の
2
分
と
違
わ
な
い
」

な
ど
の
ス
ピ
ー
ド
厳
守
の
標
語
も
入
選
し
て
い
る
。
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3 

交
通
腕
章
の
由
来

腕
章
と
い
う
服
飾
形
式
は
、
明
治
初
期
か
ら
軍
隊
で
使
い
出
し
、
一

般
で
も
職
種
や
階
級
的
な
も
の
を
表
示
す
る
手
段
と
し
て
広
く
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

『
交
通
腕
章
』
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
大
正
二

1
三
年
頃
か
ら

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
鉄
道
関
係
者
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
手
段
と
し
て
考
え
出
し
た
も
の
で
、
鉄
道
軌
道
の
レ
ー
ル
を



シ
ン
ボ
ル
に
し
た
2
本
の
白
線
を
腕
章
に
入
れ
「
交
通
安
全
」
の
意
味

を
持
た
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
正
初
期
と
い
え
ば
、
自
動
車
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
交
通
問

題
と
し
て
は
、
交
通
需
要
の
大
半
を
賄
っ
て
い
た
汽
車
の
路
面
電
車
の

事
故
防
止
が
主
で
、
交
通
腕
章
は
主
と
し
て
踏
切
警
手
に
使
用
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

大
正
七
年
十
二
月
に
内
務
省
警
保
局
が
内
務
省
第
凶
号
「
交
通
取
締

巡
査
腕
章
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」
と
し
て
通
達
を
発
し
、
全
国
的
に

交
通
取
締
巡
査
を
設
置
す
る
場
合
に
は
同
一
形
式
を
と
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。

4 

運
転
手
第
1
号

文
明
開
化
の
交
通
機
関
の
ひ
と
つ
と
し
て
出
現
し
た
自
動
車
の
運
転

技
術
は
、
外
国
商
社
に
勤
め
る
人
た
ち
が
見
ょ
う
見
ま
ね
で
覚
え
た
と

思
わ
れ
る
。
日
本
最
初
の
職
業
と
し
て
の
運
転
手
は
、
横
浜
の

L
・

シ
ュ

1
ゾ
l
ル
商
館
に
勤
め
て
い
た
森
屋
縫
之
助
氏
と
い
わ
れ
て
い

る。
警
視
庁
か
ら
正
式
の
免
許
証
を
最
初
に
取
得
し
た
の
は
、
三
越
呉
服

店
（
現
在
の
三
越
デ
パ
ー
ト
）
の
飯
草
吉
之
輔
氏
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
運
転
手
の
第
1
号
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
運
転
手
の
渡
辺
は
ま

子
と
い
う
人
で
大
正
九
年
、
東
京
に
女
性
運
転
手
の
第

一
号
と
し
て
登

場
し
、
男
性
の
職
場
に
敢
然
と
飛
び
込
ん
だ
女
性
だ
け
に
堂
々
と
し
て

男
に
負
け
ぬ
女
丈
夫
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

5 

オ
ー
ト
バ
イ
第
1
号

オ
ー
ト
バ
イ
が
世
界
で
初
め
て
製
作
さ
れ
た
の
は
自
動
車
が
発
明
さ

れ
る
2
年
前
の
一
八
八
四
年
（
明
治
十
五
年
）
に
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム

ラ
！
と
さ
れ
る
。

日
本
に
初
め
て
オ
ー
ト
バ
イ
が
出
現
し
た
の
は
、
明
治
犯
年
横
浜
の

ア
ン
ド
リ
ュ

l
ス
プ
ル

l
ウ
ェ
ル
兄
弟
商
会
が
支
配
人
の
自
家
用
と
し

て
、
見
本
車
1
台
（
ト
l
マ
ス
オ
リ
エ
ン
ト
）
を
輸
入
し
た
の
が
最
初

で
あ
る
。

商
品
と
し
て
は
、
明
治
三
十
六
年
に
石
川
商
会
（
自
転
車
商
で
丸
石

商
会
の
前
身
）
が
ア
メ
リ
カ
製
乾
電
池
装
置
付
き
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
オ
ー

ト
バ
イ
2
台
を
輸
入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

国
産
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
明
治
四
十
一
年
に
岡
山
の
山
羽
虎
夫
氏
が
完

成
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
明
治
四
十
二
年
に
関
西
の
島
津
樽
蔵
氏
が
完

成
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
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二
十
三
夜
尊
の
経
歴
其
の
四

秋

永

守

こ
の
二
十
三
夜
尊
堂
は
江
戸
時
代
の
孔
子
聖
堂
と
し
て
そ
の
ま
〉
現

存
す
る
全
国
的
に
も
極
め
て
稀
な
文
化
財
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
延
方

学
校
と
し
て
、
（
延
方
内
田
山
）
今
の
潮
来
高
校
の
処
に
あ
り
教
育
の

役
割
を
果
し
ま
し
た
。
明
治
十
一
年
（

一
八
七
八
年
）
に
辻
の
人
々
が

買
い
取
り
現
在
地
に
移
設
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
学
校
建
設
と
教
育
の

元
勲
の
津
田
平
格
と
小
宮
山
昌
秀
（
楓
軒
）
久
保
木
清
測
の
名
は
記
憶

に
留
め
た
い
。

二
十
三
夜
尊
堂
一
の
総
代
は
創
建
以
来
約
二
百
年
に
な
る
こ
の
文
化
財

の
保
護
と
腐
食
防
止
の
た
め
、
こ
の
度
全
面
的
な
床
下
及
び
外
部
の
防

食
塗
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
に
当
つ
て
は
全
国
文
化
財
保
護
の

先
生
方
の
意
見
に
従
い
、
派
手
な
色
は
避
け
、
紅
柄
を
柿
溢
と
松
煙
で

溶
い
た
極
上
塗
料
を
使
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
溢
柿
よ
り
漉
い
色
に
仕

上
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
古
来
か
ら
の
最
高
の
塗
装
工
法
で
す
。

総
工
費
約
八
百
万
円
（
六
割
県
負
担
、
二
割
市
負
担
）
で
約
半
年
か

け
て
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

塗
装
工
事
は
市
内
随
一
の
塗
装
業
者
、
（
株
）
萩
原
塗
装
店
が
行
い

ま
し
た
。
本
工
事
施
工
に
当
り
各
方
面
有
志
の
方
々
、
参
拝
の
方
々
よ

り
多
大
の
御
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
事
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
（
二
O
O七
年
）

一
月
吉
田

孔
子
論
語
よ
り

シ

ノ

タ

マ

子
の
田
わ
く
学
び
て
特
に
こ
れ
を
習
う
ま
た
説
ぼ
し
か
ら
ず

や。
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
。
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

ス
ク
ナ
シ
ジ
ン

子
の
田
わ
く
巧
言
令
色
鮮
失
仁
。

〆、
to

子
の
田
わ
く
学
ん
で
忠
わ
ざ
れ
ば
則
ち
周
し
思
う
て
学
ぱ
ざ
れ

ア
ヤ

ぱ
則
ち
殆
う
し
。
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フ
ル

子
の
田
わ
く
故
さ
を
温
め
て
新
し
さ
を
知
る
以
て
師
と
為
す
。

総
代
代
表

沼
理
潤
三
郎
撰
文
よ
り
引
用

一
部
ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
五
輯
（
二
十
三
夜
尊
）
と
重
複
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
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私
の
高
野
山
物
語

本

保

美

岡

今
か
ら
十
数
年
前
の
あ
る
日
、
妻
が
『
高
野
山
に
無
性
に
行
き
た
く

な
っ
た
が
、
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
な
い
：
：
：
』
と
尋
ね
て
き
ま
し
た
。

旅
行
好
き
で
、
妹
や
女
友
達
と
全
国
い
や
世
界
各
地
を
旅
し
て
い
る
妻

は
、
一
応
私
に
行
こ
う
か
と
云
い
、
行
か
な
い
よ
と
の
返
事
を
確
認
し

て
か
ら
、
次
の
相
手
を
探
す
パ
タ
ー
ン
が
こ
与
十
五
・
六
年
位
続
い
て

お
り
ま
し
た
。

一
方
、
私
の
方
は
江
戸
時
代
に
三
代
に
わ
た
っ
て
記
述
さ
れ
て
来
た

家
系
書
を
判
読
し
な
が
ら
調
べ
て
い
た
が
、
そ
の
古
書
の
中
に
高
野
山

覚
謹
院
発
行
の
書
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
安
政
六
年
五
代
当
主
保
則
の

死
去
に
よ
り
六
代
当
主
の
保
利
が
同
年
暮
に
、
居
所
小
田
原
か
ら
西
へ

鎮
魂
の
行
脚
を
行
な
い
、
高
野
山
に
て
月
牌
詮
文
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
詮
文
が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

そ
こ
で
「
行
っ
て
も
い
い
よ
」
と
即
答
し
ま
し
た
。
賛
同
し
た
の
は

二
回
目
で
最
初
は
更
に
十
数
年
前
の
網
走
流
氷
見
物
で
し
た
。
行
こ
う

と
の
返
事
に
予
想
外
で
び
っ
く
り
し
て
い
た
女
房
で
し
た
が
、
二
十
数

年
間
で
二
回
目
の
実
施
で
す
。

さ
て
高
野
山
詣
で
で
す
が
、
近
所
の
方
に
宿
坊
本
王
院
の
チ
ラ
シ
を

借
り
て
、
宿
の
手
配
を
し
、
あ
と
は
無
計
画
で
出
掛
け
て
来
ま
し
た
。

宿
坊
に
着
い
て
御
挨
拶
を
し
て
い
る
と
、
若
い
副
住
職
が
、
行
方
郡
の

方
は
昔
か
ら
大
勢
来
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
と
云
っ
て
、
宿
泊
名
簿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
部
厚
い
名
簿
で
行
方
郡
の
項
目
を
開
い
て
見
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
最
初
に
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
女
房
の
曽
祖

父
親
子
の
名
前
で
し
た
。
女
房
は
び
っ
く
り
す
る
と
同
時
に
「
や
っ
ぱ

り
先
祖
が
私
を
呼
ん
で
い
た
ん
だ
」
と
云
っ
て
絶
句
し
ま
し
た
。
彼
女

の
両
親
は
何
回
か
当
地
を
訪
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
別
の
宿

坊
へ
泊
っ
て
い
た
訳
で
す
。
そ
こ
で
翌
年
母
を
連
れ
て
三
人
で
再
度
訪

問
ル
し
、
欠
落
し
て
い
る
祖
父
、
父
の
安
寧
を
祈
願
し
て
宮
本
八
十
八
と

そ
布
子
八
十
吉
（
初
代
延
方
郵
便
局
長
）
を
結
び
付
け
て
清
々
し
い
気

分
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
尚
八
十
八
は
明
治
初
期
、
東
京
足
立
に
実

弟
の
柏
崎
松
之
助
と
煉
瓦
工
場
を
経
営
し
、
東
京
駅
北
口
及
び
網
走
刑

務
所
の
煉
瓦
塀
等
、
明
治
大
正
に
か
け
て
東
京
を
中
心
に
数
多
く
の
所

へ
塞
本
工
場
製
レ
ン
ガ
を
納
入
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に

私
包
家
族
を
中
心
に
女
房
の
母
も
加
え
て
総
勢
十
数
名
で
二
十
数
年
前

に
流
氷
見
物
へ
行
き
、
網
走
刑
務
所
も
じ
っ
く
り
と
見
学
し
て
来
た
訳

で
す
。
流
氷
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
翌
年
再
度
訪
問
し
て
目
的
を
達

成
し
た
事
を
昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

本
王
院
に
関
し
て
は
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
保
元
三
年
（
一

一
五
八
）
京
都
山
城
国
醍
醐
山
理
性
院
二
代
浄
蓮
改
め
上
野
阿
闇
梨
宝

心
僧
都
が
登
山
し
て
開
基
と
な
り
、
次
い
で
翌
平
冶
元
年
常
陸
国
行
方

郡
の
住
人
少
納
言
覚
尋
徳
蔵
法
印
登
嶺
し
て
当
院
二
代
を
継
承
し
て
よ

り
、
常
陸
の
大
名
島
崎
左
衛
門
尉
、
畑
田
道
満
候
、
宍
戸
中
務
大
輔
等
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諸
公
の
帰
依
あ
つ
く
当
院
を
盛
大
に
し
、
以
後
代
々
の
住
職
各
地
に
巡

錫
し
て
、
茨
城
、
東
京
、
大
阪
、
堺
を
は
じ
め
全
国
に
信
徒
を
擁
し
山

上
有
数
の
名
刺
：
：
：
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
九
五

O
余
年
の
歴
史
の
中

で
特
に
大
正
、
昭
和
初
期
に
は
数
多
く
の
行
方
地
方
各
地
か
ら
、
諸
先

輩
の
方
々
が
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
参
詣
さ
れ
て
い
る
実
態
を
見
せ
ら

れ
た
よ
う
で
大
変
感
動
致
し
ま
し
た
。
延
方
も
知
っ
て
い
る
名
前
が
あ

ち
こ
ち
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
地
元
の
諸
先
輩
の
方
々
に
、

こ
の
過
去
の
実
態
を
是
非
知
っ
て
頂
き
後
世
に
つ
な
げ
て
頂
き
度
く
筆

を
と
っ
た
次
第
で
す
。
尚
私
の
友
人
親
戚
の
下
回
茂
木
博
君
の
戦
死
し

た
父
親
の
葬
式
に
は
当
時
の
住
職
が
、
は
る
ば
る
末
潮
さ
れ
、
御
出
席

さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

蛇
足
乍
ら
、
私
の
方
の
覚
詮
院
に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る
擢
災
、
焼

失
に
よ
っ
て
既
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
の
で
、
私
も
祖

父
保
誠
、
父
保
英
を
本
王
院
で
先
祖
に
結
び
つ
け
る
事
が
出
来
て
、
信

心
深
く
は
な
い
私
で
も
感
慨
無
量
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
三
十
年
を

既
に
迎
え
て
お
り
、
第
三
回
い
や
最
終
回
を
ど
こ
に
す
る
か
、
考
慮
中

の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

稲
荷
様
の
思
い
で

柏

崎

雄

昔
庄
屋
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
家
の
稲
荷
様
の
こ
と
を
そ
し
て
年
一

度
の
初
午
の
こ
と
を
綴
り
ま
し
た
。
私
は
近
所
の
潮
田
さ
ん
と
い
う
祖

父
の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
て
入
り
ま
し
た
。
前
か
ら
町
内
外
の
祖
父
母

達
も
行
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
入
っ
て
ま
ず
潮
田
さ
ん
と
二
人
で
稲
荷
様
の
清
掃
管
理
を
、

二
ヶ
月
に
一
度
ぐ
ら
い
づ
っ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
と
は
女
性
の

方
ば
か
り
で
し
た
。
全
員
で
十
七
｜
八
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
当
日
は
朝

早
く
か
ら
参
道
に
祈
願
文
を
書
い
た
赤
い
旗
を
沢
山
立
て
ま
し
た
。
そ

し
て
女
性
の
方
達
は
朝
か
ら
奉
納
品
や
喫
斗
袋
に
お
金
を
入
れ
て
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
公
民
館
で
女
の
人
達
は
油
揚
、
人
参
、
そ
の
他
入
っ
た
混
御

飯
の
お
に
ぎ
り
を
沢
山
造
り
、
又
、
煮
物
な
ど
色
々
と
料
理
を
造
っ
て

お
供
え
し
て
祭
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
小
田
倉
さ
ん
と
い
う
近
所
方

に
入
っ
て
も
ら
い
男
性
が
三
人
に
な
り
、
そ
の
後
潮
田
さ
ん
は
弟
さ
ん

は
弟
さ
ん
に
変
り
、
私
が
司
会
で
始
り
潮
田
さ
ん
と
小
田
倉
さ
ん
は
、

会
計
兼
社
総
代
と
し
て
毎
年
盛
興
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昼
食
前
に
ま
ず
経
文
を
諦
え
て
か
ら
そ
の
経
文
は
『
日
山
月
山
は
羽

衣
権
現
並
び
に
稲
荷
大
明
神
』
と
い
う
み
じ
か
い
経
文
で
し
た
。
食
後
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お
話
し
を
し
た
り
く
つ
ろ
い
で
か
ら
奉
納
品
の
即
売
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
品
物
は
主
に
お
米
と
御
酒
が
主
で
し
た
。
ま
た

一
般
の
信
者
の
方

の
お
饗
銭
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

お
饗
銭
と
喫
斗
袋
の
お
金
と
即
売
の
お
金
は
、
お
祭
り
の
経
費
を
差

引
い
て
残
り
の
お
金
は
稲
荷
様
の
鳥
居
を
建
て
た
り
立
賛
に
資
金
と
し

て
畜
財
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
田
倉
さ
ん
が
亡
く
な
り
、

そ
の
後
潮
田
さ
ん
も
病
気
な
り
私
も
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
お
祭
り

及
び
清
掃
管
理
も
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
潮
田
さ
ん
と
相
談
し
て
親

戚
の
家
を
通
じ
て
話
し
に
行
き
持
主
に
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
親
戚
の
家
で
清
掃
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
潮
田
さ

ん
も
亡
く
な
り
、
今
で
は
懐
し
い
思
い
で
の
ひ
と
こ
ま
で
し
た
。

大
洲
の
河
童

ニI:.
c:I 

1
 
1
 
・EE
，

俊

江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
大
洲
に
前
川
か
ら
浪
逆
浦
に
つ
う
じ
て
い
た

江
間
カ
ッ
パ
川
が
あ
り
、
そ
の
側
に
丑
次
郎
さ
ん
の
水
田
と
畠
が
あ
っ

た
。
春
に
な
る
と
、
「
き
ゅ
う
り
」
や

「う
り
」
を
蒔
き
つ
け
、
収
穫
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
毎
年
初
な
り
の
き
ゅ
う
り
が
な
く
な
っ
て

困
っ
て
い
た
。
誰
か
が
盗
ん
で
い
く
の
か
と
夕
暮
れ
に
畠
を
見
に
行
く

と
、
髪
が
ぼ
さ
ぼ
さ
し
て
、
口
が
と
が
っ
た
青
い
体
を
し
た
子
供
が
、

手
カ
ゴ
に
き
ゅ
う
り
を
取
っ
て
い
た
。
丑
次
郎
さ
ん
が
大
き
な
声
で
、

「泥
棒
」
と
怒
鳴
る
と
、
そ
の
少
年
は
す
ご
い
早
さ
で
逃
げ
、
す
ぐ
に

姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
思
う
と
、
川
の
遠
く
で
ポ
チ
ャ
ン
と
音
が
聞

こ
え
、
こ
れ
は
河
童
の
し
わ
ざ
だ
な
と
思
っ
た
。

「こ
ん
ど
は
捕
ま
え
て
や
れ
」
と
次
の
朝
「
虎
ば
さ
み
」
を
か
け
て

待
っ
て
み
た
。
す
る
と
案
の
定
か
っ
ば
は
手
を
挟
ん
で
泣
い
て
い
た
。

丑
次
郎
さ
ん
は
、
こ
ら
し
め
て
や
れ
と
思
い
、
「頭
の
皿
で
も
割
っ
て

や
る
か
」
と
め
ん
ず
き
を
ふ
り
あ
げ
る
と
、
「
こ
れ
か
ら
い
た
ず
ら
し
ま

せ
ん
」
と
土
下
座
し
て
謝
る
の
で
す
。
人
の
良
い
丑
次
郎
さ
ん
は
許
し

て
あ
げ
た
。

す
る
と
そ
の
夜
、
か
つ
ぼ
が
枕
元
に
来
て
、

「丑
次
郎
さ
ん
」
と
呼
ぶ

声
が
し
た
。

「昨
日
助
け
て
頂
い
た
河
童
で
す
。
お
礼
に
お
い
し
い
漬
物

の
漬
け
方
を
お
教
え
し
ま
す
」
と
巻
物
を
お
い
て
い
っ
た
。

こ
の
巻
物
に
「
き
ゅ
う
り
の
か
っ
ぱ
漬
け
」
「
ウ
リ
の
鉄
砲
漬
け
」

な
ど
が
、
し
っ
か
り
と
書
き
－
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
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「
常
総
の
か
っ
ぱ
伝
説
を
追
う
」

ー
利
根
川
流
域
の
沼
川
湖
の
ふ
る
さ
と
i



民

俗

年
中
行
事
に
つ
い
て

編

人
々
の
生
活
の
営
み
に
は
、
毎
年
同
じ
期
日
に
、
閉
じ
仕

方
で
、
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
ず
に
繰
り
か
え
し
行
わ
れ
る

「行

事
」
「
講
」
「
ま
つ
り
」
が
あ
る
。
人
々
は
こ
れ
を

一
年
の
節

目
と
し
て
重
視
し
、
日
常
の
生
活
の
日
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
年
中
行
事
は
、
家
を
は
じ
め
集
落
、
村
、
固
と

い
っ
た
単
位
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
内
容
は
、
神

仏
な
ど
の
信
仰
的
な
行
事
、
祭
礼
も
あ
り
、
農
耕
儀
礼
も
含

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
の
年
中
行
事
は
、
暦
日
（
旧

新
）
を
中
心
と
し
た
り
、
十
五
日
の
望
月
を
中
心
と
す
る
も

の
、
自
然
歴
を
含
む
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
市
内
の
一
年
を
と
お
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
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廃止された 現在行われてい
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

地月

行事 る行事 安／
犬十三八 お 4正 初午

おかけ春祷祈供九十 日 台、
祭園

養夜三講 It 
築講夜（

講 8 20 
日 日

地、、，，

薬師廿＝ 念十観音 硯宮 硯H邑－・
中氏

祭例初午（ー仏九
祭園 1十

講夜 講夜講
感勤労 1 感祭謝 ~日7春梼祈

日三
新講 講 ”h、 2.3 夜尊

男 祭謝
5 

日 日 日
町． 、句”’ 水（

、、，，
（ 
23 神 423 

日 日 講日
） 、・4’

一 祇 一 初午 取二
十 十 祭園 十 子十
一一 一一 一一 祭三
夜

夜祭尊
”‘、 夜尊 春

夜尊
後

講 5 
祈祷日 祭 祭

明、＿，
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熱

初午

講義供講講
田
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月年 年
例祭
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廃止され
現在行われている行事 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

地月

た行事 区／
名

河 念観音大百虫庚 水 2 鎮守 神淡島
水
村祈祷童 仏師万供申 戸 神

餅 講講講ベ養講
黄門 回祭 5誇

徳ま －ん・ 目 社 （ （ 
き 二え ・人年 祭 の 祭 15 28 
祝 十び鐘形 6 （ 巴 日 日

島三す起送回 6 の
） ） 

夜講講行事 り 日 日 1 
） 、、回，

日

念大二庚申 水
仏師十 神
講講三講 講 福
夜 島
講 ． 

米
島

成犬い 水日十数＝観庚 宇氏 ネ氏 弁
初午
お

閏供り 神 九珠夜音申
祭園 祭園

天 か
講養で 講待夜ぐ講講講 様 ． It 
祭 講り ，，...、 祭

村祈祷
”‘、
下

月月年 1 礼 22 
春 11 6 日 日

回－回回回 ． （ ． 

秋 15 1 26 
日 日 日
） ） ） 

薬 観庚
鎮守

ネ正
初午 御掛

師音申
祭園

講講講 祭 ． 祭
（ 

村祈祷
（ 新

年月年 1 22 
2 1 6 日 日

宮回回回 ． ，，局、 ． 

15 1 26 
日 日 日
） ） ） 

子 不大人犬二二観稲庚申 例
鎮守
風 し お

人形初午
お

安 動師形供十十音荷 祭 除 ぶ か 台、
講 念念送養六＝講講講 ，....、 祭 け ぬ tす お－ ft 

古イムイムり 夜夜 23 （ き
くり 村祷祈講講 日 9 日 鹿

月月
、、，，

日 侍 島
1 1 

） 、、＿，. 高（ 
回回 1 

日、．，，

観音庚申 例祭 鎮守 風除
し 鹿島天
ぶ

お神宮講講 ”‘、 祭 け ぬ
須23 r、 き か祭

日 9 日 け（
） 

日 侍 25 、＿，.
日 賀
、ー”
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廃止された行事
現在行われている

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
地月

行事 区／
名

伊講勢大初午寒虫百 濯d仏：£；念水天観音六三 天
師念追万

仏講神講神講講夜講夜講
神

講祭仏念遍 p昂品『．

曲
仏（数 （ 祭
四 ネL
珠 月

庚申彼岸念犬恵比 松繰 JI... 
講仏供養須講り 日、、，，、、，，

虫百 大念三観音中庚申 鎮守
大 初午 お

追万 師仏夜年 ／、． カミ
念遍 講講講講講講 祭 天 ． 』す
仏 祭

村祈祷
（ 

（ 26 
7 日
日

） 泉
、、，， 水

鹿島神
講

十一観講音庚申
虫 若

村祈祷送 松
＝講 り 様

東夜 ． 

講 水
． 

神 西

講 区

犬観音大師夜＝庚申 ネ氏 水お
園 神か

供養講講講講 祭 講け
洲（ 

年 1 
鹿島6 日
崎回 ． 

15 
初午日、、＿，

追念虫癌癒こ念雨乞伊勢講 念彼岸今～お大廿金庚申
祭
祭鎮守
風 ネ氏 し 初午

村祈祷仏講 釈師＝毘 ネし ふ 祭園 ぶ
迦講夜羅講 ． さ ぬ 水

仏も仏 仏様 講講 水
． 
ぎ き お 原水
（ ，戸、、

り 月 月 年 神 神 1 日 力、 28 
16春月 1月年 6 講 講 日 侍 ~t 日 下
日 .1回 11回

、句，，
，，...、 ． 

”‘、 組（ 
秋田 回回 1 14 15 17 

日 日 日 日、句，， 、．，，， 、句，，

送ずつ稲荷参観音講庚講申
鎮守
祭 大 ネ正 神水初午

村祈祷ネL 山 祭園
祭 講 講・ 水

りり ”h、 ，－、、 ，，、、 （お （ 原
1 1 1 28カ当 28 
日 日 日 日け 日 上
） 、』，， ） ． （ 組

15 17 
日 日
） 、、，，

F
同
U
n
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廃止された
現在行われている行事 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 名地区月／ 

行事

水
十八稲荷参養供犬観音庚申 鎮守 鎮守

風 お 一 お
神 ふ 酒 峰 n~ 

講 夜 講講 祭 祭 さ 盛 講 』ナ
講り ぎ

． 釜
（ 

し
（ 

年年年 1 
ぶ
15 

年年 16 6 日 ぬ 日
谷2 2回回田

） 

き
） 

回回 日
侍

虫二
講さ稲荷参供犬観音庚申

大 ま お大 湯立 初午追十 生 λノ 酒生
念三 ら養講講 神 じ 盛殿 神祭ゆ 大
仏夜講 し、り キ祭土

富安
り神 お

． 年年
社祭

（ n~ ｜日
日 6 ネL 2 け 生侍 回 （ （ 月 （ 

15 28 14 11 15 
日 日 日 日 日、、，， ） 、、，，） 、、”’

月雨雲虫百 彼お寒念椀膳観音供犬十一侍講犬観音稲荷講庚申 玉 鎮守 七
祭天王御頭祭

春
初午
村祷祈念乞り追万 社 五

祈祷
仏念め念2岸念釈迦仏調参養三 養供講 講 祭 祭 一一

仏様ベり夜月
（ 

入 水 大. ｛.ム．仏 ，，....、23 ，，、、，，h、 （ （ 

一・ 4っ・ 年 年講1年年年年 23 日 祭 15 1 1 神 23 
峯庚申く天T『 春年1年年2 回 12 1 6 日

） 日日 日講 日七 （ 

賀• 1回12回月 回回回回
、、，，

1 
） ） 、句，，， ） 

講 ろ神－＇－－ 玉 （ 

日い講ハ 秋田回回 1 日 21 
体q寸待日 夜講 回

） 

日祝 ） 

水原根崎組春祈祷祭獅子頭

水神講御神体

-26 -



講

と

は

山

j畢

次

幸

平
安
時
代
以
降
に
発
展
を
み
た
各
種
の
宗
教
的
、
経
済
的
な
共
同
団

体
の
組
織
、
も
と
も
と
は
、
最
初
講
、
仁
王
講
な
ど
の
よ
う
に
、
寺
院

に
お
い
て
学
侶
が
経
論
を
講
読
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
構
成
員
を

講
衆
と
い
っ
た
。
中
世
に
入
る
と
僧
侶
だ
け
で
な
く
俗
衆
も
加
わ
り
、

同
信
が
集
ま
っ
て
法
義
を
聴
聞
し
た
り
本
尊
や
祖
徳
を
賛
仰
す
る
仏
会

を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
神
社
を
中
心
と
す
る
講
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寺
社
の
修
理
な
ど
を
共
同
し
て
お
こ
な
う
組

織
も
生
れ
て
き
た
。
ま
た
室
町
時
代
に
発
生
し
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
に

な
っ
た
も
の
に
名
山
霊
場
に
参
詣
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
が
あ

る
。
伊
勢
講
、
金
毘
羅
講
、
笠
間
稲
荷
講
、
鹿
島
講
な
ど
、
修
験
道
と

の
関
係
が
深
い
山
岳
信
仰
に
基
づ
く
湯
殿
山
講
、
三
峰
講
、
加
波
山

講
、
筑
波
講
、
古
峰
ケ
原
講
な
ど
、
寺
の
檀
家
、
信
者
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
浄
土
宗
の
十
夜
講
、
浄
土
真
宗
の
報
思
講
日
連
宗
の
題
目
講
な

ど
、
又
地
元
の
船
越
地
蔵
尊
を
安
置
す
る
普
門
院
地
蔵
堂
は
江
戸
時
代

初
期
の
建
築
で
、
そ
の
柱
の
一
本
に
「
地
蔵
講
板
久
和
田
町
貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
子
八
月
廿
四
日
」
と
し
て
妙
誠
ら
三
人
の
法
名
お

か
め
ら
七
十
八
人
の
俗
名
の
女
性
の
名
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
地
蔵
講
の
女
性
た
ち
の
名
は
潮
来
遊
郭
の
遊
女
達
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
様
な
講
は
布
教
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
然

発
生
的
な
講
は
、
民
間
に
数
多
く
組
織
さ
れ
、
毎
日
の
生
活
を
支
え
、

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
天
神
講
三

夜

講

庚

申

講

山

の

神

講

妙

見

講

十

九

夜

講

観

音

講

子

安

講
地
神
講
な
ど
が
県
内
各
地
に
分
布
し
て
い
た
。
講
は
、
各
地
域
ご

と
に
年
齢
別
、
男
女
別
に
組
織
さ
れ
る
率
が
多
く
、
主
婦
の
み
の
講
、

戸
主
の
み
の
講
、
老
人
の
み
の
講
、

子
ど
も
の
み
の
講
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
一
定
期
日
の
集
ま
り
、
飲
食
を
と
も
に
し
語
り
合
い
、
疫
病
よ

け
、
災
難
よ
け
安
産
な
ど
を
願
う
、
講
中
で
立
て
ら
れ
た
石
仏
、
石
塔

も
県
内
各
地
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
経
済
的
動
機
で
結
集
さ
れ
る
頼
母
子

講
、
無
尽
講
は
、
信
仰
的
講
の
二
次
的
な
も
の
で
あ
り
、
庶
民
の
金
融

機
関
と
し
て
発
達
し
た
。
な
か
に
は
観
音
堂
な
ど
を
修
理
す
る
た
め
に

組
織
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
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古
高
の
サ
サ
ラ
舞
と
人
形
送
り

山

；宰

幸

次

延
方
地
区
の
古
高
で
二
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
国
上
神
社
の
祭
礼

は
、
村
祈
祷
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
サ
サ
ラ
舞
の
獅
子
三
頭
は
市
の
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
上
神
社
（
祭
神
は
、
大
己
貴
命
、
小
名
彦
名
命
）
の
創
立
年
代
は

不
詳
で
あ
る
が
、
古
高
の
地
は
、
早
く
か
ら
開
祖
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
の
で
民
間
信
仰
の
神
と
し
て
祭
和
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

市
内
の
上
戸
地
区
に
も
国
神
神
社
が
あ
り
ま
す
。
上
戸
の
国
神
神
社

の
由
来
に
は
応
永
二
年
（
一
三
九
五
年
）
に
祭
－
相
さ
れ
た
と
あ
り
今
か

ら
約
六
百
年
前
で
あ
る
。
こ
の
神
社
で
も
十
一
月
二
十
三
日
（
以
前
陰

暦
十
一
月
中
の
卯
の
日
）
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
は
古
高
で
、
秋
は

上
戸
で
、
な
に
か
関
係
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
創
立
年
代
も
考
え

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

サ
サ
ラ
舞
は
獅
子
頭
が
三
体
（
雄
獅
子

・
中
獅
子
・
雌
獅
子
）
で
三

人
で
踊
る
装
束
に
白
は
か
ま
、
前
に
小
太
鼓
を
つ
け
、
サ
サ
ラ
（
は

し
の
よ
う
な
棒
）
で
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
笛
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
で

す
。
獅
子
舞
い
は
三
体
の
掛
合
で
神
事
の
舞
（
舞
の
成
就
を
祈
願
し
た

舞
）
と
本
舞
と
余
興
舞
が
あ
る
。
本
舞
は
一
匹
の
雌
獅
子
を
二
匹
の
雄

獅
子
が
奪
い
合
う
舞
と
品
物
掛
り
遊
ぶ
「
掛
り
物
」
と
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
高
の
サ
サ
ラ
文
書
（
松
崎
平
翁
）
に
は
祝
詞
と
、
客
洞

が
あ
り
笛
楽
譜
が
記
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
天
下
泰
平
、
村
内
安
全
、
疫
病
神
や
癌
痛
の
悪
事
災
難
、
農

作
物
豊
作
を
祈
る
も
の
な
り
と
あ
り
ま
す
。

笛
の
楽
譜
は
、
道
や
り
、
女
獅
子
、
中
獅
子
七
通
り
種
七
通
り
、
初

格
七
通
り
、
廻
り
車
、
末
の
格
向
七
通
り
、
乱
獅
子
間
の
移
り
初
め
三

度
、
乱
獅
子
数
な
し
、
五
本
幣
を
持
ち
歌
う
歌
詞
な
ど
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
サ
サ
ラ
の
祝
調

零
詞

ソ
モ

y
モ

サ

サ

ヲ

ハ

ジ

マ

ク

ワ

タ

ズ

オ

ウ

ヨ

イ

ザ

ナ

彰

抑
佐
々
羅
ノ
初
リ
ハ
由
来
ヲ
委
シ
ク
尋
ヌ
ル
ニ
昔
々
其
往
古
伊
弊
諾
尊

イ

ザ

ナ

ミ

伊
弊
再
尊
ノ
御
時
ニ
天
照
大
御
神
天
ノ
岩
窟
へ
引
簡
リ
此
世
カ
闇
ニ
成

ア

マ

タ

カ

ミ
タ

チ

ヤ

オ

ト

メ

カ

グ

ヲ

マ

イ

タ

モ

タ

イ

シ

ャ

ク

テ

ン

ツ
カ
イ
ト

リ
シ
時
数
多
ノ
神
等
集
リ
テ
八
乙
女
神
楽
ヲ
舞
賜
ウ
帝
釈
天
ノ
命
止

リ

ア

マ

ク

ダ

p
シ

シ

モ

シ
テ
天
ヨ
利
童
子
天
降
獅
子
の
頭
ヲ
持
タ
レ
タ
利
頭
ニ
是
平
戴
テ

オ
オ
ヤ

マ

ト

、

ジ

メ

神
子
獅
子
舞
止
成
シ
シ
時
天
ノ
岩
窟
カ
開
ケ
タ
利
大
日
本
平
初
止
シ

テ
三
千
世
界
明
ラ
カ
ニ
照
ラ
シ
賜
ウ
有
難
キ
其
ノ
所
調

ワ
ガ
チ

a
ウ
ミ

ニ
テ
我
朝
仁
今
ノ
世
迄
モ
残
レ
利
止
古
ヨ
利
ノ
伝
ナ
リ
勿
体
ナ
久
モ
此

獅
子
ハ
忍
性
菩
薩
ノ
御
作
ニ
テ
神
ノ
偉
ノ
神
子
舞
ナ
利
是
平
一
度
舞
時

ハ
悪
魔
魔
道
降
伏
シ
天
下
泰
平
万
民
豊
楽
村
安
全
ノ
御
祈
祷
也
外
ハ
音
音

ヒ
ピ
ク
ダ
ケ
ヤ
ク
シ

ン

ノ

ガ

ヒ

デ
ロ

ア
マ
ゴ
イ

ノ
響
丈
疫
神
等
ヤ
癌
清
ノ
悪
事
災
難
逃
ラ
セ
賜
ウ
阜
越
ノ
時
ハ
雨
乞

ノ
五
穀
成
就
ヲ
祈
ナ
リ
由
来
ノ
古
実
云
ク
「
御
神
獅
子
舞
之
防
ナ
リ
」

荒
々
ケ
イ
ハ
ク

敬
白
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道
ヤ
リ

チ
イ
チ
イ
チ
ラ
ラ
ア
リ
ラ
ラ
。
チ
イ
チ
イ
チ
ラ
ラ
ア
リ
ラ
ア
。
ラ
ラ
ラ

ア
ラ
ラ
リ
ロ
ラ
ラ
ラ
。

ト
ヲ
ラ
ラ
リ
ロ
。
ト
ロ
ヲ
リ
ラ
ラ
リ
ロ
。
ト
ロ
ヲ
リ
ト
ロ
リ
ラ
ラ
ラ

ラ
。
ト
ラ
ラ
リ
ロ
ト
ロ
ウ
リ
ヒ
ヤ
ラ
リ
ロ
ラ
ラ
ウ
ラ
ラ
チ
イ
ラ
ラ
ラ
リ

一フ一フ－フ一フ。

女
獅
子
（
笛
楽
譜
）

ト
ウ
ロ
ロ
リ
ラ
イ
。
ラ
ラ
リ
ラ
イ
ラ
イ
ラ
イ
。

チ
イ
ラ
ラ
ラ
リ
ロ
リ
。
ラ
イ
ウ
ラ
イ
。
チ
イ
チ
イ
チ
ラ
ラ
リ
ロ
リ
。
ト

ロ
ロ
ヲ
リ
ラ
イ
ラ
イ
。
チ
イ
チ
イ
チ
ラ
ラ
ラ
リ
ロ
ト
ウ
ロ
ウ
ヒ
ヤ
ラ
ウ

リ
ラ
ラ
。
ヒ
ヤ
ト
ロ
ロ
ト
リ
ウ
ロ
ウ
ヒ
ヤ
ラ
ラ
ラ
。

右
女
猪
拘
座
寺
出
廻
リ
終
迄

以
下
省
す

現
在
は
若
衆
に
よ
り
各
戸
を
訪
問
し
て
榊
の
幣
と
中
獅
子
を
持
参
し

て
五
穀
豊
穣
、
疫
病
退
散
、
災
害
悪
事
除
け
を
唱
え
な
が
ら
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

人

形

送

り

国
上
神
社
の
二
月
一
日
行
わ
れ
る
例
祭
に
は
、
サ
サ
ラ
舞
行
事
と
合

わ
せ
て
人
形
送
り
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
人
形
は
藁
束
ね
て
、

胴
、
手
、
足
な
ど
作
り
、
腰
に
、
し
の
竹
、
大
根
の
丸
切
り
で
つ
ば
を

付
け
た
太
刀
を
差
し
、
中
し
の
竹
に
差
し
出
来
上
が
り
で
す
。
従
来
は

各
戸
で
作
り
門
口
に
立
て
、
悪
病
や
災
害
を
誠
う
呪
術
的
信
仰
で
あ
る

と
引
継
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
従
来
は
子
供
達
が
集
ま
っ

て
村
境
ま
で
持
っ
て
行
き
、
奉
納
し
て
村
内
安
全
を
祈
願
し
、
農
作
物

の
豊
作
を
願
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
区
長
、
世
話
人
で
五

体
の
人
形
を
作
っ
て
、
サ
サ
ラ
舞
が
各
家
々
を
廻
っ
て
帰
っ
て
来
る
の

を
待
っ
て
、
水
原
地
区
と
の
村
境
の
道
路
ぞ
い
に
立
て
る
で
す
。

人
形
送
り
は
、
県
内
各
地
に
見
ら
れ
る
が
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

行
わ
れ
、
大
助
人
形
と
い
う
鹿
島
大
明
神
、
香
取
大
明
神
な
ど
と
札
を

下
げ
、
顔
を
書
き
、
だ
ん
ご
や
、
万
十
を
背
負
い
村
境
な
ど
に
た
て
て

い
る
よ
う
で
す
。

潮
来
市
で
も
、
徳
島
に
、
現
在
老
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
以
前

は
、
大
賀
地
区
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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講
に
つ
い
て

｜天

：神
；講

窪

谷

:&. ，ロ

天
神
講
は
須
賀
・
曲
松
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
で
あ
り
ま

す。
当
講
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
須
賀
天
満

宮
が
杷
ら
れ
た
の
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
年
）
創
建
と
あ
る
。
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
年
）
の
天
神
講
の
帳
簿
が
残
っ
て
い
る
。

現
在
は
昔
と
は
変
っ
て
き
て
い
る
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。

講
は
旧
暦
の
二
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
明
治
の
末
頃
か
ら

え
め
客

菅原道真公

三
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
菅
原
道
真
公
の
お
姿
の

掛
軸
を
床
の
間
に
か
け
御
神
酒
一
升
と
膳
部
を
供
え
る
。

当
番
は
順
番
性
で
行
い
当
番
の
者
は
前
日
に
白
米
五
合
と
講
費
を
組

全
戸
か
ら
集
め
て
お
く
。
当
日
男
達
（
若
い
衆
）
が
早
め
に
集
り
買
い

物
を
し
た
り
煮
炊
を
し
て
料
理
を
つ
く
り
準
備
を
す
る
。
日
中
よ
り
集

り
夜
を
徹
し
て
語
り
合
酒
宴
を
催
す
風
習
が
あ
っ
た
。
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現
在
は
三
月
の
第

一
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
い
る
。
曲
松
区
は

五
つ
の
組
が
あ
り
、

「
戸
数
（

H
n
・
8

月
現
在
）
一

O
七

戸
」
役
員
宅
や
地
区

公
民
館
・
集
落
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
っ
て

い
る
。
各
組
の
講
の
中
で
区
長
職
、
副
区
長
職
、
そ
の
他
の
役
職
を
予

め
推
せ
ん
し
て
組
の
役
員
が
公
民
館
に
集
り
区
の
ル
l
ル
に
よ
り
区
民

の
信
任
投
票
に
よ
り
役
職
を
決
め
て
い
る
。
文
、
生
活
改
善
や
年
中
行

事
な
ど
を
五
つ
の
組
の
協
議
に
よ
り
決
め
て
い
る
。

明
治
三
十
七
年
の
帳
簿
に
次
の
こ
と
が
書
れ
て
い
る
。

「
抑
本
年
ハ
日
露
交
戦
ノ
時
局
ニ
封
シ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
時
機
ニ
候
間

嘗
講
ノ
義
モ
区

内
ノ
協
議
ニ
依

り
従
来
ノ
慣
例

ヲ
廃
シ
質
素
ラ

旨
ト
シ
改
正
ス

コブ又ぎi
.！~ ;fヤミ；
十苔ヰ～

jすえ千
占／各
~ . 

1~~美
しーヰヰ誌、

;4：~ 

ル
事
」こ
の
年
の
物

価
は
、
天
井
一

O
銭
、
そ
ぱ
二
銭
、
ア
ン
パ
ン
一

銭
、
理
髪

一
五
銭
、
タ
バ
コ
敷
島

八
銭
、
朝
日
六
銭
。

。
第
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）
開
催
さ
れ
る

（
「
新
聞
紙
面
で
見
る
百
年
の
歩

み
」
よ
り
）
。

大
正
十
五
年
の
帳
簿
に
は

「
当
講
従
来
ノ
慣
例
ヲ
廃
シ
勤
倹

推
励
時
期
に
鑑
ミ
料
理
ノ
儀
ハ
質

素
ヲ
旨
ト
シ
御
平
ノ
ミ
ヲ
用
エ
ル

事
」
と
あ
る
。

物
価
は
白
米
十
キ
ロ
三
円
二
O

銭
、
う
な
重
五

O
銭
、
寿
司
二
O

銭
、
タ
バ
コ
ゴ
ー
ル
デ
ン
パ
ッ
ト

七
銭
、
ラ
ジ
オ
受
信
料
（

一
ケ

月）

一
円
（

「新
聞
紙
面
で
見
る

l
H
1』
i

百
年
の
歩
み
」
よ
り
）

。

。
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
結
成

円。

天
神
様
H
お
ん
と
う
ど
う

し
ん
じ
ん
そ
わ
か

（
く
り
か
え
し
唱
え
る
）



大

師

講

弘
法
大
師
信
仰
の
講
で
、
女
達
が
毎
月
大
師
の
縁
日
に
念
仏
堂
に

集
っ
て
皆
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
持
寄
っ
た
煮
物
な
ど
で
お
茶
を
汲
み
且
つ

「
南
無
大
師
遍
上
金
剛
」
と
く
り
か
え
し
唱
え
る
の
で
あ
る
。

古
高
大
師
が
年
一
回
春
に
各
区
域
を
ま
わ
る
。
こ
の
時
お
供
が
数
十

人
も
法
螺
の
員
を
吹
い
て
「
な
む
だ
い
し
へ
ん
じ
よ
う
こ
ん
ご
う
」
と

揃
っ
て
唱
え
な
が
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
つ
い
て
歩
く
。
立
寄
る
と
こ
ろ
に
は

世
話
人
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
湯
茶
の
接
待
を
す
る
。
昼
時
の
と
こ
ろ

で
は
お
握
り
を
つ
く
っ
て
接
待
を
し
て
い
た
。

大
師
様
は
厨
子
の
中
に
安
置
さ
れ
た
ま
〉
笈
に
納
ま
り
信
者
の
背
に

負
わ
れ
先
頭
に
立
つ
。
お
泊
の
家
で
は
床
の
間
に
安
置
す
る
。

弘法大師像

山

倉

購

山
倉
神
社
、
高
御
彦
霊
神
、
講
は
明
治
三
十
九
年
当
時
は
二
月
初
午

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
五
年
に
改
正
致
し
、
毎
年
三
月
五
日

と
定
む
と
講
の
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
講
も
時
代
の
う
つ
り
変
り
と
共
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
行
事
も
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寂
し
い
事
で
す
。

じ
ん
ぽ
ら
め
い
て
い
そ
わ
か

山
倉
神
H
お
ん
ま
う
け

（
く
り
か
え
し
唱
え
る
）
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水

神

講

前
川
地
域
に
は
堤
防
が
な
く
水
難
よ
け
の
た
め
に
各
集
落
に
は
水
神

社
美
都
波
女
命
が
和
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
二
月
十
四
日
の
水
神
講
の

日
に
は
、
戦
前
は
水
神
田
が
有
り
交
代
性
で
田
植
か
ら
秋
の
収
穫
ま
で

担
当
す
る
。
祭
の
当
日
収
穫
し
た
お
米
と
御
神
酒
を
奉
納
し
て
鮒
の
腹

合
せ
や
、
テ
ツ
ポ
ウ
ナ
マ
ス
（
小
鮒
の
ぶ
つ
切
り
を
酢
漬
け
に
し
て
大

根
ナ
マ
ス
の
中
に
入
れ
た
も
の
）
な
ど
鮒
づ
く
し
の
料
理
を
供
え
ま

す
。
信
仰
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
収
穫
さ
れ
た
米
を
も
と
に
し

て
酒
宴
を
開
い
て
地
区
の
人
々
の
交
流
を
深
め
た
り
、
親
睦
、
団
結
を

強
め
る
た
め
に
大
い
に
役

d

立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
（
戦
後
農
地
法

の
施
行
に
よ
り
「
水
神
田
」

が
な
く
な
り
、
米
と
お
金
を

揃
え
て
行
っ
て
い
た
）

村

こ
の
水
神
講
も
時
代
の
う

作

つ
り
変
り
と
共
に
古
く
か
ら

伝
承
さ
れ
て
来
た
行
事
も
現

在
は
曲
松
地
区
か
ら
消
え
て

い
っ
た
。

圃咽圃
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水

講

神

的

い
田
ん
ぼ
の
水
の
神
様
信
仰
（
お
が
げ
）

期

一
4
月
の
初
め
種
蒔
き
前
の
行
事

種
蒔
き
、
田
植
え
前
の
時
期
で
雨
の
降
っ
て
来
そ
う
な
日
を

選
ん
で
。

容

一
種
掘
り
の
水
を
干
し
て
、
魚
を
捕
っ
て
、
そ
れ
を
料
理
し
て

酒
の
肴
に
し
て
、
一
杯
飲
ん
で
今
年
の
作
物
他
の
、
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
仲
間
の
連
帯
感
を
深
め
る
行
事
。
水
を
満
た
す

前
に
、
稲
の
種
籾
を
置
い
て
水
を
満
た
し
、
稲
の
芽
を
出
し

て
種
蒔
き
に
入
る
作
業
も
し
た
。

構
成
員
一
前
島
豊
太
郎
、
前
島
甚
、
前
島
権
八
、
窪
谷
源
太
郎
、
姥
貝

六
彦
、
小
山
六
蔵
、
船
倉
五
郎
、
窪
谷
勇
三
、
久
米
良
作
ほ

か
数
軒
の
共
同
体
。

目時内

二
十
三
夜
講

的

一
子
孫
繁
栄
、
子
宝
安
産
祈
願

期

一
正
月
、
五
月
、
九
月
、
霜
月
に
行
う
。

容

一
隣
組
、
仲
間
の
中
に
妊
娠
し
た
方
（
妊
婦
）
が
解
か
っ
た
時

に
そ
の
仲
間
、
隣
り
組
員
が
、
そ
の
方
の
無
事
な
安
産
、
安

ら
か
な
生
育
を
願
う
。

構
成
員

一
隣
組
、
昔
の
仲
間
。

辻
の
二
十
三
夜
様
に
、
構
成
員
で
、
祈
願
参
拝
。

目時肉

観

音

鶴

的

一
子
孫
繁
栄
、
子
宝
安
産
、
母
子
無
事
生
育

期

一
正
月
、
五
月
、
九
月
、
霜
月
に
行
う
。

容
一

隣
組
の
中
に
妊
娠
し
た
方
が
出
来
た
時
は
、
そ
の
方
の
無
事

な
安
産
、
安
ら
か
な
生
育
を
願
っ
て
祈
願
を
し
た
。
今
は
、

奥
方
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
永

山
、
麻
生
の
観
音
様
を
お
参
り
し
た
り
、
雨
引
観
音
の
掛
け

軸
を
飾
っ
て
御
参
り
し
て
食
事
会
を
し
た
り
し
て
い
る
。

構
成
員
一
隣
組
が
多
い
。

目時内

道

必
U
E
n
‘υ
 

極

神

目
的
一

旅
の
安
全
を
祈
願

構
成
員
二
人
、
講
者
、
仲
間
。

内
容
一

旅
に
出
か
け
る
時
、
地
区
の
外
れ
に
あ
っ
た
石
仏
等
に
旅
の

安
全
を
願
っ
た
。
随
時
、
通
行
時
行
わ
れ
た
が
、
今
は
殆
ん

ど
見
か
け
な
い
。

井

戸

扱

い

目

的

一
井
戸
神
様
信
仰
。
水
の
神
。
水
枯
れ
防
止
。

期
一

7
月
7
日

時



内

容

一
各
自
宅
の
井
戸
で
行
わ
れ
、
井
戸
の
水
を
締
麗
に
無
く
し
、

井
戸
コ
ガ
を
洗
い
、
伊
勢
藻
、
ヨ

モ
ギ
、
菖
蒲
等
を
薪
に
結

わ
い
て
飾
る
。
ま
た
井
戸
を
潰
す
時
、
必
ず
空
気
穴
は
附
け

て
い
る
。

金

比

羅

講

的
い

水
運
安
全
、
漁
業
豊
漁
、
四
国
の
金
比
羅
神
宮
信
仰

期

一
旧
歴
の
印
月
刊
日

容
一
十
六
嶋
地
区
他
の
水
辺
の
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
、
永
山
の

金
比
羅
様
に
お
参
り
し
て
、
地
区
の
安
全
と
団
結
、
親
睦
を

図
っ
た
行
事
。
当
時
は
、
牛
堀
の
旅
館
、
料
亭
は
全
部
満
員

状
態
。
各
地
区
予
約
が
あ
り
、
何
処
の
地
区
は
何
処
と
決

ま
っ
て
い
た
。

構
成
員
一
講
者

一
向
。

内時目

お

｜盆

目

的

一
先
祖
供
養

容
一
地
区
全
域
に
お
い
て
、
真
菰
で
窪
、
御
膳
、
牛
、
馬
、
盆

船
、
萩
で
箸
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
お
米
で
あ
ら
米
を
作

る
。
盆
提
灯
に
火
を
燈
し
て
、
先
祖
の
霊
を
お
迎
い
お
送
り

し
た
。

内

お

暇

重

目

的

一
各
町
内
の
決
め
事

期

一
正
月

容

一
地
区
の
決
め
ご
と
（
祭
礼
、
節
分
、
お
稲
荷
様
）
や
役
職

（
区
長
、
理
事
、
財
産
、
管
理
人
、
班
長
、
祭
事
係
）
等
を

決
め
た
。
渡
船
の
管
理
人
も
決
め
た
時
も
あ
っ
た
。

内時

お

稲

荷

鶴

内時

-35-

期

一
初
午
の
目
。

容

一
正

一
位
稲
荷
大
明
神
の
の
ぼ
り
を
入
り
口
に
何
本
か
立
て
て

近
所
の
子
供
達
が
代
り
番
こ
で
太
鼓
を
敵
い
て
、
お
菓
子
を

配
っ
て
い
た
。
近
く
で
は
、
永
山
さ
ん
、
須
田
さ
ん
（
生
薬

屋
）
、
永
山
網
屋
さ
ん
裏
。
他
は
個
人
で
や
っ
て
た
処
が
あ
っ

た
。
今
は
三
熊
野
神
社
境
内
で
講
者
が
や
っ

て
い
る
く
ら
い
。

七
五
三

御
祝
い

内

容
一

当
家
に
七
五
三
の
該
当
児
が
居
る
家
が
、
御
祝
い
を
開
く
。

招
待
に
あ
た
っ
て
は
、
竹
鐘
の
入
れ
物
に
紅
白
の
餅
を
入
れ

て
、
催
促
餅
を
持
っ
て
（
招
待
状
代
り
）
親
戚
回
り
に
招
待

に
行
っ
た
。
今
は
、
電
話
、
手
紙
に
為
っ
て
締
ま
っ
た
。



葬
式

内

容

一
当
家
に
不
幸
が
出
来
た
時
、
近
所
の
人
が
親
戚
等
に
不
幸
の

お
知
ら
せ
に
走
っ
た
。
近
い
親
戚
に
は
2
人
使
い
、

1
人
使

い
、
と
近
い
順
に
人
数
が
決
ま
っ
て
た
。
2
人
使
い
が
来
た

時
は
、
酒
肴
で
御
馳
走
し
て
使
い
賃
を
持
た
せ
る
事
も
有
っ

た
。
当
時
は
、
今
の
様
に
通
信
網
が
発
達
し
て
無
か
っ
た
の

で
、
伝
達
方
法
が
船
か
人
力
他
で
し
か
連
絡
で
き
な
っ
た
。

キL

打

lち

内時地

区一

十
六
島
他
の
地
域

期
一

農
閑
期
の
、
水
位
が
低
い
時
期
だ
っ
た
と
思
う
。

容
一

地
区
の
お
年
寄
り
が
、
大
き
な
数
珠
を
持
っ
て
各
家
を
回

り
、
御
詠
歌
み
た
い
な
歌
を
歌
っ
て
、
家
の
庭
を
回
り
、
お

米
、
お
金
な
ど
を
戴
き
、
地
区
を
回
り
終
わ
っ
た
ら
、
次
の

地
区
に
回
し
、
次
の
地
区
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
歩
い
た
。

沢
山
の
人
が
歩
く
事
に
依
っ
て
、
堤
防
が
固
ま
り
地
域
住
民

の
団
結
、
融
和
、
が
図
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

恵
比
時
間

内時目

的

一
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣

期

一
年
末
、
年
始
。

容

一
七
福
神
の
掛
け
軸
を
飾
り
、

当
時
の
発
行
さ
れ
て
い
た
何
種

類
も
の
お
札
、
貨
幣
等
の
お
金
を
析
に
入
れ
、
鯉
、
野
菜

（
人
参
、
大
根
、
牛
芳
、
等
）
、
お
米
、
昆
布
、
あ
た
り
め
等

を
お
膳
に
並
べ
お
供
え
し
て
祈
っ
た
。

生

る

木

餅

内時

期

一
年
末
、
寒
さ
に
入
る
前
。

容

一
紅
白
の
餅
で
、
短
冊
、
援
じ
り
、
丸
、
三
角
、
四
角
等
色
々

な
形
を
作
り
、
枝
の
多
い
木
に
美
味
し
そ
う
に
飾
っ
て
、
あ

る
程
度
時
期
が
来
る
ま
で
置
い
て
お
く
。
時
期
が
来
る
ま
で

に
、
そ
の
餅
を
食
べ
た
ら
お
灸
を
僅
え
ら
れ
る
。
と
言
わ
れ

て
い
た
。

お
ぶ
す
な
講
・
お
ぴ
し
ゃ
・
一
一
一峰
譜

-36-

的

一
火
伏
せ
の
神
の
信
仰

容

一
隔
月
集
ま
り
、
秩
父
の
三
峰
様
に
全
員
で
行
く
時
も
有
る
が

畿
か
回
り
順
で
代
参
す
る
。

構
成
員
一
講
社
（
何
軒
か
の
信
者
）

目内

瞳
品
山
崎
い
尽
に
濁
川
践
問
購
川
廉
陽
線
～
お
凋

十
五
夜
、
イ
モ
月
見
。

十
三
夜
、
ク
リ
月
見
。



諸
行
事
調
査

お

掛

講

地
域
名
一
茂
木
地
区

地

域

一

1
赤
羽
根
・

2
荒
地
・

3
炭
釜
・

4
浜
工
場
・

5
仲
倉
て
仲
倉
二

区
域
・
構
成
人
数
等
一

1
、
2
班

7
i
8
人

3
、
4
班

6
人

女

5
、
4
の
一
部
凶
人

2 

男男
、
女

3 

時

期

一

2
月

期

間

一

1
日

行
事
の
内
容

各
班
と
も
当
番
は
輪
番
制
で
そ
の
年
の
当
番
に
な
っ
た
人
が
日
時

を
定
め
、
各
々
講
中
に
連
絡
す
る
。

清
酒
、
白
米
、
祈
祷
料
等
準
備
（
1
、
2
、
4
、
5
班
）
金
毘
羅

神
社
に
参
拝
し
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
祷
し
て
も
ら
う
。
以

前
は
各
班
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
宴

会
場
を
利
用
し
て
、
経
費
は
会
費
制
に
な
っ
て
い
る
。

3
、
4
班
の

講
中
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
期
、
建
長
5
年
3
月
と
明
記
さ
れ
た
掛

軸
、
伝
教
大
師
御
直
作
の
掛
軸
、
御
影
祭
名
簿
等
が
保
存
さ
れ
て
あ

る。

4 5 

4
、
5
班
の
例

昭
和
田

i
日
年
頃
ま
で
は
、
三
熊
神
社
の
神
田
か
ら
収
穫
し
た
米

を
必
要
分
だ
け
残
し
た
残
り
米
を
売
却
し
諸
経
費
に
充
当
し
て
い

た。
当
時
は
留
守
番
だ
け
を
（
主
に
年
寄
り
等
残
し
て
）
講
中
の
子
供

等
ま
で
当
家
に
集
り
お
粗
末
な
膳
を
囲
ん
で
歓
談
し
親
交
を
深
め
た

も
の
だ
っ
た
。
平
成
8
年
頃
ま
で
は
そ
の
様
な
形
式
で
継
続
さ
れ
て

い
た
様
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
宴
会
場
を
利
用
し
て
夫
婦
2
人
づ
っ
出

席
で
今
も
続
い
て
い
る
。
な
お
、

・
安
永
6
年
一
七
七
二

1
一
七
八
一

・
寛
政
6
年
一
七
八
七

1
一
八

O
一

・
文
化
5
年

一

八

O
四
1
一
八
一
八

・
明
治
日
年

1
月、

2
月

一
八
六
八

i
一
九
一
二

当
時
の
経
費
綴
り
が
残
さ
れ
て

い
る
が
現
代
人
に
は
ほ
と
ん
ど
判

読
出
来
な
い
。

6

現
存
、
消
滅
一
現
存
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地
域
名
一
茂
木
地
区

地

域

一

1
赤
羽
根
・
荒
地
・

2
炭
釜
・
浜
工
場
・
仲
倉

区
域
・
構
成
人
数
等
一

1
班

5
1
6
人

2
班

8
1
9
人

期
一

1
班
は
年
1
回
当
番
の
都
合
に
よ
っ
て
日
時
を
定
め
連

絡
す
る

2
班
は
印
日
毎
に

期

間

一

1
日

行
事
の
内
容

2
班
の
例

当
番
に
な
っ
た
人
は

ω日
毎
に
庚
申
日
の
前
後
（
休
日
）
を
選
ん

で
日
・
時
・
会
場
を
定
め
講
中
に
連
絡
、
会
費
制
で
行
う
。

当
日
は
、
庚
申
様

の
掛
軸
を
掲
げ
、
膳

を
供
え
、
灯
明
を
と

も
し
て
酒
宴
同
世
代

の
数
少
な
い
親
睦
の

場
で
も
あ
る
。

掛
軸
は
次
会
の
庚

申
講
ま
で
当
番
の
人

康

申

講

2 3 

時

4 5 

年
6
週

6 
の
あ
ず
か
り
と
す
る

時
に
は
1
泊
2
日
の
親
睦
旅
行
等
も
計
画
さ
れ
楽
し
ん
で
い
る
様

で
あ
る
。

現
存
、
消
滅
一
現
存

集
落
セ
ン
タ
ー
近
く
の
塚
に
は
、

O
寛
政
ロ
年
庚
申
3
月
吉
日

O
安
政
7
年

庚

申

3
月
建
（
茂
木
講
中
）

O
大
正
9
年
正
月
日
日
（
庚
申
供
養
塔
）

と
記
さ
れ
た
石
塔
（
石

i
l
j
／

碑
？
）
が
3
基
と
道
路
沿

い
に
文
字
の
判
読
出
来
な

い
石
塔
3
基
が
建
立
さ
れ

て
あ
る
。

Q
U
 円。



観

ヨ包
国

構

1 

地
嫌
名
一

茂
木
地
区

区
域
・
構
成
人
数
等
一

地
区
全
域
の
比
較
的
若
い
主
婦
等
の
集
り

時
期
一
正
月
・

8
月

行
事
の
内
容

観
音
講
は
、
も
と
も
と
子
育
て
安
産
祈
願
の
た
め
の
講
で
あ
ろ
う

が
、
年
2
回
、
正
月
凶
日
と
お
盆
の
げ
目
、
昔
か
ら
日
時
は
変
ら
な

い
。
や
は
り
集
落
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
本
当
番
2
人
と
下
番
2

人
で
前
も
っ
て
話
し
合
い
当
日
は
4
人
が
観
音
堂
の
掃
除
、
切
り

花
、
茶
菓
の
準
備
等
し
て
い
る
。

経
費
は
観
音
様
に
あ
が
っ
た
饗
銭
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な
わ
れ
る
と

二
子
フ
。

2 3 4 

そ
の
他
身
内
に
お
産
の
あ
っ
た
人
か
ら
の
観
音
様
に
献
上
す
る
意

味
で
の
特
別
の
茶
菓
子
提
供
等
が
あ
る
。

茂
木
の
観
音
堂
に
は
子
年
生
ま
れ
の
人
の
守
り
本
尊
で
あ
る
千
手

観
音
が
把
ら
れ
て
い
る
と
き
い
て
い
る
。

特
別
な
行
事
も
な
く
、
い
っ
と
き
若
い
主
婦
等
の
歓
談
の
場
で
あ

ろ
う
。

5 

現
存
、
消
滅
一
現
存

犬

供

養

地
域
名
一
茂
木
地
区

区
域
・
構
成
人
数
等
一
地
区
全
域

時

期

一

2
月

行
事
の
内
容

観
音
講
と
同
じ
様
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
そ
の
昔
犬
の
安
産
に

あ
や
か
つ
て
行
わ
れ
出
し
た
講
で
あ
ろ
う
。

現
在
は
2
月
第
一
日
曜
日
が
犬
供
養
の
日
と
な
っ
て
い
る
様
だ
。

当
日
当
番
は
塔
婆
供
物
（
い
な
り
ず
し
）
中
食
の
準
備
を
し
て
集
合

を
待
つ
。

み
ん
な
で
食
事
歓
談
。
昔
か
ら
犬
の
死
骸
は
人
に
踏
ま
れ
な
い
様

な
み
つ
ま
た
に
葬
る
様
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
が
、
自
分
の
家
で
そ
の

様
な
事
が
あ
っ
た
人
は
、
帰
り
に
線
香
と
お
い
な
り
さ
ん
を
一
つ
づ

っ
も
ら
っ
て
葬
っ
た
所
に
た
む
け
る
。
そ
の
他
特
別
な
行
事
は
な

’v
 現
存
、
消
滅
一
現
存

-39ー
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紫
鷲
神
社
の
祭
礼

地
域
名
一
芝
宿
地
区

区
域
・
構
成
人
数
等
一
芝
宿
地
区
の
大
人
、
小
人

時

期

一

7
月
ご
ろ

期

間

一

7
月
最
後
の
土
曜
日
、
日
曜
日
の

2
日
間
に
行
わ
れ
る

（
今
年
は
7
月
M
目
、
お
日
）

行
事
の
内
容
一

す
き
の
お
の
み
こ
と

素
鷲
神
社
は
江
戸
初
期
に
素
鷲
鳴
尊
を
祭
神
と
し
て
芝
宿
地
区
西

南
の
地
に
創
把
さ
れ
昭
和
伍
年
に
移
転
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す。
当
神
社
の
祭
礼
は
旧
暦
の

6
月
児
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
近
は

7
月
の
最
終
の
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昭
和
初
年
末
頃
か
ら
祭
は
見
合
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
国
道
日

号
線
牛
堀
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
夜
越
川
下
流
域
の
河
川
改
修
が
終

了
し
、
祭
が
復
活
し
ま
し
た
。

祭
り
は
先
ず
境
内
に
お
い
て
神
職
に
よ
り
「
五
穀
豊
穣
や
家
内
安

全
・
祭
の
安
全
」
を
祈
願
し
て
発
輿
式
が
行
な
わ
れ
た
後
、
境
内
で

川
神
輿
に
お
清
め
の
た
め
に
水
を
か
け
撲
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
川

神
輿
は
お
神
が
終
わ
る
ま
で
境
内
に
安
置
さ
れ
ま
す
。
又
、
昨
年
新

装
さ
れ
た
陸
神
輿
は
大
人
た
ち
に
よ
っ
て
担
が
れ
、
ま
た
地
区
民
の

技
術
の
結
集
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
山
車
は
、
に
ぎ
や
か
に
祭
ば
や
し

の
音
に
乗
っ
て
、
歌
や
踊
り
が
添
え
ら
れ
、
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
地

2 3 4 5 

6 
区
内
を
担
ぎ
廻
さ
れ
ま
す
。
祭
り
の
終
盤
は
神
社
境
内
に
勢
揃
い
し

て
還
幸
式
を
行
い
、
隣
接
し
て
い
る
集
落
セ
ン
タ
ー
で
鉢
洗
い
（
高

被
い
）
を
行
い
、
祭
は
終
了
し
ま
す
。

現
存
、
消
滅
日
現
存

そ
の
他
参
考
資
料

広
報
い
た
こ
V
o
l－
－

1
3

第
羽
田
シ
リ
ー
ズ

7 

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化

大
生
機
祭
礼
・
大
生
殿
神
社
祭
礼

地
域
名

一
大
生
地
区
大
生
地
域

区
域
・
構
成
人
数
等
一
幻
人

正
副
区
長

2
人

敬

神

婦

人

会

山

人

総

代

5
人

奏

楽

員

7
人

時

期

一

4
月
ご
ろ

期
間
一
一
凶
日
1
1
日
間

行
事
の
内
容
一

O
大
生
様
祭
礼
（
元
大
生
城
の
殿
で
あ
り
、
そ
の
墓
地
と
し
て
把
る
）

O
大
生
殿
神
社
祭
礼

O
杉
の
葉
を
奉
納
し
、
氏
子
に
配
る
（
大
病
が
無
事
す
ぎ
さ
っ
た
よ

い
う
由
来
）

現
存
、
消
滅
一
現
存

-40ー
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八
坂
神
社
祭
り

地
域
名
一

大
生
地
区

区
域
・
構
成
人
数
等
一

正
副
区
長

敬
神
婦
人
会

時
期
一

7
月
ご
ろ

期

間

一

第

4
日
曜
日

行
事
の
内
容

一

O
ま
ん
じ
ゅ
う
ご
お
ん
と
し
て
民
主
が
奉
納
し
て
祝
う
。

現
存
、
消
滅
一
現
存

大
生
地
域

2 

10 2 
人人

神
社
総
代

5 
人

3 4 5 6 

地
域
名
一
大
生
地
区
大
生
地
域

区
域
・
構
成
人
数
等
一
辺
人

正
副
区
長

2
人
神
社
総
代

敬
神
婦
人
会
叩
人
総
が
く
員

時
期
一
日
月
ご
ろ

期
間
一
日
、

u、
日
日
の
3
日
間

行
事
の
内
容
一

O
亙
女
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
る

O
奏
楽
員
に
よ
り
庭
上
祭
が
行
わ
れ
る
。
約
儀
式
2
時
間
（
雨
天
中
止
）

現
存
、
消
滅

一
現
存

2 

7 5 
人人

3 4 5 6 

宿
お
掛
け
議
中

地
域
名
一
島
須
地
区
宿
地
域

区
域
・
構
成
人
数
等
一
一
山
人

時
期
一

2
月
ご
ろ

期
間
一

1
日
間

行
事
の
内
容
一

宿
お
掛
け
講
中
は
3
区
に
別
け
て
毎
年
祭
事
は
2
月
7
日
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
お
掛
け
が
始
ま
っ
た
の
は
安
永
凶
年
3
月
（
一
七
八

O
年
）
と
記
さ
れ
て
お
り
現
在
で

m年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
祭
事
が
続
い
た
部
落
と
し
て
は
最
大
の
祭
事
で
各
区
当
番
と

下
番
が
あ
っ
て
前
日
よ
り
準
備
を
し
、
当
日
は
皆
ん
な
朝
か
ら
集
り

ご
馳
走
を
頂
き
懇
談
を
し
、
夕
方
よ
り
本
番
の
祭
事
を
始
め
ま
す
。

お
宮
二
社
、
羽
黒
様
、
大
日
様
を
飾
っ
て
儀
式
を
行
い
、
膳
は
猫

足
膳
と
二
の
膳
付
き
で
夜
中
ま
で
飲
み
交
し
、
下
番
へ
お
宮
二
社
を

送
り
ま
す
。
下
番
で
は
お
宮
を
受
け
る
新
し
い
箕
を
用
意
し
て
受
け

る
当
番
と
な
っ
た
家
は
一
年
間
二
社
を
杷
り
ま
す
。

現
在
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
祭
事
日
も
2
月
の
休
日
に
な
り
時
間

も
短
縮
さ
れ
た
が
、
祭
事
は
従
前
通
り
厳
粛
に
行
っ
て
い
ま
す
。
料

理
な
ど
は
仕
出
し
ゃ
外
食
に
な
っ
た
様
で
す
。
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部
落
祭
礼

不
動
明
王
（
不
動
様
）
祭
礼

地
域
名
一
島
須
地
区

時
期
一

1
月
ご
ろ

期
間
一

1
日
間

行
事
の
内
容

一

部
落
祭
礼
不
動
明
王
（
不
動
様
）
祭
礼
は
毎
年
1
月
お
日
に
行
わ

れ
る
。
部
落
は
休
日
と
な
り
、
区
長
、
不
動
様
世
話
人
、
班
長
、
老

人
会
の
皆
さ
ん
が
祭
礼
の
行
事
ゴ
マ
焚
き
の
準
備
を
し
ま
す
。
観
音

寺
住
職
に
よ
り
ゴ
マ
焚
き
祭
事
を
行
い
ま
す
。
お
礼
を
作
り
、
餅
を

つ
い
て
、
各
戸
へ
配
る
な
ど
し
て
一
日
の
祭
礼
が
終
り
ま
す
。

昔
は
出
商
が
出
て
、

他
の
部
落
の
人
達
も
多
く
集
っ
て
賑
や
か
に

祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。

現
存
、
消
滅

一
現
存

現
在
は
、
祭
事
も
一
月
の
休
日
と
な
り
、
集
り
も
悪
く
な
り
ま
し

た
が
、
祭
礼
は
従
前
通
り
ゴ
マ
焚
き
祭
事
は
行
っ
て
い
る
。

宿
地
域

2 3 4 5 

観

音

鱒

地
域
名

一
島
須
地
区
宿
地
域

区
域
・
構
成
人
数
等
一

8
人

行
事
の
内
容
一

若
い
女
性
達
で
毎
月
当
番
制
で
朝
か
ら
集
り
当
番
が
ご
馳
走
を

作
っ
て

一
日
中
の
ん
び
り
お
話
し
な
ど
し
て
い
る
。
観
音
講
は
、
日

頃
の
労
働
の
息
抜
き
の

一
つ
の
組
織
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

・「
J

。

2 3 6 

現
存
、
消
滅
一
現
存

今
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
も
多
く
な
っ
て
、
集
り
も
2
ヶ
月
に

1
回
に
な
り
集
ま
る
人
も
少
な
い
時
も
あ
っ
て
外
食
す
る
様
で
す
。

円
J

－
A
吐

康

申

講

1 

地
域
名
一

島
須
地
区
宿
地
域

区
域
・
構
成
人
数
等
一

5
人

行
事
の
内
容

一

当
番
制
で
当
番
の
都
合
の
良
い
日
に
行
う
。
当
番
宅
で
は
掛
け
軸

を
か
け
て
供
え
物
を
し
て
信
仰
す
る
。

二
ヶ
月
お
き
に
当
番
が
米
二

合
集
め
て
、
準
備
を
し
て
夜
神
事
を
す
る
。

現
存
、
消
滅

一
現
存

現
在
は
人
数
も
少
な
く
な
っ
て
当
番
も
米
は
集
め
ず
仕
出
し
で
行

う
様
に
な
っ
た
。

2 3 4 



観
音
譜
、
犬
供
養
、

三
夜
講
、
待
ち
講

地
域
名

一
牛
堀
一
区

現
存
、
消
滅
一
消
滅

観
音
講
は
子
供
の
生
れ
る
人
が
い
れ
ば
今
で
も
信
仰
す
る
が
、
そ

の
様
な
家
が
な
い
。

2 

稲

荷

様

地
場
名

一
牛
堀
一
区
（
宿
町
）

区
域
・
構
成
人
数
等

一
8
人

行
事
の
内
容

一

・
班
の
行
事
で
あ
り
毎
年
実
施

・
毎
年
初
午
に
境
内
の
清
掃
実
施

二
の
午
に
、
笠
間
市
の
稲
荷
神
社
で
お
誠
い
を
受
け
る
。
代
表
者

が
参
加
す
る
。

4

現
存
、
消
滅

一
現
存

1 2 3 

峰

1講

1 

地
域
名

一
牛
堀
一
区
（
牛
堀
、
永
山
、
上
戸
）

区
域
・

構
成
人
数
等

一
M
人

行
事
の
内
容

一

・
火
の
神
様
で
あ
る
が
商
店
主
の
集
い

・
年

一
回
秩
父
市
の
三
峰
神
社
に
参
拝

2 3 

4 

代
表
者
4
人
、
更
に
5
年
毎
に
全
員
で
参
拝
（
旅
行
兼
）

．
地
区
で
は
お
堂
渡
し
と
い
う
行
事
が
あ
り
、

日
の
年
2
回
行
っ
て
い
る

現
存
、
消
滅
一
現
存

3
月
8
日
と
9
月
8

駒
込
の
観
音
様

地
域
名

一
牛
堀
地
区
東
永
山

区
域

・
構
成
人
数
等
一
ロ

i
u人

期

間

一
毎
月
日
日
縁
日

行
事
の
内
容
一

毎
月
日
日
に
全
員
が
集
ま
り
、
観
音
経
を
唱
え
る
。
観
音
様
を
一

心
に
念
ず
れ
ば
H

七
難
三
毒
H

を
逃
れ
て
良
き
子
供
を
得
ら
れ
る
と

い
う
。
子
供
が
生
れ
る
人
が
あ
れ
ば
安
産
祈
願
と
男
子
（
白
）
女
子

（
赤
）
の
布
を
授
か
り
、
又
、
お
礼
詣
り
に
来
る
。

現
存
、
消
滅

い
現
存
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駒
込
の
観
音
様
（
三
体
、
石
仏
）

一、

聖
観
音
像

享
保
十
年
巳
年
十
月
吉
田
（
一
七
二
五
）
建
立

頭
に
化
仏
の
宝
冠

顔
は
優
し
く
乙
女
の
よ
う
に
美
し
い

蓮
の
花
を
持
ち
、
後
背
は
輪
光
蓮
華
台
に
乗
っ
て
い
る
。

二
、
知
意
輪
観
音
座
像

文
政
八
年
酉
年
九
月
吉
田
（
一
八
二
五
）
建
立

右
足
を
立
て
膝
に
し
た
座
法
（
輪
王
座
）

右
手
を
頬
に
当
て
思
惟
の
相
（
考
え
て
い
る
姿
）

富
貴
財
宝
、
知
恵
福
徳
成
就

六
道
抜
苦
が
自
由
自
在
の
意
味

行

事

・
毎
月
十
八
日
が
縁
日
で
十
二
｜
三
人
位
の
初
老
の
女
達
が
、
家
庭
で

手
作
り
の
季
節
の
お
茶
請
を
持
ち
寄
っ
て
集
り
、
茶
を
わ
か
し
て
お

詣
り
に
来
る
お
客
さ
ん
を
待
ち
ま
す
。

・
出
産
の
あ
る
家
で
は
、
お
茶
菓
子
と
喫
斗
袋
を
持
っ
て
お
詣
り
に
来

て
、
未
だ
見
ぬ
子
や
孫
の
無
事
安
産
を
願
っ
て
、
希
望
に
よ
り
男
の

子
は
「
白
」
、
女
の
子
は
「
赤
」
の
お
腹
帯
を
お
迎
え
し
て
、
皆
で

観
音
経
を
唱
え
、
観
音
様
、
鎮
守
様
、
金
比
羅
様
と
七
回
づ
っ
拝
ん

で
安
産
を
祈
願
す
る
。

・
無
事
出
産
後
は
、
前
回
と
同
じ
品
々
を
持
っ
て
、
新
し
い
お
腹
帯
と

一
緒
に
お
礼
詣
り
に
来
る
。

・
永
山
地
区
の
観
音
様
信
仰
は
厚
く
、
毎
月
十
八
日
の
日
は
知
何
な
る

天
候
に
限
ら
ず
集
ま
り
、
す
べ
て
の
人
が
経
典
も
見
ず
、
お
経
を
唱

え
る
姿
は
信
仰
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

・
そ
の
他
の
地
区
で
も
、
観
音
講
は
残
っ
て
い
る
が
、
年
三
回
（
正

月
、
五
月
、
九
月
）
の
都
合
の
良
い
日
に
集
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
よ
っ
て
、
お
詣
り
す
る
観
音
様
は
ち
が
う
そ
う
で
す
。
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お

要

経

様

茂
木
地
区
の
地
域
行
事
の
一
っ
と
し
て
、
正
月
中
行
う
お
聖
経
様

（
地
元
住
民
は
お
し
ゅ
め
ん
様
と
言
ふ
）
は
、
行
事
と
し
て
は
地
区
の

総
代
等
男
衆
・
四

i
五
人
が
御
輿
に
似
た
担
ぎ
も
の
（
中
に
は
光
園
公

が
入
れ
た
物
が
あ
り
、
中
に
入
れ
た
物
は
見
て
は
な
ら
な
い
と
の
こ

と
。
未
だ
に
見
た
事
が
な
い
）
を
担
い
で
家
々
を
巡
行
、
無
病
と
家
内

安
泰
を
祈
願
す
る
）
。

お
礼
は
元
三
大
師
。
昭
和
二

O
年
頃
は
行
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

る。
※
詳
し
く
は
、
う
し
ぼ
り
文
化
財
よ
り
下
記
に
転
載
い
た
し
ま
す
。

二
本
松
寺
の
お
大
般
若

二
本
松
寺
の
重
要
な
宝
物
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
『
紅
葉
聖
教
』
と

称
す
る
も
の
が
あ
る
が
余
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
以
前
県
の
社
寺

課
よ
り
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
日
本
に
は
二
つ
し
か
な
い

と
言
う
珍
ら
し
い
書
物
で
あ
る
。
二
本
松
寺
は
長
禄
元
年
静
海
上
人
の

開
基
で
、
初
め
茂
木
部
落
に
あ
り
（
そ
の
跡
現
在
も
あ
り
）
文
禄
元
年

茂
木
よ
り
今
の
場
所
堀
之
内
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
慶
長

七
年
水
戸
藩
の
所
領
と
な
り
、
元
録
四
年
水
戸
公
深
く
当
山
を
敬
愛
し

本
尊
薬
師
如
来
を
信
仰
し
、
高
十
四
石
以
上
の
除
地
と
六
間
図
面
の
二

重
堂
の
本
堂
を
建
立
寄
進
、
一
万
石
の
格
式
と
御
朱
印
を
賜
う
た
。
以

後
二
本
松
寺
は
御
朱
印
寺

と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

徳
川
家
代
々
の
祈
願
寺

と
な
る
や
光
園
公
は
再
三

に
亘
っ
て
当
山
に
参
ら
れ

し
て
言
う
。

元
禄
八
年
霜
月
十
五

日
、
京
都
よ
り
定
朝
法
印

末
流
の
仏
師
成
記
に
よ
っ

て
阿
漏
陀
知
来
坐
像
一
鉢

を
寄
進
安
置
さ
れ
、
今
に

F
h
u
 

必せ



温
容
慈
眼
を
以
て
衆
生
を
見
給
う
て
い
る
。

さ
て
『
紅
葉
の
聖
教
』
に
付
い
て
は
水
戸
公
当
山
に
再
三
参
詣
さ
れ

た
時
、
こ
れ
は
あ
ら
た
か
な
物
、
又
と
な
い
宝
物
な
る
が
故
に
無
闇
に

開
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
命
じ
厳
封
さ
れ
て
帰
還
さ
れ
た
。
以
前
誰

人
も
見
た
こ
と
は
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
明
治
に
入
り

無
智
な
輩
が
こ
れ
を
開
い
て
見
た
と
か
言
う
。
見
て
は
な
ら
な
い
物
を

見
た
と
い
う
恐
怖
の
念
か
ら
半
狂
乱
に
な
る
や
、
発
狂
し
て
毒
を
食
っ

て
死
ん
だ
者
さ
え
あ
っ
た
。
以
後
『
聖
教
様
』
は
あ
ら
た
か
に
し
て
粗

末
に
は
な
ら
ぬ
と
深
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

正
月
二
十
八
日
は
村
祈
祷
又
は
春
祈
祷
と
称
し
、
『
紅
葉
聖
象
』
の

入
っ
た
箱
を
か
つ
ぎ
、
大
般
若
経
を
奉
読
し
堀
之
内
部
落
を
は
じ
め
茂

木
部
落
を
戸
別
に
辿
り
歩
い
た
。
但
し
不
浮
の
家
を
き
ら
い
、
庭
に
入

る
と
ピ
カ
ピ
カ
と
お
光
を
放
ち
皆
を
驚
か
し
た
と
い
う
。
（
伝
承
者
故
平

山
勘
太
郎
氏
）

時
代
は
移
り
だ
ん
だ
ん
に
古
い
し
き
た
り
は
す
た
れ
、
今
は
た
だ
お

札
を
世
話
人
が
配
る
だ
け
に
変
っ
た
。
そ
の
お
札
も
今
は
角
大
師
と
い

う
悪
魔
除
け
の
お
札
即
ち
元
三
大
師
（
慈
恵
大
師
）
の
お
姿
で
あ
る
。

こ
の
行
事
を
（
二
本
松
寺
の
大
般
若
）
と
言
っ
て
い
る
。
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第一回 霞ヶ浦検定

ジュニア級問題

社団法人霞ヶ浦市民協会主催で、第一回 霞ヶ浦検

定が平成21年11月29日に茨城県霞ヶ浦環境科学センター

にて行われました。

そこで出題されたジュニア級の問題と解答を、次ペー

ジにてそのまま載せますので、ご参考にしてください。



第1回霞ヶ浦検定 ジュニア級問題

次の25問の問題をよく読み、3つの答えから正しい答えを選ぴ、解答用紙の記

号をOで囲んでください。

1, ftヶ浦（西浦、北浦、胤蹴、髄争j刷、街！？をふくむ）は、どのようにして、で

きましたか？

ア）昔、大きな蹟若が落ちて、できた。

イ）浅い海がとじられて、できた。

ウ）地震で陸地が落ち込んで、できた。

霞ヶ浦

2、霞ヶ浦（西浦）の形はアルファベットの何の文字に似ているでしょうか？

ア） Kの字 イ） Nの字 ウ） yの字

3、霞ヶ捕に流れ込む川で1番長いJIIは、次のどれですか？
せがわ

ア）桜川 イ）恋瀬川 ウ）利根川

4、霞ヶ浦に流入するJII I立、 56あります。霞ヶ浦に流入していない川は、 次のうちど

れですか？

ア） 小野川 イ） 接続打 ワ） 免桑灼

5、次にあげた湖の中で、平均水深が一番浅い湖はどれですか？

ア）義毒漁 イ）搭脅し術商 ウ）霞ヶ浦

6、霞ヶ浦涜う議（轟った雨が霞ヶ浦に集まる土地の匙国）に住んでいる人の人口はどれくら

いですか？

ア） 約298万人 イ） 約98万人 ワ） 約65万人
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7、霞ヶ浦に流れ込む諾笥！？の川底や流域では、以前から象の化石が見つかることで知られ

ています。何と呼ばれる象だったのでしょうか？

ア） ナウマン象 イ） アジア象 ウ） アフリカ象

8、霞ヶ浦に渡ってくる次の野鳥のうち、夏鳥はどれですか？

ア） コガモ イ） オオヒシクイ ウ） オオヨシキリ

9、次の毒葉植〈街のうち、絵のような実をつける植物はどれですか？

ア）ヒシ イ）アサザ ワ）スイレン

、支Z
10、霞ヶ浦を代表するワカサギは、次のどの、さかなの仲間でしょうか？

ア） アュ イ） モツゴ（クチポソとも呼ぶ） ウ） ウナギ

11、次のさかなの内、外来魚けト国から来た魚）はどれでしょうか？

ア）コイ イ） ドジョウ ウ）ソウギョ

12、コイは霞ヶ浦で卵を産んでいますが、どこに産んでいるでしょうか？

ア） 卵は水に浮くのでどこでもよい。

イ） 卵は湖底の石に産み付ける。

ウ） 卵は水草やヨシの根元などに産み付ける。

13、霞ヶ浦にはタナゴの仲間が住んでいます。産卵期のタナゴ類はきれいな色をしていま

すが、きれいなのは次の内どれでしょうか？

ア）メス イ）オス ウ）両方

14、霞ヶ浦で、これまでに記録された魚の種類は、およそ何種類ですか？

ア）約30種類 イ）約60種類 ウ）約 100種類

15、夏に霞ヶ滞の湖面に緑色の粉のようなものが浮いていることがあります。この緑の粉

をなんと呼ぶでしょうか？

ア） ミジンコ イ） ウキクサ ウ） アオコ

16、白い帆を張って、ワカサギやシラウオを取る船は何と呼ばれていますか？

ア）的滋 ィ）さっぱ穿 ウ）釘溺3
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17、霞ヶ浦のようすが書いてある最も古い記録は何ですか？

ア） 語建省if主 ィ） 苓寄湯治E語家 ウ） 芳案提

18、霞ヶ浦は、結支蒔決（約8000年前から約3000年前まで）にはどうなっていましたか？

ア） 深い谷だった イ） 広い草原だった ウ） 海だった

19、霞ヶ浦の周辺では、論う支麟ミの人々によって、たくさんの員が食べられ、その賞、援を

捨てた畿が見つかります。この鉱を何と呼んでいるでしょうか？

ア）時鉱 イ）餓 ウ）色濃

20、識時代の霞ヶ浦の周辺では、土を盛った数多くの識がつくられました。この識は

何のためにつくられたのでしょうか？

ア） 謀議のお墓 イ） 謀議の家 ウ） 議議の見張り台

21、霞ヶ浦には奈良時代から知られる島がありました。何という名前の島でしょうか？
＇~ ~＊ ..し痩

ア）浮島 イ）大島 ウ）鹿島

22、霞ヶ浦のワカサギを始めとした、小さいさかなの代表的な食べ方は？

ア）稲葉 ィ）品局 ウ）ムニエル

23、霞ヶ浦の湖水は、何に最も多く使われていますか？

ア）工場で使う水 イ）飲み水 ウ）聞や畑で使う水

24、霞ヶ浦（輔、北浦、胤錦、機来j棚、献をふくむ）の堤防の長さを合わせ

ると，約何キロメートルになりますか？

ア） 150キロメートノレ イ） 250キロメートル ウ） 350キロメ｝トノレ

25、霞ヶ浦を汚す原因のうち，もっとも大きな割合をしめるものは何ですか？

ア） 閏畑の肥料 イ）工場排水 ウ）生活排水
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第1図霞ヶ浦検定 ジュニア級

正解と解説

1イ 霞ヶ浦は、江戸時代のはじめごろまでは、浅い海でしたが、その後、土地の謹話、利

根JIIが運ぶ土砂の議議、海の水位が低下したことなどが重なって、しだいに湖

になりました。

2ウ 酸ヶ滞（西浦）の北西を上にして眺めると、その形はアルファベットの fYJの字に

似ています。またザリガニのはさみ、大きくロを開けたカパやワニの顔にも似てい

ます。

3ア 桜川の長さは約 63kmで、霞ヶ浦に流れ込む川では一番です。上流は桜Jll市で、筑

渡山のふもとを流れて、土浦市で霞ヶ浦に入ります。

4ウ 小野川は、霞ヶ浦の釘員長又に流入します。恋瀬JI!は高浜入に流入します。免急j'11itt、
利根川に流入しており、霞ヶ浦には亘接流入しません。

5ウ 義金調の平均水深は41.2~；、経毒花湖は 51.5 ~；となっています。これらは、信訟の
変動によってできた構造湖です。霞ヶ浦は海跡湖で、平均水深は4~；とされていま

す。

6イ 茨城県の人口は約298万人で、その約3分の lの約98万人が霞ヶ浦釘援に住んで

いることから、ミリオンズレイクとも呼ばれます。

7ア ナウマン象は、今からおよそ43万年前から2万4千年前の、九州から北海道まで生

息していた象です。花室川では、約 3万年前に生息していたものの化石が見つかっ

ています。

8ウ コガモとオオヒシクイは冬鳥です。オオヨシキリは夏鳥で、 ヨシ原で繁殖します。

9ア ヒシは秋になると、トゲのある議い実を作って越冬します。

10ア ワカサギは背中に官接という鰭を持ち、大きくはサケの仲間ですが、その中でもア

ユと同じキュウリウオ科に属します。

11ウ ソウギョは、昭和18年前後に中国から食用として輪入され、国内各地の河川｜に放流

されました。現在、繁殖しているのは利根川、霞ヶ浦だけです。

12ウ コイの卵は物にくっつく性質があり、湖岸の水草やヨシの根元などで産卵して卵を

それらにくつつけます。

13イ 産卵期に出てくるきれいな色を繕猶色と言い、タナゴの他、いろいろな魚で出てき

ますが、普通はオスに出ます。ハゼ．の仲間のジュズカケハゼも産卵期に婚姻色がでま

すがこの種類ではメスに婚姻色がでます。

14ウ 1955年までに、淡水魚41種、短編6種、海水魚22種の69種が確認されていま

す。その後、常陸利根川の改修に伴う汽水性の魚種が加わり、近年は外来種も増えて、

唱
B
A

p
h
u
 



霞ヶ浦で確認された魚種は薬品‘では 100種類を上回りました。現在の生息数は約50種

と考えられています。

15ウ 緑の粉のように見えることからアオコと呼んでいます。アオコは適度にあるときは

水中で酸素を作り出すため、よい働きをしますが、水面をすっかりおおってしまって

水中に光が入らなくなると水中で酸素が作られなくなり、アオコが岳れて水底に沈む

と、分解するために大量の酸素が使われ、酸欠水（酸素が少ない水）の発生の原因となり

ます。

16ア 美しい帆引船は、霞ヶ浦のシンボルとして人気があり、平成百景に選ばれました。

17ア継首ζ嵐崎こは、各地域の地名に加えて「綿Jの名称で、霞ヶ浦の様子が記
bどう

されています。風土記は、奈良時代初めの和銅6年（713年）に出された元明天皇の語り

に応じて提出された各国の報告書です。

18ウ 論う支時代の霞ヶ浦は太平洋から海水が入り込み、海が広がっていました。この海に

はたくさんの貝や魚が生息する豊かな海であったようです。

19イ 掩安時代の霞ヶ浦はたくさんの員が生息する海であり、この貝を利用した縄文人に

よって多くの貝塚がつくられました。

20ア ぎ墳時代には、地域を治めた蚕援がをくなると、そのお墓である古墳がつくられる

ようになります。古墳は土を盛ってつくられました。

21ア浮島は稲敷市にあり、腕時話事業によって陸続きとなっています。奈良時代に

編集された f縦断誌の中に、湖水に浮かぶ浮島の記述がみられます。
’＞＜ ，.，~ 

22ア 霞ヶ滞では、明治時代に佃煮の製造がはじまりました。帆引き網漁の普及によって

協議が上昇し、佃煮を始めとした水産加工の人気も高まりました。

23ウ 霞ヶ浦の湖水は、各地の用水機場（ポンプ場）で、大量に議み上げられ、遠くの回

畑まで送られます。

24イ 京義議延長は約 252kmで，これは白木最大面積を誇る箆琶湖（235km）よりも長

く、水戸駅から仙台駅までの距離にあたります。

25ウ 生活排水とは家庭の台所，風呂，義語、トイレなどから出る排水のことです。この

ような汚れの一部は、下水処理場、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽など

で除かれますが、残りは56本の流入河川を通して霞ヶ浦へ流れ込んでいます。
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十ーノ、一0 一
年

貴公

大
正
七

竺｜舶
大
正

年

大
正
九
年

大
正
十
年
一大
正
十

一
年

種

別

日
本
船
五
十
右
来
満

・
魚
船

・
小
廻
船

計
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』、t
k
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六
t
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生

高 高
五

行方
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行方。

玉
。

玉
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手
。

賀手
賀
。。｝＼ 四

玉
。一 四 玉
造 。。造

ーノ、 四 四

立 一 四 五 立
花
。 。

花七 1L 四 ＋ ノ、 ｝＼ 

現
。。 四 現。． 
原
五 九 五 。)¥.. 。。原

秋津
四 五
秋津。 一

． 。。
五 。五 六 ノー』、 四 四 五

武 一 一 一 武
回
。

国
四 四 四 。 四。 一

要 。． 。 。 要
九 一ーノ、 )¥.. 七 四 五

津 一 四 四 一 津。 ． 。
澄 。。五 七 1L 四 四 四 四

澄

大 一一四 五 ーノ、 四 四 一大。 ． 。
和

)¥.. ーノ、 四 。ーノ、 五 四
和

太
。 五 六 六 五 四 太
回 一 。 。九 。

国
四 。 。－ノA、- 七 ｝＼ 五 ーノ、

大 五 四 七 七 七 六 －ノA、- 五 五 四 大
生

九。 。 － ． － ． 。。 生
原 四 四 ｝＼ 四 ｝＼ 1' 四 ーノ、 原

延方
。一 四 ，ノA、－ ．，』、 )¥.. ｝＼ }¥, ーノ、 七 ーノ、 五 五

延方
． 。 。。 。 。。。。)¥.. 。五 四 四 }¥, 七 五

津
。 一 四 五 五 七 ーノ』、 七 ーノム、ー 五 四 四 一津。。 。
知
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知

潮来
。。一 四 五 五 七 七 七 Jー』、 ヨ王 四 四
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代
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代

番
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要
武
秋津 原現
立 玉 手 玉

行方
麻
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守

t
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方
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ムロ
免 自 荷 人 馬

種
税 轄 力

計
車 車 車 車 車

別

大

七
正

七
八

゜
九 ノ，‘ 年

大

四 七
正

八
七

゜
年

大

七
正

九
四 四 年

大

＝ 四 八 正

十
八 年

大
正

ノ＇‘ ノ＇‘ 九 十

七

゜
年

諸

車

歪 大 大 大 大
芯正 正 正 正

十

よ 九 J¥ 七年 年 年 年

株会ネ式土本通舟日a 塁胃
名又

天 四 九 出旅

゜
五 J¥. 8 ノ＼

゜
五 五

四 五 四
ノ＼ ノ~·ヽ ノ'‘ヽ 入客
8 8 8 五 五

゜
七

ヨ五二0エ五三〇0 
ノ1..三こ六三0九三六 0ノI.. ノ五I.. 
ヨ00六0 0 o00 三 0四六0 ＝ 六

出貨
= o 

四 二
七 ＝
ヨ二一九七匹lニ 四 物

00四 00 四
三ヨ ョ0 六 入

000 0 ＝ョノ＼王こ0 五 ノ＼〇0 ノ0‘ 
六 旅

九 九 客
ノ．‘ 五 J¥. 四 収

入
岱ノ・‘ ノ＼ J¥. 六 九
賃五 五 九 五 七

金
四 五 四 九 計ノ＼ 五 J¥ 七
ノ＼ 四 五

汽
船
旅
客
貨
物
及
賃
錢

大

字

辻

ノ

東

南

部

二

北

利

根

川

ノ

支

流

タ

ル

前

川

ア

リ

延

方

村

ヲ

経

テ

鰐

川

二

注

ク

モ

ノ

ニ

シ

テ

北

浦

ヨ

リ

西

浦

又

ハ

千

葉

縣

佐

原

町

及

東

京

市

二

通

ス

ル

航

路

二

嘗

ル

ヲ

以

テ

大

二

舟

輯

ノ

便

ヲ

得

シ

テ

、

然

レ

ド

モ

ー

朝

東

南

風

二

加

フ

ル

ニ

豪

雨

ヲ

以

テ

セ

ン

カ

、

河

水

氾

濫

其

惨

害

ノ

及

ブ

所

測

リ

知

ル

ベ

カ

ラ

ザ

ル

モ

ノ

ア

リ

、

将

来

利

根

河

身

改

修

ノ

竣

工

ヲ

告

グ

ル

ハ

或

ハ

惨

害

ヲ

免

ル

ル

コ

ト

ヲ

得

ン

。

稲

井

川

ハ

大

字

辻

東

北

部

延

方

村

界

ヲ

貫

流

ス

此

ノ

川

ヲ

利

用

シ

慮

々

二

堰

樋

ヲ

設

ケ

灌

漑

二

便

シ

又

蹂

雨

ノ

際

ハ

悪

水

ヲ

放

流

セ

シ

ム

河

身

ノ

所

々

二

清

水

ノ

湧

出

ス

ル

ア

リ

テ

常

二

水

量

涸

レ

ス

シ

テ

田

間

ヲ

巡

回

シ

迂

回

シ

東

南

二

流

下

シ

字

宮

下

二

至

リ

テ

前

川

二

注

キ

入

ル

。

川
尾
池

此

ノ

地

往

昔

ハ

民

有

地

ナ

リ

シ

カ

其

後

荒

蕉

二

属

シ

遂

二

官

有

地

ト

ナ

リ

文

久

二

年

水

戸

藩

々

費

ヲ

以

テ

之

ヲ

掘

盤

シ

灌

漑

用

水

池

ト

ナ

ス

今

灌

漑

反

別

辻

地

二

於

テ

拾

五

町

歩

延

方

地

二

於

テ

拾

四

町

歩

余

、

水

戸

藩

ノ

所

轄

ノ

時

ニ

ア

リ

テ

ハ

藩

費

ヲ

以

テ

浚

渫

シ

来

リ

ン

ガ

其

ノ

制

絶

エ

テ

ヨ

リ

ハ

士

砂

流

入

其

池

全

面

積

ノ

七

八

分

ハ

埋

没

セ

リ

、

現

時

水

利

組

合

ヲ

設

ケ

テ

之

ガ

管

理

ヲ

ナ

シ

タ

リ

シ

ガ

大

正

十

二

年

之

ガ

彿

下

許

可

サ

レ

、

村

有

田

ト

シ

テ

之

ガ

整

地

ヲ

ナ

セ

リ

。

池

沼

河

川

及

堤

防
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風 降 初 初 極

晴 秋 春
雪

度
位 敷 雪 霜 寒

十

［ ［ 
四 十 十 華
回 月 氏月

塁ノ，‘ 
乃 月 下

位 位 至
孟
旬 五

六 度

乱少 西 東 回

積 終 終 極

雨 冬 夏

雪 雪 霜 暑

五

［ >
四 華

月 寸 月 月 氏

塁 乃 上 悶九
陥篇 至 旬 五

度
月 尺
最
少

氣
候
ハ
一
月
ヲ
以
テ
極
寒
ノ
候
ト
ス
。
此
ノ
月
ノ
最
低
温
度
ハ
華
氏
ノ

三
十
五
度
前
後
ナ
リ
。
又
八
月
ヲ
以
テ
極
暑
ノ
候
ト
ス
、
此
ノ
月
ノ
最

高
温
度
ハ
九
十
五
度
内
外
ニ
シ
テ
寒
暑
共
二
中
正
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ

＂ 
氣

候

田
五
郎
池

田
五
郎
池
ハ
大
字
辻
ニ
ア
リ
、
付
近
ノ
地
形
養
魚
二
適
ス
ル
ヲ
以
テ
大

正
二
年
九
月
本
村
青
年
會
ハ
之
ヲ
縣
ヨ
リ
借
用
シ
テ
直
二
養
魚
ヲ
開
始

セ
リ
。

生

本
村
ハ

ニ
字
ヲ
以
テ
組
織
シ
風
俗
等
モ
粗
ボ
相
同
シ
キ
モ
ノ
、
如
シ
、

卜
雖
モ
大
字
築
地
ハ
山
間
ノ
部
落
ニ
シ
テ
全
ク
農
ナ
ル
ヲ
以
テ
生
活
ノ

程
度
モ
低
ク
大
字
辻
ハ
交
通
至
便
商
工
業
全
戸
敷
ノ
ニ
割
五
分
ヲ
占
ム

ル
ヲ
以
テ
生
活
ノ
程
度
モ
高
シ
、
然
レ
ド
モ
何
レ
モ
性
行
淳
朴
ニ
シ
テ

健
証
ノ
風
ナ
リ
皆
ヨ
リ
其
ノ
業
ヲ
動
ミ
絶
テ
華
奢
ノ
俗
ヲ
見
ス
特
二
納

税
ノ
如
キ
ハ
能
ク
其
ノ
義
務
ヲ
重
ン
ジ
滞
納
等
ナ
ク
成
績
優
良
ナ
ル
ヨ

リ
其
筋
ヨ
リ
表
彰
ヲ
受
ケ
タ
リ
。

字
内
ヲ
敷
組
二
分
チ
一
組
戸
敷
多
キ
ハ
六
十
六
戸
少
キ
ハ
ニ
十
八
ト
シ

各
組
二
長
ヲ
置
キ
外
二
封
シ
テ
ハ
組
ヲ
代
表
シ
内
ニ
ア
リ
テ
ハ
組
二
係

ル
一
切
ノ
幹
旋
ヲ
ナ
ス
、
吉
凶
禍
福
ノ
場
合
ニ
ハ
富
者
ハ
組
内
各
戸
二

人
宛
ノ
手
傭
ヲ
受
ケ
来
者
ヲ
饗
シ
貧
者
ハ
大
抵
五
人
組
及
ヒ
親
戚
ニ
テ

之
レ
ヲ
ナ
ス
ヲ
慣
例
ト
セ
リ
。

生
業
ハ
大
字
辻
ハ
縣
道
二
沿
ヒ
テ
商
家
軒
ヲ
列
ネ
潮
来
町
卜
境
界
ヲ
明

ニ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
然
レ
ド
モ
商
業
専
業
ノ
モ
ノ
ハ
甚
ダ
少
ク
シ
テ

農
業
ヲ
以
テ
生
業
ト
ナ
ス
モ
ノ
過
半
ヲ
占
ム
、
又
前
川
附
近
ノ
住
民
ハ

漁
業
ヲ
副
業
ト
シ
女
子
ノ
副
業
ハ
機
織
ノ
外

一
般
二
筵
織
二
従
事
ス
。

大
字
築
地
、
貝
塚
、
江
寺
ハ
山
野
二
住
ス
ル
ヲ
以
テ
皆
何
レ
モ
農
業
ニ

従
事
シ
且
ツ
養
蚕
ノ
業
亦
極
メ
テ
盛
大
ナ
リ
。
農
閑
副
業
ハ
木
炭
ヲ
製

造
シ
又
横
薪
等
ヲ
採
製
シ
テ
販
蛮
ス
、
女
子
ノ
副
業
ハ
略
大
字
辻
二
同

ジ。

風

業 俗
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朱
書
ハ
其
業
ヲ
副
業
ト
ス
ル
モ
ノ
A

数
ナ
リ

業職無 其 公 交 商 工 漁 園 林 養 飼 業作農
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者詳他其ノ 助者活ルス恩給等等収券土地
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ノ
及
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職
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農

業

状

態

耕
地
整
理
ハ
従
来
唯
希
望
ヲ
懐
ケ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
末
何
等
ノ
設
備
モ
ナ

サ
ス
又
悪
水
路
ハ
大
字
辻
東
北
部
延
方
村
界
ヲ
貫
流
ス
ル
稲
井
川
ヲ

利
用
シ
慮
々
堰
樋
ヲ
設
ケ
概
濯
ニ
便
シ
震
雨
ノ
際
ハ
悪
水
ヲ
放
流
セ

シ
ム
、
又
字
塔
ノ
下
水
溜
一
帯
ノ
周
リ
利
用
シ
奉
季
彼
岸
ヨ
リ
貯
水

シ
テ
濯
概
セ
シ
メ
濯
瓶
田
（
通
稽
下
田
）
挿
秩
終
ル
ヲ
待
チ
放
水
シ

テ
植
付
ヲ
ナ
ル
ヲ
古
来
ヨ
リ
ノ
慣
例
ト
セ
リ
、
排
水
ノ
設
備
ニ
至
リ

テ
ハ
末
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
唯
一
二
反
歩
模
範
的
ニ
明
渠
暗
渠
ヲ
設

ケ
シ
ノ
ミ
ナ
レ
ド
モ
将
来
ハ
用
悪
水
路
ノ
改
修
及
排
水
文
ハ
濯
概
ノ

設
備
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ア
リ
、
而
シ
テ
土
地
ノ
改
良
ノ
方

法
ヲ
計
リ
地
方
ヲ
増
シ
又
畦
畔
ヲ
利
用
シ
牧
益
ヲ
畢
ク
ル
等
大
ニ
講

究
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
事
ナ
ル
ベ
シ
。

農

業

ノ

設

備

農
用
屋
舎

農
用
屋
舎
ト
シ
テ
第
一
ニ
必
要
ナ
ル
ハ
肥
料
舎
ナ
リ
、
目
下
改
良
方

奨
働
中
ニ
シ
テ
模
範
的
肥
料
舎
五
六
棟
ヲ
建
設
シ
其
ノ
効
果
ヲ
示
セ

リ
、
タ
メ
ニ
各
字
共
ニ
年
々
増
加
ノ
趣
キ
ア
リ
、
其
ノ
構
造
ハ
六
坪

乃
至
十
坪
ニ
シ
テ
木
造
ノ
査
葺
ナ
リ
周
園
ニ
ハ
地
上
約
四
十
五
尺
ノ

所
マ
デ
壁
塗
リ
ト
シ
其
他
ハ
板
或
ハ
藁
ヲ
以
テ
掩
ヘ
リ
納
屋
ハ
別
ニ

更
築
ナ
キ
モ
各
農
家
何
レ
モ
一
棟
ヲ
有
セ
リ
、
又
ホ
小
屋
物
置
兼
用

ノ
モ
ノ
モ
ア
リ
穀
倉
ハ
板
倉
若
シ
ク
ワ
土
蔵
等
ナ
レ
ト
モ
間
々
居
宅

物
置
兼
用
ノ
建
物
ヲ
充
用
セ
リ
。

養
蚕
室
ハ
未
専
用
ノ
建
物
ナ
キ
モ
何
レ
モ
物
置
又
ハ
居
宅
ニ
適
嘗
ノ

設
備
ヲ
施
シ
充
用
セ
リ
。

農
用
器
具

田
鍬
、
畑
鍬
（
三
本
四
本
子
）
万
能
、
馬
耕
器
具
、
マ
ン
ガ
ト
ン

ビ
、
唐
鍬
、
稲
妻
刈
鎌
、
草
木
刈
鍬
、
唐
箕
万
石
、
筒
、
箕
、
稲

妻
扱
機
、
臼
、
摺
臼
、
杵
、
庭
打
杵
、
肥
桶
、
肥
俵
、
ピ
ク
番
、

水
車
、
鋤
、
簾
、
其
他
養
蚕
器
具
ニ
在
リ
テ
ハ
特
殊
ノ
モ
ノ
ナ
ケ

レ
ト
モ
近
来
竹
寵
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
割
合
ニ
少
ク
木
材
、
七
三
ト

稽
ス
ル
モ
ノ
ヲ
引
割
リ
割
竹
ニ
打
付
ケ
シ
モ
ノ
ヲ
用
ス
ル
モ
ノ
多

シ
。
本
村
内
ニ
於
ケ
ル
主
要
作
物
中
販
費
用
ト
シ
テ
米
ヲ
第
一
ト

シ
、
大
豆
、
小
饗
、
蕃
苔
、
大
麦
之
ニ
亜
ク
原
料
用
ハ
桑
ヲ
除
ク

外
暴
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
食
料
用
ハ
競
莱
、
蕎
麦
ト
ス
。

栽
培
地
ハ
大
字
辻
ヨ
リ
大
築
地
ニ
達
ス
ル
路
傍
ニ
稲
井
川
ニ
沿
ヘ
ル

モ
ノ
大
部
ヲ
占
メ
其
他
ハ
前
川
沿
岸
及
ヒ
山
林
又
ハ
畑
ノ
問
ニ
介
在

セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
濃
田
多
ク
乾
田
ハ
其
ノ
一
部
分
ニ
過
キ
ス
地
味
概
ネ

肥
沃
ニ
シ
テ
大
字
築
地
山
間
ノ
少
部
分
ニ
ハ
婿
薄
地
ア
リ
種
類
ハ
早

稲
中
稲
ニ
シ
テ
各
其
ノ
半
以
上
ヲ
占
ム
、
早
稲
ニ
在
リ
テ
ハ
上
線
コ

ボ
レ
三
尺
芋
大
部
分
ヲ
占
メ
稲
ニ
在
リ
テ
ハ
愛
国
種
最
モ
多
シ
晩
稲

ハ
其
ノ
跡
影
ス
ラ
認
メ
ズ
。

噌
E
A

F
H
U
 



大 大 大 大 大 年
正 正 正 正 正
十
十 九 )¥ 七

年 年 年 年 年 度

三五

一一 一 ー 一
未f段前ー』』．

七 七 七／、

三五
)¥. 九 九 九 九 段

♀上よ

--'- 1、ー・ 1' ームー 七 関丁／、 ／、

♀上J.. 七 七 七 九。
一一一一一防丁一一一一 S上J.. －－＇』．
／、

回了

四
．」』. -L- ．」】．

七 ♀上J.. ／、 ／、 ／、

五
四丁。。。。。♀上よ

一一一一 ぷロ弘、。
．ノ」、．． ．ノ」、ー－ ノー」、．． ノ．」、．． ，ノJ、』． 計

農
£ロ』 自 自 種
作
兼

ZIJ 計 作 作 作

一
大

一 正
八 九 四 七

／ー」、ー・ 一七 七 年

一
大

一 正
｝＼ 九 四 )¥ 

ー／ム、ー 一七 七 年

一
大

一 正
)¥. 九 四 九

ー／ム、ー。七 九 年
一

大

一 正
)¥. 九 四 十

ー』ー・ 。七 九 年／、

大
一 正
一 十。七 )¥. 四...,,_ 一五 九／、 年

家

其

（耕作スル耕地（田畑）ノ庚狭ニヨリ区別）

大 大 大 大 大
年正 正 正 正 正

十
十 九 )¥. 七
年 年 年 年 年

度

一一一事量
農数業

四 四 四

隼程度中 ，、、
之
ーー
zズ， 
ノレ
司E。。。。。
事業シノヲ

大重度 タ。。。。。ノレ売壬
ノ

一一一一一習量ケヲタベ慣司ス骨e畠事闘曹t 
七 七 七 七 七

A’ノ
五 五 五 玉 五 岨e＝』J、

ノヲ2・院 ~忌

一 一一一一 iロ:... 。。。)¥. )¥. 
九 九 計
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農家其

iロ:... 兼 本 種

計 業 業
}Jlj 

一
大
一正一
四 七 七

ー』』．
七 九 年／、

一
大

一 正
四 七 )¥ 

ー」』．
七 九 年／、

一
大

一 正
四 七 九

....L- )¥. ｝＼ 年／、

大
一 一正一
四 七 十
t、- )¥. )¥. 年

大
一 一正一 十。一九
ー＆ー 一五／、 年

農

業

農

家

其

農業教育ヲ受ケタル者

大 大 大 大 大
年正 正 正 正 正

十
十 六」 )¥. 七
年 年 年 年 年

度

一 五

玉 七 七 七 七 段未満
五 五

互E
一一一一一一一 段
一一一一一ε上J.. 四 四 四 四

一 四 四 四 四 岡丁
九 四 七 ε上J.. 

四丁

一ー／ム、ー ームー 七 一ε上ょ／、

主E
回丁

一ーノ、 ー」ー・ 一 一£上よ／、

十
回丁。。。。。♀上J.. 
£ロ』

計

農

家

其

四

（

耕

作

（田
畑
）
所
有
ノ
贋
狭
ニ
ヨ
リ
区
別
）



甘 大 腕 小 大 奏 米
種

角 小 裸 大 陸 精 梗

計 計

藷 豆 豆 豆 豆 泰 泰 泰 米 米 米
別

作
四

四 四

゜
)¥. 五 付 大

町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 反

五

゜゚゜゚゜゜
五 別正

ヽ ヽ 収 七
｝＼ ノ＇‘ 
ノ＇‘ 四 J¥ 四 九 九 五 穫 年

九 ノ＇‘ 四 四 )¥. 

゜
五 }¥. 

石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 高

作
四

四 四

゜
ノ，‘ 付 大

町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 反

八

゜゚
九 五

゜゜
八~

゜゚
)¥. 別 正

五 ヽ ヽ 収八
ノ． ヽ 八0 }¥. 四
四 五 ノ＇‘ 四 ｝＼ 四 五 穫年8 
ヽ

゜
ノ＇‘ 

゜
九 四 四 J¥ 九

゜゚
九

貫 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石
尚． 

作
四

゜四 五 九 四 九 五 ノ，‘ 七 付大
町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 反
四

゜゚
五 五 七 ノ＇‘ ）＼ 

゜
八 別正

九六 ヽ

元 収七 ノ＇‘ 四g 頁

四 五 ノ＇‘ 五

゜
七 穫年

゜
五

゜
九 五 J¥ 

゜
ノ＇‘ 九

゜石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 高

作
四

五 四 五 四 五 九 五 四

゜
付大

四 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 反

五 四

゜
ノ＇‘ 五

゜
五

゜
五

゜
別正

J¥ 七

： d 元 d ヽ 元 ヽ 収 十
四

七 J¥ 

゜
五 九 穫年

七 四 五

゜゚
弓

゜゚゜゚゜石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 石 高

作
四 付 大
四 五 ノ，‘ 九 五 四

゜町 町 町 町 町 町 町 町 反 正
七 五

゜
五

゜
五

゜
別

十
収

ノ，‘ 四
四 五 七 ノ＇‘ 七

゜
穫

七 五

゜
四

゜
四

゜
尚． 年

石 石 石 石 石 石 石 石

主

要

農

産

物
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山
畑 田 地林 目

全

段
五 五 五 國
畝 畝 畝
強 弱 弱

本

段
四 ....L. ノ‘ 段 郡
畝
塁塁強

本

七 四 七 村
畝 畝 畝
弱 弱 弱

ノ
如
シ

更
二
之
ヲ
人
口
二
割
リ
営
テ
全
國
及
本
縣
本
郡
等
二
比
較
ス
レ
バ
左

器宅 畑 田

四 四
段 段 段
八
畝 畝
塁
畝

弱 弱 弱

右
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
之
ヲ
戸
数
二
割
嘗
ツ
レ
バ

ニ
戸
平
均
左
ノ
如
シ

以
上
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
比
較
上
下
位
二
在
リ
サ
レ
バ
、
今
後
人
口
増
殖

二
伴
ヒ
本
村
ノ
探
ル
ベ
キ
方
針
ハ
集
約
的
農
業
卜
他
町
村
土
地
耕
作

ト
商
工
業
痰
達
ト
ノ
方
面
二
努
カ
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

は宅 畑 田
百

百 ノ＇，、
十 十 十

十 四
町 町 町 町
四 四
段 段 段
七 四 四

畝 畝 畝 畝

十 土ノ，‘ヽ ｝＼ 
歩 歩 歩 歩

地 地 地 地
債 債 償 債

四
四 万
千 ノ，‘ 
五 ノ＇‘ 千

七 百 千 百
百 ノ＇‘ 百
十 十 ノ＇‘ 十

十 五
円 円 円 円
九 五 七 五
十 十 十 十

ノ＇‘ 九
銭 銭 銭 銭

本
村
内
ノ
耕
地
ハ
左
ノ
如
シ

耕

地

山

林

大 大 大 大 大
年正 正 正 正 正

十
＋ 九 八 七

年 年 年 年 年
度

゜呉呉
→ 

ノ＼ 六 九

七 七 五
毛

其

゜゚゜
田

J¥ ノ＇‘ 六 ノ~，ヽ 九 他 地七 七 宝
反

計 別

五 七 七 五 四
普

五 ノ＇‘‘ ノ，‘ ノ，‘ 四 通
胃四 四 }¥. 
毛
緑

ノ＇‘ ノ，‘ ， 田
五 ノ，‘ 四

地
四 四 )¥. 

反

別
五 七 七 七 四 計
八・ 七

ムロ

入 入 入 入 八 計

一
毛
作
及
二
毛
作
以
上
作
田
地
反
別

芸 A ロ 小 自 種
作―

計 作 作 別地戸一

姦^  ＝ 哭 き 墨II]田大
習

｀ 
詈 邑畑 正七
--さ 忌 癸計年＝ ＝ 

芸^  烹 墨 悶田大
誓 詈 墨 盃

正
畑八

一
こ5

翌 支計年栞

愚 = • Jヽ 見 房田大

忌ヽ ミ塁艮畑
正

九

公
さ

仝 年ニー 天 計

夏 ＝ 一ノ‘ 烹房田 大

邑

｀ 
塁ミ畑

正

十

公 己 会計 年→二 哭

§ 晃 長； 田大
唇 息

空 邑
正

石
畑 十

g 呈 公
J.、

五一
計 年

耕

作

段

別

合 小 自 種

計 作 作 別

哭 弓墨IJ田大

贔 塁 言畑
正

七
と

忌 癸計 年
一
ノ＝‘ 墨 匁田大
喜 悶 盃畑

正

八
さ

翌 支計 年

... ’‘ 烹 忽田大

｀ 
塁ミ畑

正

九

゜ 金計
年

一
妥

夷 見 房田大

占塁 長畑
正

十
さ5
金 年

— 
ま
計

＝ 一, .. 忍； 田大
巴
空 唇

正

ヱ 畑 十

葵
公 年9.、
盃
計

耕

作

地

段

別
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地債最高最低及平均額

雑 池 牧 原 山 宅 地
種 畑 田
地 沼 場 野 林 地 目

m 写掌署大長.: 
字大 大字 字大

字

辻i字中土 辻辻宇中 i宇i中土土

ま字土 場

田 最
三E所
良日

一 ーノ、。。)¥. 段。円 。円 円 円 高
円 金1L 。。 。 ーノ、。 。。。。。一

宅肇台謀大F首"' 
宇筆東

字大

東大挙重
宅筆慕大F= 場

東築地字
最
所

国

一
一一。四 。段
8 円 円 。。円 円 円 低
五 豆王

金
九 。。 ｝＼ 。 。 。 ムノ、

)¥. 平九 七
円 円 円 均

五 四 段
丸6 九， 豆王 金。 七 五 ーノ、四

副

業

ノ

状

態

本
村
ニ
在
リ
テ
ハ
古
来
副
業
ナ
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
カ
近
来
世
ノ
趨
勢

ト
各
自
経
済
ノ
園
満
ト
ヲ
計
ル
タ
メ
養
蚕
業
ノ
有
利
ナ
ル
ヲ
認
メ
漸

次
増
加
ノ
傾
キ
ア
リ
、
又
農
閑
ヲ
利
用
シ
製
蓬
ヲ
営
ム
モ
ノ
多
ク
、

其
ノ
所
得
今
ヤ
軽
視
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
到
レ
リ
、
然
シ
ド
モ
其
ノ
方

法
状
態
等
箪
純
ニ
シ
テ
特
ニ
記
述
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。

副
業
ノ
種
類
ハ
養
蚕
業
製
廷
業
ナ
レ
ド
モ
主
業
ハ
米
作
ニ
在
ル
ヲ
以

テ
何
レ
モ
米
作
ニ
関
係
ヲ
及
サ
ザ
ル
範
囲
ニ
於
テ
各
々
管
ミ
ツ
ツ
ア

リ
其
内
製
建
業
ニ
従
事
ス
ル
ハ
多
ク
ハ
女
子
ニ
シ
テ
原
料
ハ
各
自
牧

納
セ
シ
蕎
ヲ
以
テ
之
ヲ
織
製
ス
而
シ
テ
其
ノ
器
具
ハ
最
モ
簡
箪
ナ

リ
、
然
レ
ト
モ
製
縄
機
製
蓮
機
ノ
漸
次
使
用
セ
ラ
ル
〉
ノ
状
態
ニ
在

レ
ハ
進
歩
モ
亦
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
。

養

状

態

蚕

春
蚕
中
最
モ
多
ク
飼
育
ス
ル
モ
ノ
ハ
又
昔
、
青
熟
中
巣
等

ニ
シ
テ
之

ガ
供
給
地
ハ
長
野
豚
最
モ
多
ク
、
本
賂
、
福
島
、
群
馬
及
北
海
道
之

ニ
亜
グ
購
入
方
法
ハ
共
同
購
入
者
割
合
ニ
少
ク
、
各
自
仲
買
商
又
ハ

製
造
家
ヨ
リ
購
入
シ
ツ
〉
ア
リ
、
文
蚕
種
ノ
貯
蔵
法
概
ネ
貯
蔵
器
ニ

ヨ
ル
ト
雄
モ
或
ハ
土
蔵
又
ハ
居
宅
中
寒
暖
ノ
差
少
キ
慮
ヲ
撰
ミ
吊
ル

シ
置
ク
モ
ノ
ア
リ
。

飼
育
方
法
ハ
大
字
築
地
ニ
ア
リ
テ
ハ
稚
蚕
共
同
飼
育
ヲ
行
へ
成
績
良

好
ナ
リ
又
共
同
外
ノ
飼
育
者
ノ
雄
モ
専
心
研
究
シ
改
良
ヲ
加
へ
ツ
、

ア
ル
ヲ
以
テ
失
敗
者
少
ナ
リ
産
額
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ス
、
桑
葉
ハ
自
国

栽
植
ノ
モ
ノ
ニ
テ
供
給
シ
得
ル
ヲ
以
テ
敢
テ
他
町
村
ヨ
リ
供
給
ヲ
仰

カ
ズ
又
繭
ノ
販
賓
方
ハ
何
レ
モ
乾
燥
場
ノ
設
備
ナ
キ
ヲ
以
テ
概
ネ
生

繭
ニ
テ
販
責
ス
故
ニ
時
々
損
失
ヲ
被
ル
コ
ト
ア
リ
、
乾
燥
場
設
置
奨

働
ノ
必
要
ア
リ
。

販
費
地
ハ
自
村
或
ハ
潮
来
町
、
牛
堀
等
ノ
仲
買
人
ガ
信
州
製
糸
家
ノ

出
張
所
等
ナ
リ
、
蚕
業
ハ
農
家
副
業
中
最
モ
有
望
ナ
ル
ヲ
以
テ
逐
年

増
加
ノ
傾
キ
ア
リ
。
殊
ニ
秋
蚕
ニ
至
リ
テ
ハ
農
閑
コ
レ
ヲ
管
ム
コ
ト

ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
最
近
殊
ニ
盛
大
ニ
向
ヒ
ツ
〉
ア
リ
、
将
来
一
層
ノ
奨

励
ト
農
家
ノ
自
覚
ト
ニ
侠
タ
パ
一
候
ノ
進
境
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
シ
。
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畜

産

ノ

状

態

畜
産
ト
シ
テ
ハ
馬
ヲ
駄
馬
用
ニ
飼
育
シ
或
ハ
近
来
朝
鮮
牛
ヲ
以
テ
之

ニ
代
用
ス
ル
者
モ
少
カ
ラ
ズ
、
又
鶏
及
家
鴨
ノ
多
キ
ハ
数
十
羽
、
少

キ
モ
二
三
羽
飼
育
セ
ザ
ル
農
家
無
シ
。

近
来
、
馬
耕
、
牛
耕
等
盛
ニ
行
ハ
ル
〉
ノ
ハ
喜
パ
シ
コ
ト
ナ
リ
。

小
作
ニ
関
ス
ル
事
項

小
作
地
ノ
種
類
ハ
田
・
畑
・
桑
園
ナ
リ
。
契
約
年
限
ハ

二
年
及
五
年

ナ
レ
ド
モ
小
作
料
ノ
怠
納
ナ
キ
限
リ
ハ
期
限
ニ
拘
ハ
ラ
ス
小
作
セ
シ

ム
締
約
期
節
ハ
団
地
ニ
在
リ
テ
ハ
多
ク
ハ
十
二
月
畑
地
ニ
在
リ
テ
ハ

夏
毛
作
収
了
ヲ
待
チ
概
ネ
十
月
ニ
締
約
ス
小
作
料
納
付
ノ
期
限
ハ
田

ハ
毎
年
十
月
ヨ
リ
十
二
月
ノ
問
ニ
納
メ
畑
ニ
ア
リ
テ
ハ
毎
年
十
二
月

中
ニ
納
ム
豊
凶
ニ
依
ル
小
作
料
ノ
増
減
ニ
ツ
キ
テ
ハ
本
村
及
潮
来
町

延
方
村
地
主
ニ
於
テ
組
織
セ
ル
積
徳
講
ナ
ル
一
ノ
組
合
地
主
曾
ア
リ

毎
年
十
月
集
曾
シ
豊
作
ニ
ハ
増
額
セ
ザ
レ
ド
モ
凶
作
ニ
ハ
減
額
ノ
歩

合
ヲ
決
定
シ
該
決
定
額
ヲ
以
テ
納
付
セ
シ
ム
ル
例
ア
リ
、
又
怠
納
者

ノ
知
キ
ハ
稀
ナ
ル
モ
敢
テ
強
請
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ナ
ク
謹
書
ヲ
換
へ
漸

次
償
還
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ス
、
小
作
地
ニ
係
ル
、
諸
費
用
ハ
大
抵
地

主
ニ
於
テ
符
負
担
シ
又
小
作
地
ニ
永
久
改
良
ヲ
施
シ
タ
ル
場
合
ハ
地

主
ニ
於
テ
セ
シ
時
ハ
増
牧
ノ
歩
合
ニ
謄
シ
小
作
料
ヲ
増
額
ス
ル
モ
小

作
人
ニ
於
テ
セ
ン
ト
キ
ハ
増
牧
ノ
歩
合
ニ
臆
シ
大
抵
据
置
年
期
ヲ
付

シ
期
明
ケ
ニ
至
リ
増
額
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
小
作
地
ヲ
責
買
シ
タ
ル
時
ハ

旧
地
主
或
ハ
小
作
人
ヨ
リ
新
地
主
ニ
交
渉
シ
依
然
耕
作
ス
ル
モ
ノ
多

ケ
レ
ド
モ
場
合
ニ
ヨ
リ
返
地
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
作
物
ニ
於
テ
ハ
制
限

ス
ル
モ
ノ
ヲ
見
ス
小
作
人
奨
働
及
保
護
ノ
方
法
ハ
末
何
等
ノ
説
ケ
無

シ
地
主
小
作
人
間
ハ
交
誼
親
密
ニ
シ
テ
不
調
和
等
ヲ
見
セ
レ
ト
モ
、

葱
ニ
小
作
者
ノ
自
ヲ
相
戒
メ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル

コ
ト

ハ
近
来
小
作
者
ニ

於
テ
自
作
米
ヲ
粗
悪
米
ト
交
換
シ
納
ム
ル
コ
ト
ア
リ
斯
知
キ
ハ
将
来

地
主
小
作
人
間
ニ
不
調
和
ヲ
生
ス
ル
ノ
因
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
之
カ
矯
正

ノ
方
法
ヲ
講
ス
ル
ハ
目
下
ノ
急
務
ト
云
フ
ベ
シ

小

作

料

歩

合

萱
反
歩
ニ
封
ス
ル
地
主
小
作
料
ノ
所
得
歩
合
ハ
地
主
ニ
ア
リ
テ
ハ

田
、
玉
、
或
ハ
四
、
五
畑
桑
園
ト
モ
ニ
二
、
九
五
、
小
作
人
ニ
ア

リ
テ
ハ
田
、
玉
、
或
ハ
玉
、
玉
、
畑
、
桑
園
ト
モ
七
、
O
五
ノ
割
合

ナ
リ
。

po 
po 
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農
業
ハ
本
村
業
務
中
ノ
本
体
ニ
シ
テ
先
祖
是
ヲ
以
テ
斯
ノ
村
ヲ
経
螢

シ
子
孫
亦
是
ヲ
以
テ
斯
ノ
村
ヲ
経
営
セ
ザ
ル
可
ラ
ス
。
而
シ
テ
将
来

斯
業
ノ
改
良
二
至
リ
テ
ハ
、
牛
馬
耕
ヲ
将
動
シ
以
テ
努
カ
ノ
節
約
ヲ

圏
リ
或
ハ
副
業
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
以
テ
経
渭
ノ
園
満
ヲ
期
シ
或
ハ
耕
地

整
理
米
作
ノ
改
良
、
肥
料
ノ
改
善
研
究
等
此
等
諸
問
題
ヲ
學
グ
レ
ハ

枚
學
二
暇
ア
ラ
ズ
然
レ
ド
モ
農
村
問
題
ノ
基
調
ハ
農
民
ノ
自
覺
奮
起

ニ
ア
リ
宜
シ
ク
村
民
一
致
之
力
自
覺
卜
奮
動
ト
ニ
ョ
リ
改
善
ノ
宵
ヲ

暴
ゲ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
。

泰
山
ハ
士
壌
ヲ
譲
ラ
ズ
是
ヲ
以
テ
高
シ
河
海
ハ
細
流
ヲ
揮
ハ
ス
是
ヲ

以
テ
大
ナ
リ
ト
蓋
シ
微
ヲ
積
ヲ
積
ミ
大
ヲ
謂
ナ
リ
、
勤
倹
貯
蓄
モ
亦

此
旨
趣
二
外
ナ
ラ
ス
而
シ
テ
勤
倹
ハ
人
性
ノ
徳
行
ニ
シ
テ
個
人
ニ
ア

リ
テ
ハ

一
家
ノ
幸
福
ヲ
増
進
シ
又

一
國
二
在
リ
テ
ハ
其
富
カ
ヲ
増
殖

ス
蓋
シ
個
人
ノ
富
卜
國
家
ノ
富
ト
ハ
其
起
原
全
力
同
―
ニ
シ
テ
ニ
ア

ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
勤
二
因
テ
之
ヲ
得
倹
二
因
テ
之
ヲ
積
ミ
以
テ
不
時

ノ
用
二
供
ス
ル
ト
同
時
二
常
二
経
渭
ノ
圏
満
ヲ
致
シ
人
ヲ
シ
テ
自
尊

自
重
ノ
念
ヲ
強
カ
ラ
シ
メ
自
主
獨
立
ノ
精
神
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
是
ヲ
以

テ
内
二
在
リ
テ
ハ
身
ヲ
修
メ
家
ヲ
斉
ヒ
外
二
在
リ
テ
ハ
公
益
二
努
メ

順
良
ノ
民
タ
ラ
シ
ム
ル
ノ
効
果
ア
リ
其
徳
亦
大
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
キ
ナ
リ
。

勤

倹

貯

蓄

農

業

改

良

桑
畑
及
茶
畑
反
別

疇
尺
塁
息
息

-•
O 

・種
馬！牛．
別

大
正
七
年

六
五

大
正
八
年

一
大
正
九
年

一

三

六

五

六

〇

大
正
十
年
＿
大
正
十

一
年

三

八

六

0

六
四

耕

作

用

牛

馬

合 丑五種
計 モヲ 別ノナ ノヲ

更 ＝ ..:.IIJ 田 大工

菱
七 畑

正

＝ コ 七

葵
全゚
冠 計
年

= 一ノ‘ →= 孟 田大

｀ 
差 畑

正
叩
八

さ

免 計 年

一
癸

モ'‘ 良 空 田大

曇 器 呈 畑
正

九
さ

芝 墨計 年ニ—

畏 癸 空 田大

ミ 語 呈畑
正

十
さ

烹 墨計 年

= 人 ,~ 二
田大

d 士
正

さ 芸 ヌ畑 十

呈塁 菩 計年← 

牛
馬
耕
ヲ
為
シ
及
為
サ
ザ
ル
田
畑
反
別
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副

業

ノ

奨

励

本
村
唯
一
ノ
副
業
ハ
製
廷
養
蚕
養
鶏
ニ
シ
テ
今
統
計
調
査
ノ
示
慮
ニ

ヨ
レ

パ
製
蓮
産
額
ハ

一
ヶ
年
六
千
五
百
円
、
養
蚕
業

ハ
四
千
八
百

円
、
養
鶏
業
ハ
二
千
二
百
円
ニ
シ
テ
此
等
副
業
ハ
我
村
経
済
ヲ
補
フ

砂
少
ナ
ラ
ス
殊
ニ
製
廷
業
ノ
如
キ
ニ
至
ニ
テ
ハ
原
料
ハ
自
家
牧
得
ノ

蕎
ヲ
以
テ
ス
ル
故
其
量
豊
富
且
資
本
金
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
又
其

作
業
ハ
農
閑
或
ハ
風
雨
等
野
外
ニ
於
テ
労
働
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
時
ヲ
利

用
ス
ル
故
農
家
ニ
在
リ
テ
ハ
恰
嘗
ノ
副
業
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
然

レ
ト
モ
唯
遺
憾
ニ
堪
ヘ
サ
コ
ト
ハ
未
タ
最
モ
有
利
主
便
ナ
ル
之
ガ
器

械
ノ
綾
明
ナ
キ
事
ニ
シ
テ
若
シ
之
ガ
適
嘗
ナ
ル
稜
明
ア
ラ
シ
ニ
ハ
一

層
ノ
産
額
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
、
唯
目
下
ニ
在
リ
テ
ハ
品
質
ヲ
優
良
ニ

シ
償
額
ヲ
高
メ
販
路
ヲ
贋
ク
ル

ニ
在
ル
ノ
ミ
文
養
蚕
業
ハ
比
較
的
強

力
ナ
ル
労
働
ヲ
要
セ
ス
老
幼
婦
女
ヲ
シ
テ
従
事
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ヲ

以
テ
奨
働
ス
ベ
キ
齢
地
ア
ル
モ
ノ
ノ
知
シ
、
尚
近
年
繭
相
場
ヲ
見
ル

ニ
精
ニ
モ
ス
レ
パ
収
穫
時
季
ニ
ア
リ
テ
下
落
ヲ
来
タ
ン
漏
ニ
折
角
ノ

苦
心
惨
惜
ノ
結
果
豊
作
ノ
牧
繭
モ
債
格
低
下
ノ
震
メ
橡
期
ノ
牧
穫
ヲ

得
ル
能
ハ
サ
ル
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
将
来
蚕
業
組
合
ヲ
設
ケ
シ
メ
乾
燥

場
ヲ
置
キ
資
金
要
望
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
低
金
利

ニ
融
通
セ
シ
メ
適
嘗
ノ
時

期
ヲ
見
テ
貰
却
ス
ル
等
此
等
奨
働
ノ
道
ヲ
設
ケ
且
ツ
飼
養
者
ヲ
奨
働

セ
パ
優
ニ
現
在
ノ
五
割
増
牧
ヲ
見
ル
ハ
容
易
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ
、
又
養

鶏
業
ハ
種
類
ノ
改
良
ヲ
計
ラ
パ
二
割
ノ
増
牧
亦
難
事
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ

シ。

水

産

主
要
ナ
ル
漁
場

名

稽

浪

逆

浦

漁業戸数及漁業者

者漁業 戸 種

計 女 男
数 類

本業 大

七 七 七｜裂正七
七 七 七 計年

本業 大

九 九 九 E業lj 
正
)¥ 

九 九 九 計年

本業 大

)¥ )¥ )¥ 業111 
正
九

)¥ )¥ )¥ 言十年

一 一一本業 大
四 四 四 業高リ

正
十

五 五 五 計年

一 一一｜ 本業 大正
五 五 五 業副 十

1、M・ 1、-?:. ・計年
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主ナル水産物

iロ~ 藻 其 其 種

他介類
他魚 鮒 総 鱒 鰻 健

計
類 類

類

数量大。。 一
四三二p。。五 正

五 一慣格七七 ，ー』、｝＼ 一｝＼ 丸a。ヰrロ 年。四 。四 四 五
一 数量大一、 。。一四 一四F号 五 。ーノ、五 正
一 債格

)¥ 、

ヨ王 四 JI.. 。。五 七 年
｛ ノ、。。 五 ーノ、四
一 数量大。。 四 四
五 。六 五 正
一一慣格九一、

ヨ王 一一。。。。主 七 年
六 五 五 六 四

8 
一 一 数量大8 六 五 五

JI.. 。。。 。正
一一一 一 一一

慣格
十

ヨ三C玉玉コ｝＼ 五 六 。｛ ノ、 。。七 。。年。五 六

一 一 数大プ『、
七 五 七 四 ヨ王 正ヨ亡コ王 。。五 。。。量

｝＼ 
債格

十

4ヨ~王、 七 五 七 四 四 五 年。。五 。。。



醸

造

種
類

書；

三数｜八
五 量
きでサ年

一き梧

大

正

九

年

大

正

十

年

大

醸
造
家」
州
国

劇
量
↓ー
債
格

一醸
造

雪

刷
出

劃

劃
↓
慣
格

一醸
造
劇

二
二
一
、二
五

o＝
＝一
1
0
一

一

一
八
＝
、三
四

一Q
七（
）

一

一

ーーτ
ぺ＝
豆王

四

一唾｜正
八 一

三副十
否量－

~ I僧｜年
8語

四

副業的工産物

鮭草属及草 縄 夙 蓮
種
類

醸数造

大
職
工正

数七
量

格慣

年

醸造家

大
職
工正

数量
)¥. 

債格

年

醸造家一 五
五 。。。大
一職

一 四 五 工正
五 。。。

8 
一、
き§ 
数九

Cコ
量

主王

債格

年
四 ア＝ 豆王

J¥.. :tt. 。。。吃＝ 吐＝

一六 Jー』、醸造家
五 互王 。。大
一職

一 五 五 工正
五 五 。。
→g ＝ 8 § § 数量

十

き§ 慣格
年

ヨ王

r:9 コ Cコ

一 ，，』、醸豪大
七 。。。
一職正一 工

七 。 。
一
富
数十

→＝ 一§ ｛－、3、
CJ 

量一

償格年一 jτ~ ヨ5王 ア（：句、〉
せ＝ l!9 
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ふ
る
さ
と
潮
来

第
十
七
輯

s二
十
六
輯
ま
で

ふ
る
さ
と
潮
来
第
十
七
輯
（
文
部
大
臣
賞
受
賞
記
念
特
輯
号
）

文
部
大
臣
表
彰
受
賞
を
記
念
し
て

：
：
：
：
：
：
：
：
：
山

特
輯
号
に
よ
せ
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
今

「
ふ
る
さ
と
潮
来
」
文
部
大
臣
賞
受
賞

特
輯
号
の
発
刊
に
よ
せ
て
：
：
：
渡

創
立
三
十
周
年
に
憶
う
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
：
丹

「
ふ
る
さ
と
潮
来
」
特
輯
号
発
刊
に
寄
せ
て
：
：
：
篠

文
部
大
臣
賞
を
祝
し
て
：
・
：
－

j
i－－
j
i－
－
：
：
：
：
藤

郷
土
史
研
究
会
の
あ
ゆ
み

潮
来
の
あ
ゆ
み

郷
土
史
関
係
の
人
物
史

発
足
当
時
の
思
い
出

父
の
こ
と
：
：
：
：
：

j
i－－：・：
：
：
j
i－－
：
：
：
：
：
藤

ふ
る
さ
と
潮
来
第

一
輯
よ
り

創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業

ふ
る
さ
と
潮
来
一
号

i
十
六
号
ま
で

鹿
行
文
化
章
受
賞
者
・
宮
本
茶
村
文
化
賞
受
賞
者

宮
本
茶
村
文
化
章
規
定
（
内
規
）

泉津

幸

和次

島塚羽辺

保

男
克

夫

平
一
郎

一

郎

岡

健

夫

教
育
界
を
と
り
ま
く
変
遷
：
・
：
：
：
：
j

i
－

－

：

：

：

：

小

沼

治

大
樹
を
仰
ぐ
：
：
：
：
－

j
i－－：：：：・
j
i－－
j
i
－

－

草

野

豊

天
狗
党
と
エ
セ
天
狗

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i－－
：

土

子

三

潮
来
の
万
葉
古
歌
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i－－
j
i
－

－

：

大

塚

也

あ
る
人
生
の
記
録
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－

－

：

窪

谷

雄

私
の
街
道

j
i－－－
j
i－－：
・：
：
：
：
－

j
i－
－

：

：

：

：

小

沼

勇

ア
ヤ
メ
園
の
裏
方
：
：
・
：
：
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
香

取

好

郎

演
野
家
の
祖

由
井
園
光
と
そ
れ
以
前
の
先
祖
に
つ
い
て
：
・
演

野

元

市

大
衆
小
説
と
潮
来
：
：
：

j
i－－
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
小
沼
正
司

伊
能
鳳
後
に
つ
い
て
：
：
：

j
i
－－：：－

j
i－
－
：
：
：
窪
谷
悌
二
郎

久
保
田
万
太
郎
と
潮
来
：
－

j
i－－・：：：：：
：
：：
：
小

沼

正

司

洲
崎
の
人
物
列
伝
：
：

j
i－－
j

i
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
尾
崎
贋

子
供
の
頃
の
私
の
四
季
：
：

j
i－－：－
j
i－
－
：
：
・
：
藤
岡
健
夫

古
高
郷
：
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
郷
土
考
よ
り

二
十
世
紀
の
人
物
史
（
潮
来
市
）

j

i
－
－
・
：
：
：
：
山
津
幸
次

延
方
地
区
の
人
物
史
（
幕
末

1
明
治
）
：
：
：
：
：
：
郷
土
考
よ
り

H

小
川
町
（
栃
木
）
の
資
料
館
と

鳥
山
町
の
山
あ
げ
会
館
を
訪
ね
て
H

：
：
・
：
：
事

こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ

I
j
i－－－：：－
j
i－－
：
：
：
・
：
：
窪

江
戸
時
代
年
表
ご
六

O
三
年

1
一
八
六
七
年
）

・：

窪

本
年
度
の
展
示
会
に
つ
い
て
：
：
：
：：
：
：：
：
：
：
：
山

市
役
所
玄
関
前
の
松
に
つ
い
て
：

j
j
i－
－
：
：
：
：
山

ふ
る
さ
と
潮
来
第
十
八
輯

善益信幸
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ふ
る
さ
と
潮
来
第
十
九
輯

て
歴
代
会
長
を
偲
ん
で

画
伯
竹
内
栖
鳳
と
藤
岡
錆
二
郎
：
：
：
：
：
：
：
：
：
藤

亡
父
へ
の
記
憶

：
：：

j
i－－
：：

j
i
－－：：
：
：：

立

三
代
会
長
窪
谷
章
氏
の
こ
と
：
：
：
：
：：
：
：
：
窪

二
、
戦
前
戦
中
の
こ
と

子
供
の
こ
ろ
の
古
高
－

j
i－－：
：－

j
i－－：：：
：
草

延
方
青
年
団
洲
崎
支
部
の
記
憶
：
：
：・

j
i
－－：
尾

戦
前
戦
中
の
こ
と
：
：

j
i－－：
j
i－－
－j
i－－
：
若

私
の
昭
和
史
：
：
：
・：
：：：

j
i－－
：
：：

j
i－
－
：
内

半
世
紀
前
の
出
会
ひ

緊
張
す
る
昭
和
十
五
・
六
年

一
青
年
の
弁
論
大
会
の
主
張
：
：
：
：
：
：
塚

私
た
ち
の
北
方
領
土
調
査
：
：：

j
i
－－：
：
：
：
：
窪

H

サ
ク
ラ
サ
ク
ラ
d

兄
達
の
戦
争

－j
i－－
：
：
：
坂

追
憶
：
：
：
：

j

i
－－：
：
j
i－－：：－
j
i－－
・：
坂

三
、
戦
後
の
こ
と

エ
ネ
ル
、
キ

l
革
命
と
そ
の
波
紋
：
：
：
：
：
：
：
：
：
土

絵
巻
物
さ
な
が
ら
の
鹿
島
神
宮
の

H

御
船
祭
H

に
つ
い
て
の
考
察

：
：：
：
：
：：
：
：
今

こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ

E
：：
：
：・
：
j
i－－：
：：
：
：
・
窪

谷野岡野棋崎野井本谷本子谷泉

健

夫

勝

三
悌
二
郎

健の

造ぶ贋豊

照益昌

勝子雄明

幸フじ

浩成

皇
居
勤
労
奉
仕
の
思
い
出

：：：－

j
i
－－：・
：
：
：
相

国
指
定
文
化
財

茅
葺
き
民
家
の
写
真
展
よ
り
：

j
i－－：
：
：
：
山

四
、
そ
の
他
明
治
時
代
の
こ
と

明
治
十
五
年
よ
り
明
治
二
十
六
年
迄

居
家
普
請
中
人
名
帳
・
：

j

i
－－
j

i
－－

漬

玉

、

文

芸

俳
句
と
潮
来
・

六
、
牛
堀
地
区
の
石
物
調
査

「前
編
」

牛
堀
地
区

「河
津
・
永
山
・
堀
之
内
・
茂
木
」

田津野沼

春

江

幸

次

フロ

市

正

司

-72-



ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
輯

H

水
郷
潮
来
H

の
あ
け
ぼ
の
：
・
：
j
i
－
－
：
：
：
：
・
：
今
泉
成

県
指
定
常
陸
大
生
古
墳
群
に
つ
い
て
：
：
：
：
・
：
：
：
藤
島
郎

明
治
維
新
後
の
延
方
村
－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
山
津
次

近
代
に
潮
来
水
郷
を
訪
れ
た
文
人
墨
客
：
：
：
：
：
：
小
沼
司

医
学
に
貢
献
し
た
泉
仙
助
博
士
：
：
：
：
：
：
：
：
：
小
沼
司

布
施
耕
一
郎
氏
の
手
紙
：
：
：

j

i
－－：

j
i
－

－

：

・

：

内

野

造

延
方
青
年
団
の
記
憶
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
尾
崎
贋

勤
労
動
員
、
空
襲
、
友
の
死
、
そ
の
後
：
：
：
：
：
：
今
泉
利
右
衛
門

雑
記
：
・
－

j
i
－－：

j
i
－－・：

j
i－
－
：
：
・
：
：
：
：
：
若
棋
の
ぶ

戦
時
中
の
思
い
出
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－－－

j
i
－
－
－
：
相
田
春
江

墨
で
塗
ら
れ
た
教
科
書
：
：
：
：
：
：
：
・
j
i－
－
：
・
：
：
坂
本
照
子

戦
時
を
今
に
（
回
想
の
う
た
）
：
：
：

j
i－
－
・
：
：
：
草
野
豊

い
に
し
え
の
歴
史
を
た
ず
ね
て

（
視
察
研
修
に
参
加
し
て
）
・
：
：
：
：
音

川

民
間
信
仰
の
諸
相
：
・
j

i
－－－J

J
・－－：

j

i
－
－
－
高
森
良

牛
堀
地
区
の
石
物
調
査
「
後
編
」

牛
堀
地
区
「
芝
宿
・
横
須
賀
・
台
上
戸
・
宿
・
古
宿
・
赤
須
」

健正正幸一元

昌俊

ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
一
輯

葛
飾
北
斎
と
「
常
州
牛
堀
」

ー
浮
世
絵
芸
術
九
十
年
の
世
界
を
覗
く
｜
：
：
：
今

潮
来
・
水
郷
を
描
い
た
画
家
た
ち

：
：
：
：
：
：
：
：
：
小

紀

行

文

潮

来

j

i
－－

近
代
延
方
村
の
誕
生

｜
明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
時
の
郷
土

l
・
：
山

（
続
）
洲
崎
の
人
物
列
伝
：
：
：
：
j
i－
－
：
：
：
：
：
・
尾

井
村
武
達
校
長
先
生
と
延
方
小
学
校
の
そ
の
昔
・
：
石

天
狗
党
大
川
九
兵
衛
の
仇
討
ち

：：
：
：
：
：
：
：
：
内

文
久
元
治
の
乱
・
佐
原
騒
擾
記

ー

も
う
一
つ
の
天
狗
騒
動

l
：－

j
i－－－窪

掃

苔

録

紗

｜

妙

真

記

l

i
－－－

j

i
－
－
・
：
窪

遺

稿利
根
遊
水
地
帯
の
二
十
世
紀

ー
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
百
年
史
｜
：
：
：
桂

沼沼泉野井崎津谷谷

正正元

司司成

幸

造子贋次
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ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
ニ
輯

地
方
自
治
に
生
き
た

「
治
水
の
父
」
須
田
誠
太
郎
：
・
：
：
：
：
：
：
藤

潮
来
の
稲
荷
神
社
の
創
建
の
時
を
問
う
：
j

i
－
－
：
今

月
讃
神
社
社
歴
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
秋

切
手
に
な
っ
た
潮
来
と
周
辺
：

歴
史
と
小
学
唱
歌
：
：
：
：
－
j

i
－
－
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
相

私
は
タ
ン
ゲ
ン
で
あ
っ
た

ー

海
軍
新
兵
か
ら
復
員
ま
で
｜
：
：
－
j

i
－－
：
小

戦
い
に
明
け
暮
れ
て
：
：
：
：
－j
i－－－
j
i－－
：
・
：
：
窪

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
暮
ら
し
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
山

学
童
疎
開
の
こ
と
：
：

j
j
i－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
谷

潮
来
の
想
い
で
：
：
・
：
：：
：
：
：
：
：
：
：
：
横
浜
市
土

引
揚
船
の
「
葬
送
の
汽
笛
」
：
：
・
：
：
：

j

i
－
－
：
：
坂

ゆ
と
り
教
育
と
エ
デ
ュ
ケ

l
シ
ヨ
ン
：
－
j

i
－
－
：
：
土

さ
ら
ば
八
町
庚
申
講
：
－

j
i－－：
：
：
：
－

j
i－
－
：
：
・
尾

あ
る
ひ
の
史
跡
散
歩
：
：
：
：
：
：
：：－

j
i－
－
：
：
：
：
窪

参
考
資
料

昭
和
一
二
年
度
・
潮
来
町
町
勢
要
覧
：
：
：
：
・
山

田沼永泉原

鋲
四
郎

元

成
守司江

春正

津谷沼

善

治

益

雄

幸

次

玄

明
百
合
子

照

子

幸

三
贋

悌
二
郎

谷崎子本屋揮

幸

次

ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
三
輯

潮
来
の
由
来
：
：
：

J

J
・－：：

j

i
－
－
：
：
：
：
：
・
：
飯
笹
義
信

追
筆
：
：
：
：
：
・
：

j

i
－－：：：
：
：
j
i－－
：
飯

笹

義

信

孝
子
寅
松
を
偲
ぶ
・
：
：
：
：
：
－j
i－－：
：
：
j
i－－
：
孝
子
寅
松
顕
彰
会

二
十
三
夜
尊
の
し
お
り
：
：
：

j
i－－
j
i－
－

：

：

：

：

秋

永

守

延
方
相
撲
余
話

j

i
－－：－

j
i－－：：
j

i
－

－

：

：

：

尾

崎

贋

水
郷
と
作
家
川
端
康
成
：
：
：
：
j

i
－－：：：
：
音

川

俊

特
別
掲
載
ふ
る
さ
と
潮
来

第
一
号

ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
四
輯

郷
土
か
ら
見
た
熊
野
信
仰
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
今

病
と
共
に
頑
張
り
ま
し
た
！
私
の
四
十
年
：
：
：
：
・
関

続
潮
来
紀
行
文
（
そ
の

I）

郷
土
史
の
中
で
の
謎
：
：

方
言
に
つ
い
て
：
：

j
i－－：：：－
j
i－－－
j
i－
－
：
・
山

参
考
資
料
水
雲
橋
の
名
称
由
来

潮
来
町
の
河
岸

市
内
史
跡
探
訪

津沼沼戸泉

組
斗
晶
司
t

幸正正斐元

次司司子成



稲
荷
山
周
辺
の
町
内
と

あ
や
め
河
岸
散
策
の
今
昔
：
－
J

J

・
－
：
：
・
増

続
・
潮
来
の
あ
ゆ
み
（
明
治
百
年
）
・
：
：
：
：
：
：
：
植

廃
藩
置
県

郷
土
史
年
表

ふ
る
さ
と
潮
来
第
二
十
五
輯

平
成
二
十
年
度
天
狗
党
史
跡
め
ぐ
り

正
式
隊
電
磁
爺
俳
佃
記
：
：
：
：

j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
・
窪

天
狗
党
西
上
勢
－
－j
i－－：：：：
j
i－－j
i－
－
：
：
・
窪

庚
申
山
登
頂
：
：
：

j

i
－－j
i－－：：
－J
J

・－：
：
今

二
十
三
夜
尊
堂
：
：
：
：
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
秋

江
戸
後
期

水
郷
潮
来
地
方
に
お
け
る
結
婚
の
一
考
察
：
：
：
石

潮
来
と
潮
来
ぶ
し
の
広
が
り
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
・
：
小

続
潮
来
紀
行
文
（
E
）

新
し
い
発
見
を
求
め
て
：
：
：
：
：
：
：

j
i－
－
：
：
：
：
音

船
頭
小
唄

私
の
潮
来
史
・
：
：

j

i－－：：：：：－
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